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総務委員会会議録 

 

令和７年３月１４日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ５時０９分閉議（実時間３３３分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第３号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１４号（関係分） 

１．議案第７号・令和７年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第１１号・令和７年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算 

１．議案第２９号・八代市個人番号の利用及び

特定個人情報の提供に関する条例の一部改

正について 

１．議案第２５号・八代市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部改正について 

１．議案第２６号・八代市職員退職手当支給条

例の一部改正について 

１．議案第４０号・八代市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例及び八代市職員の育児休

業等に関する条例の一部改正について 

１．議案第２７号・八代市非常勤消防団員に係

る退職報償金の支給に関する条例の一部改

正について 

１．議案第４１号・八代市消防団員等公務災害

補償条例の一部改正について 

１．議案第２８号・八代市公民館条例等の一部

改正について 

１．議案第３０号・八代市地域振興基金条例の

制定について 

１．所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

 （令和７年度組織機構再編の概要につい

て） 

 （八代亜紀さんメモリアル事業について） 

 （泉支所移転スケジュールについて） 

 （廃校施設の利活用状況について） 

 （八代市犯罪被害者等見舞金制度につい

て） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       松 川 由 美 君 

  財務部次長     加 来 康 弘 君 

  理事兼財政課長   吉 永 千 寿 君 

  納税課長      中 山 美智代 君 

  財産経営課長    塩 塚 将 朗 君 

 市長公室長      宮 川 武 晴 君 

  人事課長      田 中 博 之 君 

  人事課主幹兼人事係長 松 永 智 秋 君 

  国際課長      秋 田 大 助 君 

  秘書広報課長    中 川 順 一 君 

 総務企画部長     田 中   孝 君 

  総務企画部危機管理監 豊 田 正 樹 君 

  地域政策課長    松 本   亨 君 

  危機管理課長補佐  西 田 昌 博 君 
 
  危機管理課長補佐兼 
            竹 井 公 一 君 
  交通防犯係長 
 
 
  危機管理課主幹兼 
            瀬戸口   渉 君 
  危機管理係長 



 

－2－

  危機管理課消防係長 上 村 圭 介 君 

  デジタル推進課長  上 野   信 君 

  文書統計課長    福 田 裕 之 君 

  泉支所長      田 島 功一郎 君 

  泉支所地域振興課長 岩 田   剛 君 

 教育部 

  教育部次長     下 津 恵 美 君 

 農林水産部 

  農林水産部次長   續   良 彦 君 

 市民環境部長     濱 田 浩 介 君 
 
  市民環境部次長兼 
   
  人権政策課長    吉 井 光 博 君 
   
  （人権啓発センター所長兼務） 
 
 
  人権政策課主幹兼 
            稲 崎 敬 文 君 
  人権同和政策係長 
 

 経済文化交流部 

  経済文化交流部次長 緒 方   浩 君 

  観光振興課ふるさと納税推進係長 園 田 高 士 君 

部外局 
 
  選挙管理委員会事務局事務局長 
            橋 口 伸 一 君 
  (公平委員会事務局長併任) 
 

 議会事務局長     小 野 高 信 君 

  議会事務局次長   土 田 英 雄 君 

                              

○記録担当書記     小 谷   匠 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）それでは、定刻となり、定足数に達しま

したので、ただいまから総務委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関する予算、事件、条

例案等につきましては、特別委員会に付託とな

りますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第３号・令和６年度八代市一般会計補正

予算・第１４号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 最初に予算議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第３号・令和６年度八代市一般会

計補正予算・第１４号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務費、

第８款・消防費、第１２款・諸支出金について、

財務部から説明願います。 

○財務部長（松川由美君） 皆様、改めまして、

おはようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）財務部、松川でございます。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、まず、ただいま御案内のありまし

た予算議案、議案第３号・令和６年度八代市一

般会計補正予算・第１４号中、総務委員会関係

分についてでございますが、本日は、消防費も

併せまして、財務部加来次長が説明いたします

ので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○財務部次長（加来康弘君） 皆様、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）財務部の加来でございます。よろしく

お願いいたします。失礼しまして、着座にて説

明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○財務部次長（加来康弘君） それでは、お手

元のタブレットにて、議案第３号・令和６年度

八代市一般会計補正予算・第１４号をお願いし

ます。 

 総務委員会付託分について説明いたします。 

 それでは、まず、１ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の総額でござい

ますが、歳入歳出それぞれ３９億１１０万円を

追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ７６

８億２６９０万円としております。 

 また、第２条で繰越明許費の補正を、第３条

で地方債の補正をそれぞれお願いしております
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が、内容につきましては４ページから記載した

表で説明いたします。 

 それでは、４ページをお願いします。 

 まず、第２表、繰越明許費補正でございます。

本年度内の完了が見込めない事業につきまして、

繰越明許費の設定を行っております。 

 １、追加としまして、最初の款３・民生費、

項１・社会福祉費の物価高騰重点支援給付金給

付事業（不足額給付）４億６３２０万８０００

円は、令和６年度に実施した定額減税補足給付

の不足分を追加で給付する事業で、令和６年分

の所得税及び定額減税の実績額等が確定した後

の事業であるため、その下の項２・児童福祉費

の保育所等物価高騰対策支援金支給事業（重点

交付金）８６４万２０００円は、昨年１２月１

７日に成立した国の補正予算の重点交付金関連

事業で、本補正予算を受けて着手するため、次

の款４・衛生費、項２・生活環境費の衛生処理

センター解体事業７５４３万２０００円は、国

の補助事業を活用するに当たり、国との協議に

より事業の一部を繰り越す必要が生じたため、

次の款５・農林水産業費、項１・農業費のうち、

農産関係一般事務事業１６万２０００円は、抵

当権設定登記抹消登記請求訴訟の被告が海外に

居住しており、１月２４日に言い渡された判決

文の送達に４か月程度を要するため、次の強い

農業づくり支援事業１２億８３８１万７０００

円のうち、４億９５３３万５０００円は、農業

者団体等が共同利用施設等を整備する経費の一

部を補助するもので、本補正予算を受けて着手

するため、また、７億８８４８万２０００円は、

集出荷貯蔵施設に対する補助金で、現場作業員

の確保が困難となり、工事が遅れたため、その

次の持続的畑作生産体系確立事業３９３４万５

０００円も、同じく現場作業員の確保が困難と

なり、工事が遅れたため、次の土地改良施設維

持管理適正化事業２００９万７０００円は、昭

和第二排水機場エンジン分解整備において、納

品に日数を要する部品の交換が必要となったた

め、次の地籍調査事業７２３４万円は、国の１

次補正に伴い、令和７年度実施予定の事業の一

部を前倒しして行うため、５ページに移りまし

て、款７・土木費、項１・土木管理費の災害危

険区域における水準点設置事業（豪雨災害）９

２万円は、坂本町における国の宅地嵩上げ事業

の進捗に遅れが生じたため、次の項５・都市計

画費の公園施設長寿命化対策支援事業２３７万

１０００円は、国と他市町村との補助事業に係

る調整に不測の日数を要し、遊具の発注に遅れ

が生じたため、次の都市公園安全・安心対策緊

急支援事業３３１万７０００円は、公園のトイ

レ改修で、調査により含有が判明したアスベス

トの除去に不測の日数を要し、その後の園路改

修の発注に遅れが生じたため、次の項６・住宅

費の災害公営住宅建設事業１５０万７０００円

は、国の補助事業を活用するに当たり、国との

協議により、一部繰り越す必要があるため、そ

れぞれ繰り越すものでございます。 

 次に、下段の表、２、変更の款７・土木費の

３つの事業は、いずれも国の１次補正に伴い、

令和７年度実施予定分を一部前倒しして行うた

め、その分を追加するものでございます。 

 １つ目の項２・道路橋梁費の道路維持事業は、

補正前の２１１３万６０００円に１億２４００

万円を追加し、補正後の金額を１億４５１３万

６０００円に、次の項５・都市計画費、１つ目

の西片西宮線道路整備事業は、補正前の９３９

４万８０００円に５６２０万円を追加し、補正

後の金額を１億５０１４万８０００円に、次の

八千把土地区画整理事業ですが、これにつきま

しては、３月１０日の日に正誤表を出させてい

ただいているところでございますが、正しくは

八千把地区土地区画整理事業でございます。大

変失礼いたしました。八千把地区土地区画整理

事業は、補正前の８７２０万円に６６０万円を

追加し、補正後の金額を９３８０万円としてお
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ります。 

 次の款１０・災害復旧費、項１・農林水産業

施設災害復旧費のうち、林道施設災害復旧事業

は、補正前８４８３万１０００円に６５３４万

４０００円を追加し、補正後の金額を１億５０

１７万５０００円としております。これは、林

道菊池－人吉線など３路線に係るもので、大雨

等の影響による工程の遅れや、入札不調により

工期確保が困難となったことなどにより追加す

るものでございます。 

 次の林道施設災害復旧事業（豪雨災害）は、

補正前２億８０００万円に２９０９万８０００

円を追加し、補正後の金額を３億９０９万８０

００円としております。これは、林道南川内線

に係るもので、被害箇所に拡大崩壊の兆候があ

り、経過観察等の調査に不測の日数を要したた

め、追加するものでございます。 

 ６ページをお願いします。 

 第３表、地方債補正はいずれも変更で、上か

ら災害時拠点強靱化緊急促進事業は、補正前の

限度額１６７０万円に１００万円を追加し、１

７７０万円、次の土地改良事業は、補正前の限

度額１億９０７０万円に６１００万円を追加し、

２億５１７０万円、次の道路整備事業は、補正

前の限度額８億８０３０万円に６０５０万円を

追加し、９億４０８０万円、次の河川海岸整備

事業は、補正前の限度額１億３７６０万円に２

０１０万円を追加し、１億５７７０万円、次の

街路整備事業は、補正前の限度額２億４５９０

万円に６５２０万円を追加し、３億１１１０万

円、次の土地区画整理事業は、補正前の限度額

１億１１２０万円に３３０万円を追加し、１億

１４５０万円としております。 

 なお、詳しい内容は、後ほど歳入、款２２・

市債で説明いたします。 

 続きまして、歳入の説明をいたします。 

 １０ページをお願いします。 

 上段の表、款１・市税、項１・市民税、目

１・個人では６１９６万６０００円を追加して

おります。今回の補正予算の一般財源でござい

ます。 

 次に、中段の表、款１１、項１、目１、節

１・地方交付税では５億４５１５万円を追加し

ておりまして、今回の補正予算の一般財源でご

ざいます。 

 次に、下段の表、款１５・国庫支出金、項

１・国庫負担金、目１・民生費国庫負担金は２

億６３１０万５０００円を追加しております。

このうち、節１・社会福祉費負担金の障害者自

立支援給付費負担金４５００万円は、障害福祉

サービス事業における支援、援助の件数及び１

件当たりの金額の増加による給付費の不足を補

う国の交付金で、交付率は２分の１でございま

す。 

 次の節２・児童福祉費負担金の子どものため

の教育・保育給付交付金１億５１１９万９００

０円は、私立保育所保育事業及び施設型給付事

業において、国の公定価格改定による給付費の

不足を補う国の交付金で、交付率は２分の１で

ございます。 

 次の節３・生活保護費負担金６６９０万６０

００円は、生活保護給付事業における、高齢や

単身の保護世帯増加による生活扶助、住宅扶助

の増加のほか、１人当たりの医療費の増加によ

り不足する生活保護費を補う国の交付金で、交

付率は４分の３でございます。 

 １１ページをお願いします。 

 上段の表、項２・国庫補助金、目１・総務費

国庫補助金、節１・総務管理費補助金の物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金４億６３２

０万８０００円は、今年度実施してまいりまし

た定額減税の減額実績が不足する場合に実施す

る不足額給付の経費に充てるものでございます。 

 次の目４・土木費国庫補助金では９４９０万

円を追加しております。そのうち、節１・道路

橋梁費補助金の道路維持事業交付金６３５０万



 

－5－

円は、国の１次補正予算に伴い、令和７年度の

予定の一部を前倒しで実施する事業の経費の一

部を補助する国の補助金で、補助率は２分の１

または１０分の５.５でございます。 

 次の節３・都市計画費補助金では３１４０万

円を追加しております。内訳としまして、説明

欄１つ目の西片西宮線道路整備事業交付金２８

１０万円と、説明欄２つ目の八千把地区土地区

画整理事業交付金３３０万円は、いずれも国の

１次補正に伴い、令和７年度の予定の一部を前

倒しで実施する事業経費の一部を補助する国の

補助金で、補助率は２分の１でございます。 

 次に、中段の表、款１６・県支出金、項１・

県負担金、目１・民生費県負担金では９８０９

万９０００円を追加しており、節１・社会福祉

費負担金の２２５０万円と、節２・児童福祉費

負担金の７５５９万９０００円は、いずれも先

ほど国庫負担金で申しました事業に係る給付費

の不足を補う県の負担金で、交付率は４分の１

でございます。 

 次に、下段の表、項２・県補助金、目１・総

務費県補助金、節１・総務管理費補助金の熊本

県生活交通維持・活性化総合交付金（定額）２

４２３万円は、本市の地方バス路線維持事業及

び乗合タクシー運行事業に係る経費の一部を補

助する県の定額交付金でございます。 

 １２ページをお願いします。 

 上段の表、目２・民生費県補助金、節２・児

童福祉費補助金は８８９万５０００円を追加し

ております。内訳としまして、説明欄１つ目の

地方単独費用補助金２５万３０００円は、先ほ

ど国庫支出金で説明しました施設型給付事業に

おける措置費の増加分に係る県の補助金で、補

助率は２分の１でございます。 

 説明欄２つ目の保育所等物価高騰対策支援金

補助金（定額）８６４万２０００円は、物価高

騰の影響に直面する保育所等の運営を支援する

ための支援金給付の経費に係る県の定額補助で

ございます。 

 次の目４・農林水産業費県補助金、節１・農

業費補助金で５億５０２８万５０００円を追加

しております。内訳としまして、説明欄１つ目

の強い農業づくり総合支援交付金４億９５３３

万５０００円は、農業者団体等が共同利用施設

等を整備する経費の一部を補助する県の補助金

で、補助率は１０分の１０でございます。 

 説明欄２つ目の水利施設管理強化事業補助金

６９万５０００円は、土地改良区が管理する農

業水利施設における電気料高騰分の一部を補助

する県の補助金で、補助率は１０分の１０でご

ざいます。 

 説明欄３つ目の地籍調査事業補助金５４２５

万５０００円は、国の１次補正予算に伴い、令

和７年度の予定の一部を前倒しで実施する事業

の経費の一部を補助する県の補助金で、補助率

は４分の３でございます。 

 次の中段の表、款１８、項１・寄附金、目

１・総務費寄附金、節１・総務管理費寄附金で

は、ふるさと元気づくり応援寄附金１３億円を

追加しております。これは、ふるさと納税の寄

附金が当初の２２億円の予定を上回り、３５億

円へ増加する見込みから補正するものでござい

ます。 

 次の下段の表、款２０、項１、目１、節１・

繰越金は２億８０１６万２０００円を追加して

おりまして、今回の補正予算の一般財源でござ

います。 

 １３ページをお願いいたします。 

 款２２、項１・市債、目３・衛生債、節１・

保健衛生債の災害時拠点強靱化緊急促進事業負

担金１００万円は、熊本労災病院が行う当該事

業に係る本市負担分経費の一部に充てるもので、

充当率９０％の公共事業等債でございます。 

 次の目４・農林水産業債、節１・農業債は８

１１０万円を追加しております。説明欄記載の

県営経営体育成基盤整備事業負担金１７１０万
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円、県営排水対策特別事業負担金４３９０万円、

県営海岸保全事業負担金２０１０万円は、いず

れも国の１次補正に伴い、令和７年度実施予定

の県営土地改良事業が一部前倒しで実施される

ための負担金に充てるもので、充当率１００％

の公共事業等債です。 

 次の目６・土木債、節１・道路橋梁債の市内

一円道路整備事業６０５０万円は、充当率１０

０％の公共事業等債、節４・都市計画債の６８

５０万円のうち、南部幹線道路整備事業３７１

０万円及び西片西宮線道路整備事業２８１０万

円は、充当率１００％の防災・減災・国土強靱

化緊急対策事業債、八千把地区土地区画整理事

業３３０万円は、充当率１００％の公共事業等

債で、いずれも国の１次補正に伴い、令和７年

度の実施予定の一部を前倒しして実施する事業

の経費に充てるものでございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 引き続き、歳出を説明いたします。 

 １４ページをお願いします。 

 上段の表、款２・総務費、項１・総務管理費、

目１・一般管理費では９億２９０６万９０００

円を追加しております。説明欄１つ目の職員給

与経費（退職手当）２億１００６万９０００円

は、退職者が見込みより増加したことにより退

職手当の不足額を追加するものでございます。

説明欄２つ目のふるさと納税事業７億１９００

万円は、先ほど歳入の寄附金で申しました、ふ

るさと元気づくり応援寄附金が当初の予定を上

回るため、それに伴う返礼品代や委託料の不足

などを追加するものでございます。 

 次の目７・交通防犯対策費は、生活交通確保

維持事業２億８２５９万７０００円を追加して

おります。先ほど歳入の県補助金で申しました、

地方バス路線維持費補助金として、バス事業者

の欠損額について、産交バスなど１７系統分の

路線維持のため補助するほか、乗合タクシー運

行事業補助金として、運賃改定、路線新設、運

行見直しによる経費の増加に伴い、補助金の不

足額を補正するものでございます。 

 次の目１１・諸費では１７４２万２０００円

を追加しております。このうち、説明欄１つ目

の国庫支出金等返還金事業１０４２万２０００

円は、過年度の国庫支出金の精算に伴う超過交

付分の返還金として、また、説明欄２つ目の市

税還付金事業７００万円は、過年度の市県民税

等に高額の還付金が生じたことで、還付金の不

足が見込まれるため、それぞれ追加するもので

ございます。 

 少し飛びまして、１７ページをお願いします。 

 款８、項１・消防費、目１・常備消防費、節

１８・負担金補助及び交付金は、広域行政事務

組合負担金事業で１３９５万２０００円を追加

しております。これは、広域行政事務組合にお

いて、人事院勧告に伴う人件費の増額補正があ

ったことから、負担金を補正するものでござい

ます。 

 次に、１８ページをお願いします。 

 下段の表になります。 

 款１２・諸支出金、項１・基金費、目３・減

債基金費は１億９６５３万４０００円を追加し

ております。これは、国の補正予算において、

普通交付税に臨時財政対策債償還基金費が創設

されたことから、令和７年度及び令和８年度に

おいて、２分の１ずつ臨時財政対策債の償還費

とするため、積み立てるものでございます。 

 次の目４・ふるさと八代元気づくり応援基金

費は５億８１００万円を追加しております。こ

れは、ふるさと八代元気づくり応援寄附金が当

初の見込みを上回るため、基金積立金を増額補

正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 職員給与経費で、退職
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金のやつで、増加ということでしたけど、見込

みより何名増えたのか。あと、すいません、続

けて質問しても大丈夫ですか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） 生活交通確保維持事業

で県支出金の定額２４２３万円というのがあり

ましたけれども、こちらについて、昨年度より

上がったか下がったか。 

 あと、国県支出金の返還事業ということです

けれども、これ何の事業からの返還金か。 

 あと、市税還付金事業ですけど、高額の還付

金が生じた理由というのを教えてください。 

○人事課長（田中博之君） おはようございま

す。人事課の田中でございます。 

 まず、退職金の増加ということですけども、

当初の予算なんですけども、定年延長による６

１歳の定年退職者、今回定年延長６１歳が定年

退職者になっておりますので、１６人分をまず

計上しておりました。補正分としましては、６

０歳を迎えた方での退職者が４人。あと早期退

職者が４人。あと普通退職者が１７人中の対象

のうち１０名分が今回退職金の対象。それと死

亡退職者が２名などによりまして、今回の２億

１０００万円の補正をお願いするものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○地域政策課長（松本 亨君） おはようござ

います。地域政策課、松本でございます。 

 路線バス等に対します県の補助金の増減につ

きましてでございますけれども、令和６年度が

先ほど申し上げました２４２３万円。昨年度、

令和５年度につきましては１８７５万７０００

円ということで、約５５０万円ほど増額となっ

ております。この増額の理由は、この補助につ

きましては、県の予算がございまして、その予

算を県内の市町村に配分するということになっ

ておりまして、配分率のほうが昨年１２.１％

から今年度１５.６％ということで、配分率が

上がっております。この理由につきましては、

考えられるのは、ほかの市町村の路線の減少で

すとかというのが考えられるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）財政課、吉永です。 

 ３点目の国県支出金等返還金事業、これが何

の分かというところについてお答えします。金

額は１０４２万２０００円ですけれども、これ

は令和５年度の物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金の精算に伴って、超過交付分があっ

たということで、それを返還することになりま

す。今、３月になったのを一応お伝えしますと、

本来超過交付があったということで、令和６年

度の年度初めは、令和６年度にもおんなじ交付

金が来てる部分があったので、その歳入を還付

しようと思ったんですけれども、県のほうから、

それは還付をせずに相殺処理を令和６年度でや

っていいよという指示があってたんですが、ち

ょっと年末になってその相殺ができないという

情報が来まして、やっぱ返還してくださいと、

歳出でということになりましたので、今回補正

にその分だけを上げさせていただいたというこ

とでございます。 

 以上でございます。 

○納税課長（中山美智代君） 納税課、中山で

す。よろしくお願いします。 

 市税の還付金事業につきましては、毎年５０

００万円の当初予算として計上しております。

基本的には納税者等の申告等に基づいて行うも

のですが、特に法人市民税の還付については、

制度上、個別企業の業績に左右されるため、事

前の見込みは困難であります。今回はそれに加

え、市県民税において高額還付が例年より多く

発生しております。想定外の不足が生じたため、

補正をお願いするところです。詳しい内容につ
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きましては、個人情報等もありますので、ここ

での御説明は控えたいと思います。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ありませんね。なけ

れば、これより採決いたします。 

 議案第３号・令和６年度八代市一般会計補正

予算、第１４号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第７号・令和７年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第７号・

令和７年度八代市一般会計予算中、当委員会関

係分を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等について、財務部から説明

願います。 

○財務部長（松川由美君） それでは、引き続

きよろしくお願いいたします。 

 令和７年度の予算議案になりますけれども、

まず最初に、議案第７号・令和７年度八代市一

般会計予算中、総務委員会関係分につきまして、

まず、歳入全体及び歳出の総務費とその他関係

分については、財務部の加来次長から、議会費

につきましては、議会事務局から、消防費につ

きましては、総務企画部からそれぞれ説明をい

たしますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○財務部次長（加来康弘君） 財務部の加来で

ございます。引き続きよろしくお願いいたしま

す。失礼しまして、着座にて説明させていただ

きます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○財務部次長（加来康弘君） それでは、お手

元の議案書にて、議案第７号・令和７年度八代

市一般会計予算をお願いいたします。 

 総務委員会付託分のうち、まず、歳入等につ

いて説明いたします。説明に当たりましては、

新規の案件や予算額の大きいものを中心に説明

させていただきます。 

 まず、１ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額でございますが、

歳入歳出それぞれ７６９億７７４０万円として

おります。 

 また、第２条で債務負担行為を、第３条で地

方債をお願いしておりますが、内容につきまし

ては、７ページ以降で説明いたします。 

 次に、第４条の一時借入金でございますが、

本市の歳計外現金に不足が生じた場合、その支

払いの資金を補うため、一時的に金融機関から

借入れを行う際の限度額を８５億円と定めてお

ります。 

 次に、第５条、歳出予算の流用でございます

が、各項の経費の金額を流用することができる

場合を定めております。 

 それでは、７ページをお願いします。 

 第２表、債務負担行為でございます。 

 最初の基幹業務システム使用料は、期間を令

和８年度から令和１２年度まで、限度額を１億

５６０万２０００円としております。これは、

令和７年度に財務会計など基幹システムを更新

することによる５年間のシステム使用料に係る

ものでございます。 

 次の地方公共団体情報システム運用経費（令

和７年度運用開始分）は、期間を令和８年度か

ら令和１０年度まで、限度額を７７６万２００
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０円としております。これは、令和６年度に着

手した自治体情報システムの標準化、共通化に

伴う導入経費で、ガバメントクラウド運用管理

経費、システム使用料の令和７年度改修分の追

加でございます。 

 少し飛びまして、中ほどの収納支援システム

使用料（システム標準化対応）は、期間を令和

８年度から令和１２年度まで、限度額を３３６

２万１０００円としております。これは、令和

７年度に標準化に対応したシステムに更新する

ことによる、５年間のシステム使用料でござい

ます。 

 次に、障がい者計画策定業務委託は、期間を

令和８年度まで、限度額を４２０万円としてお

ります。これは、令和９年度からを期間とする

八代市障がい者計画の策定業務に係るものでご

ざいます。 

 次の健康管理システム賃借料は、期間を令和

８年度から令和１２年度まで、限度額を４９１

万６０００円としております。これは、システ

ム標準化対象外のもので、更新するシステムの

使用料でございます。 

 次の環境センター運営委託（マテリアルリサ

イクル推進施設）は、期間を令和８年度から令

和１２年度まで、限度額を７億３３２２万７０

００円としております。これは、同施設の５年

間の管理運営委託でございます。 

 次の令和７年度土地改良融資事業に対する元

利補給金は、期間を令和８年度から令和２２年

度まで、限度額を６８９１万６０００円として

おります。これは、土地改良融資事業において、

融資を受けた償還金に対する助成金でございま

す。 

 ８ページをお願いします。 

 企業振興促進条例補助金（令和７年度）は、

期間を令和８年度から令和１１年度まで、限度

額を８０００万円としております。これは、企

業振興促進条例に基づく適用を受けた１社の工

場等建設補助金に係る経費でございます。 

 次の市営住宅施設管理業務委託は、期間を令

和８年度から令和９年度、限度額を１億６９７

４万１０００円としております。これは、市営

住宅のさらなる適正な維持管理や居住水準の向

上を図るため、専門的知見を持つ民間事業者に

管理業務を委託するものでございます。 

 次の泉中学校寄宿舎生徒送迎用車両リース経

費は、期間を令和８年度から令和１１年度、限

度額を１４２万２０００円としております。こ

れは、寄宿舎を利用する生徒の自宅と寄宿舎間

の移動を支援する車両のリースでございます。 

 ９ページをお願いします。 

 第３表、地方債でございますが、それぞれ、

起債の目的、限度額、起債の方法などを定めて

おります。詳細につきましては、４９ページか

ら５１ページの款２２・市債で説明いたします。 

 続きまして、１４ページをお願いします。 

 歳入でございます。 

 款１・市税から款１２・交通安全対策特別交

付金につきましては、令和６年度の決算見込み

や国の地方財政計画などを参考に見込んだとこ

ろでございます。 

 それでは、まず、上段の表、款１・市税でご

ざいます。項１・市民税、目１・個人で５３億

８０００万円、目２・法人で９億９０００万円

を計上しております。前年度と比較して、個人

で３億２５００万円の増加、法人で１６００万

円の減少を見込んでおります。全体としまして

は、個人分の増加は、定年延長の定着や賃金の

上昇など、法人分の減少は、物価コストの高騰

やその価格転嫁の遅れなどを踏まえて見込んで

おります。 

 次に、下段の表、項２、目１・固定資産税は

８８億４４６６万５０００円を計上しておりま

す。宅地の下落幅の縮小と農地等の宅地化など

で、土地の税収は前年度同様と見込んでおりま

すが、新築・増築家屋の増加などによる家屋分
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の増収により、前年度と比較して１億６０６６

万５０００円の増加を見込んでおります。 

 １５ページをお願いします。 

 上段の表、項３・軽自動車税では、目１・環

境性能割は３２００万円、目２・種別割は４億

９１００万円を計上しております。調定額の伸

び率などから前年度比３８００万円の増額を見

込んでおります。 

 次に、中段の表、項４、目１・市たばこ税は

９億２５００万円で、地方財政計画や喫煙率の

動向などを参考に、前年度比２９００万円の減

を見込んでおります。 

 １６ページをお願いします。 

 款２・地方譲与税ですが、上段の表、項１、

目１・地方揮発油譲与税は１億２４００万円で、

地方財政計画などから前年度比２００万円の減

を見込んでおります。次の中段の表、項２、目

１・自動車重量譲与税は４億円で、地方財政計

画などから前年度と同額を見込んだところでご

ざいます。その下、下段の表、項３、目１・森

林環境譲与税は１億４５５５万８０００円で、

令和６年度決算見込みから前年度比１５５５万

８０００円の増を見込んでおります。 

 １７ページをお願いします。 

 上段の表、項４、目１・特別とん譲与税３０

００万円から、１８ページにかけまして、上段

の表の、款５、項１、目１・株式等譲渡所得割

交付金１億１０００万円までにつきましても、

地方財政計画などから見込んだところでござい

ます。 

 次に、中段の表、款６、項１、目１・法人事

業税交付金２億９５００万円、その下の下段の

表、款７、項１、目１・地方消費税交付金３２

億２４００万円から、１９ページに移りまして、

下段の表、款１０、項１・地方特例交付金、目

１・減収補てん特例交付金１億８００万円まで

は、いずれも前年度の決算見込みなどから見込

んだところでございます。 

 ２０ページをお願いします。 

 上段の表、項２、目１・新型コロナウイルス

感染症対策地方税減収補てん特別交付金は６８

０万円で、新型コロナウイルス感染症の影響を

受けながらも、新規に設備投資を行った中小事

業者等に対する固定資産税の軽減額を補填する

交付金でございます。 

 次に、中段の表、款１１、項１、目１・地方

交付税は１６９億７１００万円でございます。

これは、普通交付税における合併特例債や災害

復旧事業債、償還額等の算入に基づく基準財政

需要額の増及び地方財政計画の伸び率を参考に、

今後の予定される補正予算の財源分も見込みな

がら、前年度比４.８％、７億７４００万円の

増としております。 

 ２１ページをお願いします。 

 上段の表、款１３・分担金及び負担金、項

１・分担金、目１・農林水産業費分担金は６１

４０万円で、前年度比１４０万円の増でござい

ます。これは、節２・水産業費分担金の熊本八

代海地区水産環境整備事業分担金１４０万円が

加わった分でございます。 

 次に、下段の表、項２・負担金のうち、目

１・総務費負担金１２４９万円は、八代地域イ

ントラネット運用負担金に係る氷川町負担分９

３３万７０００円が主なものでございます。 

 ２つ目の目２・民生費負担金は６０６６万９

０００円を計上しております。主なものは、節

１・社会福祉費負担金５７９０万５０００円の

うち、説明欄１つ目、老人福祉施設入所者負担

金４６０１万４０００円でございます。 

 ２２ページをお願いします。 

 上段の表、目３・衛生費負担金は１億４０１

２万７０００円を計上しております。主なもの

は、節２・生活環境費負担金１億２９９７万円

で、内訳は、説明欄１つ目、環境センター管理

運営費負担金６０５７万５０００円及び環境セ

ンター特別負担金６９３９万５０００円でござ
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います。 

 次に、少し飛びまして、下段の表の款１４・

使用料及び手数料でございます。 

 項１・使用料、目１・総務使用料は４４９４

万６０００円を計上しております。説明欄１つ

目、新八代駅東口駐車場使用料１７３３万８０

００円、３つ目、庁舎使用料１２０４万９００

０円、説明欄５つ目、コミュニティセンター使

用料１４４２万２０００円が主なものでござい

ます。 

 一つ飛びまして、目３・衛生使用料の２６９

３万８０００円は、節１・保健衛生使用料２０

７７万５０００円のうち、説明欄１つ目、斎場

使用料８３５万２０００円、３つ目、千丁健康

温泉センター使用料（温泉入館料）１２４１万

５０００円が主なものでございます。 

 少し飛びまして、２４ページをお願いします。 

 中段の目６・土木使用料は２億３４８８万７

０００円を計上しております。このうち主なも

のは、節１・道路橋梁使用料４５３１万９００

０円のうち、電柱等の道路占用料４１２８万８

０００円、節４・住宅使用料１億８６３３万９

０００円のうち、３３団地分の公営住宅使用料

１億８３９０万８０００円でございます。 

 一つ飛びまして、目８・教育使用料は２７５

９万２０００円を計上しております。このうち

主なものは、２５ページに続きまして、節３・

社会教育施設使用料１１８８万円のうち、説明

欄１つ目の公民館使用料３３５万１０００円、

その次の鏡文化センター施設使用料４００万円、

節４・社会体育施設使用料９９７万１０００円

のうち、２６ページに続きまして、説明欄１つ

目の夜間照明使用料４５９万４０００円などで

ございます。 

 次に、下段の表、項２・手数料、目１・総務

手数料は６１５７万１０００円を計上しており

ます。節３・戸籍住民基本台帳手数料４７３６

万９０００円が主なものでございます。 

 次の目２・衛生手数料は４億３５５８万１０

００円を計上しております。令和６年１０月か

らの環境センターの搬入ごみ処理手数料の引上

げなどにより、前年度比８２６４万６０００円

の増としております。主なものは、節２・生活

環境手数料４億３２１１万３０００円のうち、

説明欄１つ目、搬入ごみ処理手数料２億１６１

６万８０００円、説明欄最後の有料指定袋（ご

み）処理手数料２億８５２万６０００円などで

ございます。 

 飛びまして、２７ページをお願いします。 

 下段の表、款１５・国庫支出金でございます。 

 項１・国庫負担金、目１・民生費国庫負担金

は９７億９６９５万３０００円を計上しており

ます。児童手当拡充の通年ベース化などにより、

前年度比１２億５６８９万７０００円の増とし

ております。このうち主なものとしましては、

節１・社会福祉費負担金２４億４１２万５００

０円のうち、説明欄１つ目、国民健康保険基盤

安定保険者支援分負担金１億６４７０万６００

０円、４つ目の障害者自立支援給付費負担金１

６億６８８９万１０００円、２８ページに続き

まして、説明欄２つ目の障がい児通所支援事業

負担金３億４４５万８０００円、次の段の節

２・児童福祉費負担金５０億２３９７万３００

０円のうち、説明欄１つ目の子どものための教

育・保育給付交付金２７億２５３３万７０００

円、２つ目の児童手当交付金２０億６２３６万

円、４つ目の児童扶養手当給付費負担金２億１

５２２万２０００円、次の段の節３・生活保護

費負担金２３億６８８５万５０００円などでご

ざいます。 

 一つ飛びまして、目３・災害復旧費国庫負担

金２億４６４５万５０００円は、令和４年台風

１４号及び令和６年台風１０号により被災した

市道五家荘－椎葉線の災害復旧に係る国の負担

金でございます。 

 ２９ページに移りまして、項２・国庫補助金、
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目１・総務費国庫補助金は８億６２８万１００

０円を計上しております。主なものは、説明欄

１つ目のマイナンバーカード交付事務費補助金

７９４７万９０００円、５つ下の宅地嵩上げ安

全確保事業補助金２億１６５３万円、２つ下の

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金４億

６５２３万７０００円などでございます。 

 次の目２・民生費国庫補助金は３億８４９８

万円を計上しております。私立保育所１施設に

おいて実施されている施設整備への補助が令和

６年度で終了したことなどから、前年度比６９

４９万９０００円の減を見込んでおります。こ

のうち主なものは、節１・社会福祉費補助金７

３５４万３０００円のうち、説明欄１つ目、地

域生活支援事業補助金４９５１万８０００円、

次の節２・児童福祉費補助金３億５７１万１０

００円のうち、説明欄３つ目、子ども・子育て

支援交付金１億９２１２万４０００円、その２

つ下の妊婦のための支援給付交付金７９１０万

７０００円などでございます。 

 次の目３・衛生費国庫補助金は１億８８１８

万４０００円を計上しております。新型コロナ

ウイルスワクチン助成の新規追加などにより、

前年度比２４９９万１０００円の増を見込んで

おります。このうち主なものは、節１・保健衛

生費補助金９０５８万３０００円のうち、新型

コロナウイルスワクチン助成金（定額）８８３

４万５０００円、次の節２・生活環境費補助金

９７６０万１０００円のうち、説明欄２つ目の

衛生処理センター解体事業交付金７９４３万円

でございます。 

 一つ飛びまして、３０ページをお願いします。 

 目５・土木費国庫補助金は６億６２７７万４

０００円を計上しております。坂本町の災害公

営住宅建築補助などにより、前年度比１９３１

万７０００円の増を見込んでおりますが、この

うち主なものは、節１・道路橋梁費補助金２億

７８０５万円のうち、説明欄２つ目の市内一円

道路改良事業交付金１億４７９５万円、３つ目

の橋梁長寿命化修繕事業交付金８０８５万円、

節４・住宅費補助金２億４９９２万４０００円

のうち、説明欄下から２つ目の災害公営住宅建

設費補助金１億６０３５万円などでございます。 

 次に、目６・教育費国庫補助金は４億１７９

３万８０００円を計上しております。小学校７

校、中学校６校での洋式トイレの整備などによ

り、前年度比１億５６３０万６０００円の増を

見込んでおり、このうち主なものは、節２・小

学校費補助金１億２６９４万９０００円のうち、

説明欄最後の小学校施設トイレ改修事業補助金

１億１９５７万３０００円、３１ページに移り

まして、節３・中学校費補助金１億４４４０万

６０００円のうち、説明欄最後の中学校施設ト

イレ改修補助金１億４７３万３０００円、節

５・学校給食費補助金の学校給食施設整備事業

補助金１億３０７７万３０００円などでござい

ます。 

 次に、下段の表、項３・委託金のうち、３２

ページをお願いします。目２・民生費委託金、

節１・社会福祉費委託金３７４９万１０００円

は、説明欄１つ目の基礎年金等事務費交付金３

６３３万６０００円が主なものでございます。 

 少し飛びまして、下段の表、款１６・県支出

金でございます。 

 項１・県負担金、目１・民生費県負担金は３

４億９６３２万４０００円を計上しております。

このうち主なものは、節１・社会福祉費負担金

２１億３５３８万８０００円のうち、説明欄１

つ目、国民健康保険基盤安定保険税軽減分負担

金４億４９８８万３０００円、説明欄５つ目、

後期高齢者医療保険基盤安定負担金５億１４１

３万３０００円など保険料の軽減等に関するも

のや、その下の障害者自立支援給付費負担金８

億３４４４万５０００円、下から３つ目の障が

い児通所支援事業負担金１億５２２２万９００

０円、３３ページに移りまして、節２・児童福
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祉費負担金１３億５２６４万４０００円のうち、

説明欄１つ目、子どものための教育・保育給付

費負担金１１億１０１０万２０００円、２つ目

の児童手当交付金２億３２０１万５０００円な

どでございます。 

 次に、下段の表、項２・県補助金、目１・総

務費県補助金は３３７４万円を計上しておりま

す。説明欄下から３つ目の豪雨被災者等支援交

付金１４２２万５０００円が主なものでござい

ます。再建住宅の整備が令和６年度で終了した

ことなどから、前年度比３億３６４９万円の減

を見込んでおります。 

 次に、目２・民生費県補助金は４億４２１６

万７０００円を計上しております。このうち主

なものは、節１・社会福祉費補助金１億３７６

７万円のうち、説明欄３つ目、重度心身がい者

医療費助成事業費補助金１億４９５万９０００

円、節２・児童福祉費補助金３億４４９万７０

００円のうち、説明欄１つ目、放課後児童健全

育成事業等補助金１億１７０６万６０００円な

どでございます。 

 ３５ページをお願いします。 

 目３・衛生費県補助金は６４７０万２０００

円を計上しております。主なものは、節１・保

健衛生費補助金５７７０万円のうち、説明欄１

つ目、子ども医療費助成事業費補助金４４０２

万８０００円などでございます。 

 次に、目４・農林水産業費県補助金は５億４

７９１万４０００円を計上しております。この

うち主なものは、節１・農業費補助金４億６５

９２万３０００円のうち、３６ページをお願い

します。説明欄４つ目、多面的機能支払交付金

事業補助金２億２９６７万５０００円、節２・

林業費補助金７５７２万７０００円のうち、説

明欄３つ目、道整備交付金３１５９万１０００

円などでございます。 

 次に、目５・商工費県補助金、節１・商工費

補助金８７００万円は、物価高騰対応重点支援

関連事業のうち、ＬＰガス価格高騰対策支援事

業に係る県の補助金でございます。 

 ３７ページに移りまして、目９・災害復旧費

県補助金、節１・農林水産業施設災害復旧費補

助金は４億２６０１万６０００円を計上してお

ります。令和２年７月豪雨や令和６年９月の豪

雨により被災した坂本－山江線など、７路線１

５か所の林道施設の復旧に要する経費等に補助

されるもので、前年度比９８８０万１０００円

の減と見込んでおります。 

 下段の表、項３・委託金、目１・総務費委託

金は３億５８５６万４０００円を計上しており

ます。このうち主なものは、節２・徴税費委託

金で、県民税徴収事務委託金１億８５４０万円

や、３８ページをお願いします。節４・選挙費

委託金で、参議院議員選挙委託金９８７４万８

０００円、節５・統計調査費委託金６６６５万

４０００円のうち、国勢調査委託金６５９４万

９０００円などでございます。 

 ３９ページをお願いします。 

 款１７・財産収入でございます。 

 項１・財産運用収入、目１・財産貸付収入は

２６１６万９０００円を計上しております。説

明欄１つ目、土地建物貸付収入１７１０万８０

００円が主なものでございます。 

 次の目２・利子及び配当金は３３４３万円を

計上しております。４０ページにかけまして、

各基金の利子でございます。 

 ４０ページをお願いします。 

 下段の表の項２・財産売払収入、目１・不動

産売払収入は８１３７万２０００円を計上して

おります。節１・土地売払収入の説明欄１つ目、

八千把地区土地区画整理事業保留地売払収入７

３３７万円が主なものでございます。 

 ４１ページに移りまして、款１８・寄附金で

ございます。 

 項１・寄附金、目１・総務費寄附金は３０億

３７８９万２０００円を計上しております。前
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年度比８億１３０３万円の増を見込んでおりま

すが、ふるさと元気づくり応援寄附金３０億１

０５０万円が主なものでございます。 

 少し飛びまして、４２ページをお願いします。 

 款１９・繰入金でございます。 

 項１・基金繰入金のうち、主なものとしまし

て、目１・財政調整基金繰入金１億１９５１万

４０００円は、坂本支所等建設、災害公営住宅

整備などに係る財源の一部とするもの、目２・

減債基金繰入金３億９０００万６０００円は、

環境センター建設、新庁舎建設等に伴う市債の

元金償還の財源の一部とするもの、少し飛びま

して、下から２番目の目８・ふるさと八代元気

づくり応援基金繰入金１１億１８１７万２００

０円は、子ども医療費助成事業やＩＣＴ教育推

進事業など４９事業の財源の一部として、４３

ページに移りまして、１つ目の目１０・まちづ

くり交流基金繰入金６６１３万２０００円は、

九州国際スリーデーマーチ事業や坂本ふるさと

まつり事業のほか旧町村のイベントなど１０事

業の財源の一部として、下から３つ目の目１

５・新型コロナウイルス感染症対策基金繰入金

６５８０万３０００円は、中小事業者の金融円

滑化特別資金利子補給事業などの財源の一部と

して、４４ページに移りまして、上段の表、３

つ目の目２０・森林環境譲与税基金繰入金５７

８５万６０００円は、再造林促進のための補助

を行う森林整備事業など９事業の財源の一部と

して、それぞれ繰り入れるものでございます。 

 次に、中段の表、款２０、項１、目１・繰越

金でございます。令和６年度からの繰越金を前

年度比４０００万円減の１１億円としておりま

す。 

 次に、下段の表、款２１・諸収入、項１・延

滞金加算金及び過料で、目１・延滞金は、前年

度の決算見込みなどから、１７００万円を計上

しております。 

 ４５ページをお願いします。 

 下段の表、項３・貸付金元利収入でございま

す。このうち、目１・総務費貸付金元利収入３

１８１万９０００円は、地域総合整備財団の支

援により、市が民間事業者に無利子で貸し付け

た地域総合整備資金貸付金元金収入が主なもの

でございます。 

 ２つ飛びまして、目４・商工費貸付金元利収

入５億６５万円は、中小企業経営安定特別融資

預託金元金収入や八代市創業者支援融資預託金

元金収入など各種預託金等の元金収入でござい

ます。 

 ４６ページをお願いします。 

 項４・雑入でございます。目５・雑入は７億

７６１０万６０００円を計上しております。４

７ページに移りまして、節８・雑入の６億７７

９６万２０００円のうち、説明欄１つ目、デジ

タル基盤改革支援補助金２億６９８４万８００

０円は、自治体システム標準化等に関するもの

でございます。 

 ４９ページをお願いします。 

 款２２、項１・市債でございます。まず、目

１・総務債、節１・総務管理債は４１億５６１

０万円で、このうち、説明欄１つ目のコミュニ

ティセンター施設整備事業１億８００万円は、

主に、金剛コミュニティセンター建替実施・造

成設計委託、麦島コミュニティセンター屋上防

水等工事、鏡コミュニティセンター改修工事に

必要な経費に充てるもので、充当率９５％の合

併特例債、充当率１００％の過疎債、緊急防

災・減災事業債、説明欄２つ目の坂本支所等建

設事業１億２９４０万円は、支所等の建設に必

要な経費に充てるもので、充当率１００％の過

疎債及び充当率９５％の合併特例債、説明欄３

つ目の難視聴地域テレビ放送設備構築事業１億

１８７０万円は、坂本・東陽・泉地域において、

ケーブルテレビから光ファイバー網を活用した

映像配信への更新に必要な経費に対する補助金

に充てるもので、充当率１００％の過疎債、説
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明欄４つ目の地域振興基金事業３８億円は、令

和７年度に残高がなくなるまちづくり交流基金

に代わり、今後の地域振興対応に備えるために

設置する地域振興基金に積み立てるもので、充

当率９５％の合併特例債でございます。 

 次に、目２・民生債は５３５０万円を見込ん

でおります。このうち、節１・社会福祉債の４

６７０万円は、説明欄１つ目、五家荘デイサー

ビスセンター管理運営事業及び１つ下の泉地域

福祉センター管理運営事業に係る指定管理業務

委託に必要な経費に充てるもので、充当率１０

０％の過疎債でございます。 

 次に、目３・衛生債は１億４０万円を見込ん

でおり、清掃センター解体事業が完了すること

により、前年度比６億９５６０万円の減でござ

います。節１・保健衛生債の災害時拠点強靱化

緊急促進事業負担金９００万円は、熊本労災病

院が令和５年度から７年度まで行う災害時拠点

強靱化緊急促進事業に係る令和７年度の本市負

担分経費に充てるもので、充当率９０％の公共

事業等債でございます。節２・生活環境債の９

１４０万円は、令和６年度から実施しておりま

す衛生処理センター解体事業に必要な経費に充

てるもので、充当率９５％の合併特例債でござ

います。 

 次に、目４・農林水産業債は１億８３５０万

円を見込んでおります。このうち主なものは、

節１・農業債の１億２３００万円としまして、

説明欄２つ目、県営排水対策特別事業負担金２

３００万円は、土地改良事業負担金の対象経費

に充てる充当率９０％の公共事業等債、説明欄

４つ目の市内一円道路整備事業４６１０万円は、

道路改良等の対象経費に充てる充当率９０％の

地方道路等整備事業債及び充当率１００％の過

疎債でございます。次の節２・林業債の５４３

０万円としましては、説明欄２つ目、道整備交

付金事業４０３０万円は、林道改良等の対象経

費に充てる充当率１００％の過疎債及び辺地債

などでございます。次の節３・水産業債の６２

０万円としましては、説明欄２つ目、水産業施

設整備事業２５０万円は、五家荘やまめ中間育

成施設取水施設新設の経費に充てる充当率１０

０％の辺地債でございます。 

 次の目５・商工債は１億８４０万円で、この

うち主なものは、節１・商工債の４０９０万円

として、説明欄２つ目のがらっぱ広場施設整備

事業３２１０万円は、がらっぱ広場トイレ新築

工事の経費に充てる充当率９５％の合併特例債、

節２・観光債の６７５０万円として、説明欄１

つ目、さかもと温泉センター「クレオン」管理

運営事業３５５０万円は、指定管理業務委託に

必要な経費に充てるもので、充当率１００％の

過疎債、５０ページに移りまして、説明欄１つ

目の東陽交流センター施設整備事業２０７０万

円は、東陽交流センター「せせらぎ」の空調改

修に必要な経費に充てるもので、充当率１０

０％の過疎債でございます。 

 次に、目６・土木債は２２億１４８０万円を

見込んでおります。主なものとして、節１・道

路橋梁債１３億２７４０万円のうち、説明欄下

から２つ目の生活道路緊急対策事業３億２５６

０万円は、老朽化が著しい身近な生活道路の補

修を集中的に行うための経費に充てるもので、

充当率９０％の公共施設適正管理推進事業債や

充当率１００％の過疎債など、その下の工業団

地関連道路整備事業３億６１００万円は、県に

より整備される工業団地周辺において、交通量

の大幅な増加が見込まれる竜西幹４号線などの

整備を進めるもので、充当率９５％の合併特例

債、節３・港湾債の２億２８１０万円としまし

て、説明欄１つ目、八代港県営事業負担金２億

４７０万円は、県営事業負担金の経費に充てる

充当率９０％の公共事業等債、節４・都市計画

債の４億３７６０万円のうち、説明欄１つ目、

南部幹線道路整備事業１億６６３０万円は、県

事業負担金の経費に充てる充当率９０％の公共
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事業等債、説明欄一番下の八千把地区土地区画

整理事業１億１１１０万円は、事業等の経費に

充てる充当率９０％の公共事業等債及び地方道

路等整備事業債、また、節５・住宅債１億１０

７０万円のうち、説明欄１つ目、公営住宅整備

事業５７００万円は、流藻川団地給水設備等改

修工事など３団地の改修経費に、その下、災害

公営住宅整備事業５３７０万円は、坂本町松崎

地区の公営住宅建設経費に充てるもので、充当

率１００％の公営住宅建設事業債でございます。 

 次に、目７、節１・消防債は４億２２１０万

円で、このうち主なものとして、５１ページに

移りまして、説明欄２つ目、避難所等設備整備

事業３億５５０万円は、学校施設体育館の空調

設備工事などの経費に充てる充当率１００％の

緊急防災・減災事業債でございます。 

 次に、目８・教育債は３２億７３００万円で、

このうち主なものは、節１・小学校債の４億６

０５０万円としまして、説明欄３つ目、小学校

施設トイレ改修事業３億９７４０万円、２つ目、

小学校施設ＬＥＤ化事業４５６０万円、節２・

中学校債の４億８０８０万円としまして、説明

欄２つ目、中学校施設ＬＥＤ化事業２２５０万

円、３つ目の中学校施設トイレ改修事業３億４

７８０万円などで、学校トイレ洋式化をさらに

進めるトイレ改修事業の経費に充てますのは、

充当率１００％の過疎債及び充当率９５％の合

併特例債、脱炭素社会に向けた学校施設のＬＥ

Ｄ化事業の経費に充てますのは、充当率９０％

の脱炭素化推進事業債でございます。３つ下の

節５・学校給食債の１３億７８５０万円は、

（仮称）新南部学校給食センターの設計、建設

工事等に要する経費に充てる充当率９０％の公

共施設等適正管理推進事業債でございます。一

つ下の節６・社会教育債６億６８７０万円は、

市立博物館の大規模改修に係る経費に充てるも

ので、充当率９５％の合併特例債でございます。 

 最後の目９・災害復旧債は１２億１７６０万

円で、このうち主なものとしまして、節２・公

共土木施設災害復旧債の道路橋梁施設災害復旧

事業１億１７５０万円は、令和２年７月豪雨及

び令和６年台風１０号により被災した道路橋梁

施設の災害復旧工事に係る経費に充てる充当率

１００％及び９０％の補助及び単独災害復旧事

業債、また、節４・その他公共・公用施設災害

復旧債１０億５４４０万円として、説明欄最後

の坂本支所等建設事業７億９３１０万円は、坂

本支所及び坂本コミュニティセンターなどの工

事に係る経費に充てる充当率１００％の単独災

害復旧事業債などでございます。 

 以上が歳入の説明でございます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 繰入金のところで、基

金のとこなんですが、今年度と前年度との比較

でゼロというところが何か所かですね、聞きよ

ったところがあるんですけれども、こういう基

金については、その活用のめどっていうのがあ

るんでしょうか。統合したりとか、もう基金と

しての用途がもうなくなってきてるっていうの

があればですね、清算していくっていう手もあ

るんじゃないかなとは思うんですけれども、そ

ういったところについて、ちょっとお話聞きた

いんですけど。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） 財政課、吉

永です。 

 今お尋ねは、繰入金の予算額の増減が出てな

いっていう。（委員野﨑伸也君「比較がゼロの

ところですね」と呼ぶ）比較がゼロっていうと

こですね。（委員野﨑伸也君「うん」と呼ぶ）

例えば、４２ページでいいますと、目５・坂本

九州新幹線渇水等被害対策基金繰入金と。（委

員野﨑伸也君「はい。はい」と呼ぶ）そういう。

（委員野﨑伸也君「そういった意味です」と呼

ぶ）分かりました。今お尋ねの分ですけども、
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例えば目５・坂本九州新幹線の分とか、次のペ

ージのやつしろ文化振興基金繰入金ですかね、

目１１。あと１個、目１４ありますけれども、

基本的に、活用の計画というのも、原課のほう

で考えてもらうというのが前提で、坂本九州新

幹線とかのは、基本は維持管理に関わる部分で

すので、大体平準化した形になります。それ以

外の部分についても、基本はあんまり凸凹にな

らないように計画的に崩していっていただきた

いという部分のが反映されて、増減は比較とし

てゼロというのは出てくるということでござい

ます。 

 よろしいでしょうか。 

○委員（野﨑伸也君） 後からまた、いろいろ

とお話は聞かせていただきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） ほか。 

○委員（野﨑伸也君） 財産収入のところで、

自販機設置料というのがありました。あと別で、

雑入のところでも自販機設置料のやつもあった

と思うんですけれども、これ八代市にどれぐら

いの数があるんですかね。あと、この設置料の

内訳って何かあるんですか。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） お尋ねの自

販機の設置の台数については、ちょっと今手元

に資料はございませんので、後ほど御報告させ

ていただくという形でよろしいでしょうか。設

置台数でよろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 設置台数が分からない

というのが、後ほどで結構なんですけど、それ

と、設置１台につき幾らとかっていうことなん

ですか。電気代とかなんかそんな、そういうの

も入ってるのかということなんです。内訳も聞

きたい。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） 財産収入に

あります設置料というのは、貸し付け分ですね、

設置の。基準何平米で幾らと。（委員野﨑伸也

君「場所」と呼ぶ）はい。それと、雑入のほう

に入るのは実費徴収ということで、売上げの分。

（委員野﨑伸也君「売上げの分」と呼ぶ）はい、

その違いになります。 

 以上でよろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。後からまたちょ

っと、台数含めて教えてください。 

○委員長（中村和美君） ほかいいですか。 

 その間に、どなたかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 予算ですので、税収に

関しては見込みだと思いますけど、いわゆるコ

ロナ禍前ですかね、大体そのペースに戻ってき

ているかですね、予算立てする中でですね、そ

の辺りいかがでしょうか。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） すいません、

市税全体の。（委員髙山正夫君「そうですね」

と呼ぶ）動向でよろしいですか。 

 コロナ禍前、令和元年度末がコロナだったの

で、予算で言いますとですね、平成３１年度と

いうか、令和元年度の市税の予算は１５４億１

６００万円程度でした。今回もう１６７億円と

いうことですので、金額としては増えてますけ

ども、１回、その２年、３年でちょっと目減り

した部分からは、また盛り返してるというとこ

でございます。 

○委員（髙山正夫君） ありがとうございます。 

○委員長（中村和美君） 百田委員、あります

か。 

○委員（百田 隆君） ５１ページですけども、

ちょっと聞き忘れたと思うとですが、今度の南

部給食センター、新しいやつができますよね。

これが１３億幾らか書いてありますけれども、

この財源の内訳はどういうふうになっとります

か。 

○教育部次長（下津恵美君） こんにちは。教

育部の下津です。 

 （仮称）新南部学校給食センター施設整備事

業の財源１３億７８５０万円は、公共施設等適

正管理推進事業債になります。 

 以上です。 
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○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 森林環境譲与税の関係

なんですけれども、今年度１６００万円ぐらい

増えてるというふうに、たしか伺ったんですが、

その理由っていうのは、教えてください。 

○農林水産部次長（續 良彦君） おはようご

ざいます。農林水産部の續でございます。 

 ただいまお尋ねになられました森林環境譲与

税の昨年度との予算の比較でございますが、も

ともと森林環境譲与税につきましては、全国で

集められた森林環境剰余税を配分するような形

になっております。昨年度の当初予算の配分の

時期には、市町村分の配分の割合としては、私

有林人工林面積と林業就業者数、人口、この割

合が５０対２０対３０というとこで試算をして

おりました。ただ実際、令和６年度につきまし

ては、改正がございまして、５５対２０対２５

というふうに割合が変わりましたので、それで

計算し直しますと１６００万円ほど増えている

と。実際令和６年度には、それだけの額が入っ

てきてるということでございます。 

○委員（野﨑伸也君） ４９ページの市債の関

係です。地域振興基金事業ということで、３８

億円のところなんですけれど、合併特例債とい

うようなところで説明があったと思います。こ

れ償還年数というのは何年なんですか。あと、

これによって、地方交付税が増えますよという

ような御説明もですね、前いただいてたと思う

とですけれども、どれぐらい増えるんですか。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） 地域振興基

金のまず償還、３８億円かかるところで、償還

年数につきましては、ルール上としては、３０

年以内という感じですけれども、今中期財政計

画等でですね、考えてるのは２０年償還を想定

してます。だから、単純に３８億円を２０年で

返すとするならば、割り戻せば１年当たり１億

９０００万円ずつ返すという形になりますけれ

ども、償還する、毎年返していく、償還額の７

０％が、それぞれの年の交付税の基準財政需要

額に反映されていくということなので、２０年

間はそれが反映されていくというような感じに

なります。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 基準財政需要額に入る

ということですんで、これが、じゃあ、お幾ら

になるっていうのは、あんまり出ないちゅうこ

とですか。金額として毎年幾ら入ってくるとか

っていうのは。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） そこになる

と、交付税の仕組みになるんですけれども、交

付税が、もともと積み上げの基準財政需要額と、

基準財政収入額とか、いろいろ費目があって、

積み上げた分の差。需要額が多い部分の交付税

不足分ということで、財源調整機能で来ますの

で、その中で基準財政需要額の中に、公債費と

いう積み上げの費目があります。そこに合併特

例債は実際幾ら返してるっていう数字をちゃん

と記入して、それ掛ける０.７ですね、７０％

というのが、きちんと数字上は出てきまして、

それで積み上げるので、その分は確実に反映は

されますが、あくまでも地方交付税は一般財源

の補助金ではありませんので、交付税の仕組み

の積み上げ資料には、きちんと反映されるとい

うところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） 額は出ないですよね。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） さっき言い

ました、２０年で返すとするなら、３８億円を

２０年で単純に返せば、毎年１億９０００万円。

それの７割は１億３３００万円分は金額として

来る。ただ、その分は今、元金だけですので、

実際公債費として返すときは、当然利子がつき

ます。ただ、交付税の算入には元利、元金と利

子がつきますので、利子幾らで借り入れたか、

何％で借り入れたかで、まだ今は何％で借り入

れるかというのは分からないですけど、その利
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子分の７０％分もきちんと反映されるという形

になります。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ありませんね。なけ

れば、以上で歳入等について終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１１時３９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４２分 本会） 

○委員長（中村和美君） 次に、歳出について

説明を求めます。 

 まず、第１款・議会費について、議会事務局

から説明願います。 

○議会事務局長（小野高信君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）議会事務局、小野でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 私のほうから、議案第７号・令和７年度八代

市一般会計予算中、議会費の審議をお願いする

に当たりまして、概要及びその所見について御

説明申し上げます。恐れ入りますが、着座にて

説明させていただきます。 

 それでは、令和７年度・八代市一般会計予算

の５２ページを御覧ください。 

 令和７年度予算の議会費の総額は３億７３８

２万９０００円で、前年度と比較しまして、５

９７万４０００円増額の歳出予算となっており

ます。 

 議会費につきましては、義務的経費の占める

割合が大きく、節１・報酬から節４・共済費ま

での経費を合計いたしますと、３億１９０５万

５０００円で、議会費全体の約８５.３％を占

めているところでございます。 

 また、需用費、委託料等の経常的経費につき

ましては、原油、原材料等の価格高騰に伴う経

費の増加が見込まれる中、今年度実績を十分精

査した上で、市の予算編成方針に基づき、予算

計上をいたしたところでございます。 

 増額の主な理由といたしましては、報酬や給

料の改定に伴いますベースアップ分や、令和７

年度に議長車の更新を予定しているほか、現在

使用しているタブレットの更新などが主な理由

でございます。 

 令和７年度予算におきましても、引き続き、

効率的かつ効果的な事務事業の推進と予算執行

に取り組んでまいります。 

 議会運営事務事業及び政務活動費交付事業、

これらの執行に当たっては、市議会の運営全般

及びこれに関わる事務処理、会計処理を確実に

実施することはもとより、２７名の議員の方々

の職務を補佐する組織として、事務局職員のス

キルアップを継続的に図り、必要な情報の収集、

提供や行政視察の対応などを行いながら、議員

各位の議会活動が円滑に実施できますよう、質

の高い職務環境の提供に努めてまいります。 

 特に、現在導入しておりますタブレット端末

を活用して、ペーパーレス化や双方向での情報

共有化を図っておりますが、令和７年度にタブ

レットの更新を行うことで、市議会内における

デジタル化をより一層推進し、タブレットの操

作研修等も実施しながら、効率的かつ効果的な

議会運営に努めてまいります。 

 また、市民の皆様に対しましては、ホームペ

ージやフェイスブック等を通じ、議会日程や審

議内容をはじめ、各委員会活動や正副議長の動

向、政務活動費の収支報告など、議会情報の積

極的な発信をさらに進めるとともに、令和７年

度は市議会だよりをリニューアルし、これまで

以上に市民に親しまれる開かれた議会の実現に

取り組んでまいります。 
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 以上、令和７年度・八代市一般会計予算中、

議会費を御審議いただくに当たっての概要説明

及びその所見とさせていただきます。 

 それでは、予算の詳細につきまして、議会事

務局土田次長より御説明申し上げますので、御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）議

会事務局、土田でございます。 

 それでは、歳出の議会費につきまして、恐れ

入りますが、着座にて御説明させていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○議会事務局次長（土田英雄君） それでは、

引き続き令和７年度・八代市一般会計予算書の

５２ページを御覧ください。 

 歳出の款１・議会費、項１・議会費、目１・

議会費といたしまして、予算額３億７３８２万

９０００円を計上いたしております。令和６年

度と比較いたしますと、５９７万４０００円、

率にして約１.６％の増となっております。そ

の主な要因といたしましては、令和７年度に議

長車の更新を予定しておりまして、その費用と

して５００万円を計上いたしております。現在

の議長車は購入後１２年目を迎え、走行距離も

１２万キロを超えており、走行中の異音やエア

コンが急に効かなくなるなど、不具合も生じて

おりますことから、安全面や維持管理費等の費

用面等を考慮し、買換えを予定いたしておりま

す。 

 また、令和７年度は市議会議員選挙の年でご

ざいまして、改選に伴います諸経費に加え、現

在使用されておりますタブレット端末につきま

しても更新を予定いたしておりまして、その費

用といたしまして、１６２万円を計上いたして

おります。 

 加えて、改選後、議員の人数が現在の２７名

から議員定数の２８名となることに伴います、

人件費の増額などによるものでございます。 

 それでは、予算書の説明欄に基づき、節区分

と併せながら説明をさせていただきます。 

 まず、節１・報酬から節４・共済費までは、

議員２８人並びに一般職１１人分の報酬、給与

等といたしまして、３億１２１６万円と、会計

年度任用職員２名分の給料等といたしまして、

６８９万５０００円を計上いたしております。 

 なお、議員報酬につきましては、上半期は現

在の２７人分、下半期は改選後の２８人分で計

上いたしております。 

 続きまして、説明欄２段目の議会運営事務事

業５１７３万９０００円は、議会運営の円滑な

遂行を図ることを目的とするもので、節区分に

併せまして、主なものを申し上げます。 

 まず、節８・旅費の１８６０万６０００円は、

常任委員会や特別委員会、議会運営委員会の管

外行政視察旅費７５０万円のほか、議員の皆さ

んが本会議や各委員会に出席される際に支給さ

れます費用弁償５４２万３０００円や海外行政

視察８名分の旅費１６０万円などでございます。 

 次に、節９・交際費の５４万７０００円は、

各種総会の会費や慶弔費などでございます。 

 次に、節１０・需用費の６８９万円は、年４

回発行しております、やつしろ市議会だより等

の印刷経費５３７万９０００円のほか、改選に

伴います議員用防災服の新調のための経費４８

万４０００円が主なものでございます。 

 次に、節１１・役務費の３９万７０００円は、

改選に伴います議場の標柱の書換え等の経費３

８万１０００円が主なものでございます。 

 次に、節１２・委託料の８１８万６０００円

は、議会中継システム機器保守料２９７万円の

ほか、常任委員会や特別委員会、議会運営委員

会などの各委員会記録の作成に要します経費１

９０万円及び本会議録の作成に要します経費１

８４万６０００円などでございます。 

 次に、節１３・使用料及び賃借料の３８０万
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６０００円は、タブレット端末の更新経費とい

たしまして、１６２万円を計上いたしておりま

す。現在使用しておりますタブレット端末につ

きましては、導入後４年が経過し、バッテリー

の劣化やストレージ不足によりＯＳの更新がで

きないなど不具合が見られますことから、更新

を予定いたしております。端末の更新に際しま

しては、購入とリースについて見積りを徴収し

ましたところ、端末を購入し別途ＬＴＥ回線や

ビジネスチャットアプリを契約するよりも、こ

れらを含めて端末をリースしたほうが安価であ

りましたことから、今回はリースにより導入す

る予定としており、期間につきましては、令和

７年９月からの４年間を予定しております。 

 このほか、会議録検索システムリース料３７

万円や、会議アプリ・サイドブックスの使用料

９９万円、また、４月から８月までのＬＴＥ回

線使用料２１万９０００円及びビジネスチャッ

トアプリ・ラインワークス使用料１０万７００

０円が主なものでございます。 

 次に、節１７・備品購入費の５１６万７００

０円は、冒頭に御説明いたしました議長車の購

入経費５００万円が主なものでございます。 

 最後に、節１８・負担金補助及び交付金の１

１１７万５０００円は、全国市議会議長会や九

州市議会議長会、熊本県市議会議長会などへの

負担金１２４万５０００円及び政務活動費交付

事業として、各会派に対し、所属議員数に月額

３万円を乗じて得た額を交付いたします政務活

動費９９３万円でございます。 

 以上が、令和７年度議会費の予算の概要でご

ざいます。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 旅費の関係ですけれど

も、物価高騰で、ホテル等とかですね、非常に

高くなってると思うんですけど、そこら辺のと

ころには考慮されてるんですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 委員おっし

ゃられましたとおり、今年度に入りまして、物

価高騰とかインバウンドの増加に伴いまして、

ホテル料とか、交通費自体も高くなってきてお

ります。一応その辺も加味して今年度予算要求

させていただいておるんですけれども、なるべ

く費用が収まりますように、早めに予定を組み

まして、早め早めに取ると多少安くパックとか

取れますもんですから、その辺も加味したとこ

ろで令和７年度は運用していきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 公用車の議長車の購入

なんですけれども、これどういった車種なのか、

考えておられるのかということと、もう１点な

んですが、海外行政視察８名分なんですけれど、

これ上半期で終わるやつですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） まず、１点

目の議長車の車種なんですけれども、今回ミニ

バンタイプを予定しておりまして、と申します

のも、現在のセダンタイプなんですけども、や

っぱり乗り降りがちょっと大変な場面があった

りしたものですから、ちょっと乗り降りのしや

すさ、あと居住空間の広さ等を考慮しまして、

今回ミニバンの購入を予定いたしております。 

 ２点目の海外視察なんですけども、昨年１１

月に議員の皆様に予定を聴取させていただきま

して、８名の方から、今回視察をしたいという

ことで申込みがありましたことから、そちらの

予算を計上しておりまして、上半期で一応終わ

る予定としております。 

 以上でございます。（委員野﨑伸也君「はい、

分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほか。ありませんか。 

○委員（太田広則君） 議員用タブレットの更

新、改選時ということで、今タブレットは教育

施設でも相当な更新時期迎えてて、都市鉱山と
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いうですね、話になっていくんですけれども、

今回のこの、我々今この持ってる議員のが、処

理経費までリースだったら、リース会社が見る

と思うんですが、この処理経費っていうのは見

てあるんですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 議員さんの

タブレットにつきましては、国の交付金を活用

させていただきまして、購入しておりまして、

一応、売却ではなくて、もう不具合が生じてる

とか、バッテリーがもたないとかいう状況があ

りますもんですから、一旦保管させていただい

て、次のリースになった際の代替機とか、そう

いったのに活用させていただければなというと

ころで考えてるところです。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） じゃあ、直接処理する

経費という形では取ってないという考え方。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 今回の予算

の中には、処理する経費は含まれておりません。 

○委員（太田広則君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 議会中継の中継ライブ

ラリーとかですね、さっき聞いたら、これ委託

料のほうに入ってるの。ライブラリーの出し方、

どういうふうするのか、これちょっと教えてい

ただきたい。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 議会中継ラ

イブラリーにつきましては、職員のほうで編集

等をさせていただきまして、その後編集作業が

終わった後、編集がちゃんと終わってるかどう

か、ちょっと確認させていただきまして、それ

に基づいてユーチューブのほうに、全面公開ち

ゅうか、そういった形で職員のほうで対応して

上げている状況、アップ自体はしてる状況でご

ざいます。 

○委員（髙山正夫君） ちょっと最近聞いとっ

て、感じるんだけど、定例会ごとで何か出てこ

んライブラリーがあったりとか、それとか、そ

れは検索の仕方とかいう問題があっとかもしれ

んけど。それと、どう探しても何月定例会のな

んなんは出てこないとか、そういった問合せも

あるし、それと、最近気づくんだけど、えらい

声がね、物すごい遅いのよなんか。声が何か

「うーん」というような声になったりとか、そ

れ辺りはちゃんと点検しよっとかなと、それは

小さいことだけど。その辺りの点検をお願いし

たいなという気がすっとですけどね。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 今髙山委員

のほうから御指摘のあった件につきましては、

ちょっと把握してない部分もありますので、今

後ちょっと点検させていただいて、アップされ

てない動画とか、あと音声とかありましたら対

応したいと思いますので、ちょっと確認させて

いただければと思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 先ほどの野﨑委員の質

問と関連で、旅費の件で、増額を一応要求した

けども、できなかったということでよかったで

すかね。それと、旅費の件のホテル代とかの件

は、規程がたしかあると思うんですけど、もし

今後物価高で上がっていった場合に、その規程

も変えないといけないと思うんで、その規程の

変更とかは、何かもう検討とかされてますかね。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 旅費の規程

につきましては、市全体のところになりますの

で、議会事務局のほうで決定というのができま

せんもんですから、あくまで私たちは市の旅費

規程に基づいて旅費規程の範囲内で積算を行っ

てということで、してるところなんですけれど

も、議会が単独で旅費規程を見直すということ

が、今現在できないというか、その権限がない

というところで御理解いただければと思います

けれども。 

○委員（山本敬晃君） 冒頭の旅費の件は、増

額を要求したけども、それは通らなかったとい

うことでよかったですか。 
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○議会事務局次長（土田英雄君） 一応、――

もう既にですね、出張の予定が決まってる部分

と、例年出張が決まってる分、一応積算させて

いただきまして、旅費の規程に基づいて積算を

行いまして、もう最低限これで、こんだけは行

かなくちゃいけないというところで積算して、

今回計上しているような状況でございます。 

○委員（山本敬晃君） さっきの規程の担当じ

ゃないというところ、その規程はどこでってい

うのは、担当課はどこになるんですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 担当課は人

事課になろうかと。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（山本敬晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） 市議会だよりが印刷製

本変わるということで、印刷会社も変更になる

んですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 印刷会社に

つきましては、入札を行いまして、それで今後

決定するかなというところです。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（山本敬晃君） 先ほどの質問にあった

旅費規程の見直しはぜひ何か、市全体ですか、

担当課と協議して、ちょっと変更等の検討をで

すね、していただければと思います。 

○委員（太田広則君） 先ほどタブレットの処

理ですね、必ず購入したときは次の処理ってい

う、４年後また更新というふうな話になってい

きます。リース会社が当然処理のことまで含め

て提案してくるんだろうと思いますが、必ず購

入したら、次の処理というのまで、一応考えて

しっかり対応されたがいいかというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

第１款・議会費についてを終了します。 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩いたします。午後は１時から再開いたしま

す。 

（午後０時０２分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（中村和美君） 皆さん、こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）それでは、休

憩前に引き続き、総務委員会を再開いたします。 

 執行部より発言の申出があっておりますので、

これを許可します。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財産経

営課の塩塚でございます。 

 午前中の審議の中で野﨑委員から、自動販売

機の設置台数のお尋ねがございまして、大変失

礼しました。自動販売機の設置台数につきまし

ては、全部で２１８台本市のほうに設置されて

おります。そのうち、予算書３９ページの財産

貸付収入に計上されておりますのは１４台分で

ございます。残りの２０４台分につきましては、

予算書２２ページからの使用料の中に各施設の

分が計上されているところでございます。 

 それから、電気使用料につきまして、実費徴

収ということで、午前中、財政課長のほうがお

答えさしていただいたかと思いますけども、電

気使用料につきましては、予算書の４６ページ

の雑入の節５の光熱水使用料のほうに計上され

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○財務部次長（加来康弘君） 財務部の加来で

ございます。 

 午前中、説明で誤りがありましたので、訂正
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させていただきます。 

 当初予算の議案書５０ページをお願いいたし

ます。款２２・市債のうち、目６・土木債、節

４・都市計画債の説明におきまして、説明欄１

つ目の南部幹線道路整備事業１億６６３０万円

について、説明のほうでは、充当率９５％の合

併特例債と説明したところでございますが、正

しくは、充当率９０％の公共事業等債でござい

ました。訂正させていただきます。申し訳ござ

いませんでした。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 皆さん、こ

んにちは。議会事務局次長の土田でございます。 

 午前中の最初の議会費の質問の中で、山本敬

晃委員さんのほうから、旅費規程の担当課はと

いう問いに対しまして、私のほうが会計課と申

し上げたんですけれども、正しくは人事課でご

ざいました。訂正しておわび申し上げます。大

変失礼いたしました。 

○委員長（中村和美君） 次に、第２款・総務

費、第１１款・公債費、第１２款・諸支出金及

び第１３款・予備費について説明を求めます。 

○市長公室長（宮川武晴君） 皆様、改めまし

て、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）市長公室の宮川でございます。 

 令和７年度の当初予算案に係る総務費の歳出

予算を御審議いただくに当たりまして、関係し

ます各部長から予算案に対する考え方、総括等

を順に述べさせていただきます。着座にて発言

をさせていただきたいと思います。 

 市長公室では、第２次八代市総合計画で掲げ

る将来像の実現に向けて、特に重点的に取り組

む５つの重点戦略のうち、持続可能な選ばれる

まち“スマートシティやつしろ”を推進するた

め、所管課の各種事業を通じて展開してまいり

ます。 

 まず、秘書広報課の広報広聴活動事業では、

市政の見える化の推進に向けて、市の取組を幅

広く市民にお知らせするため、広報やつしろの

発行のほか、本年度全面リニューアルいたしま

したホームページ、ＳＮＳなど様々な媒体を活

用して、市政に関する情報発信を行ってまいり

ます。また、エフエムやつしろなど報道機関と

も連携し、市民が求める市政情報の迅速かつ適

切な提供に努めてまいります。 

 さらに、令和７年度は、八代市合併２０周年

記念事業の一環として、中学生議会を開催し、

将来の八代市を担う子供たちが、自分の夢や希

望を提言していただくことで、若い世代の皆さ

んのまちづくりに対する思いを聞く機会とした

いと考えております。 

 次に、人事課では、多様化、複雑化する行政

ニーズに的確に対応するためには、職員一人一

人の意識改革と能力開発が不可欠であると考え

ており、そのため、職員のスキルアップやモチ

ベーション向上といった資質の向上と、職員が

能力を最大限に発揮できる職場環境づくりを両

輪として、人材育成に取り組んでまいります。 

 特に研修関係では、若手職員の接遇、監督職

員の指導力向上を図る研修や、外部の研修機関

に職員を派遣することで、高度で専門的な内容

を学習するもの、また、良好な職場環境を整備

するため、職員の意識改革研修を行うなど、多

角的、計画的に取り組んでまいります。これら

の取組を通じて、人口減少や自然災害への対応、

市町村間の企業誘致競争など、山積する地域課

題に、限られた人員で的確かつ適切に対応でき

る職員を育成し、組織全体の強化を図ってまい

ります。 

 最後に、国際課では、友好提携都市である中

国・北海市、台湾・基隆市との交流の充実に向

けて、引き続き取り組みますとともに、昨年、

新たに友好交流協定を締結した台湾・新竹市と

の締結１周年を迎えますことから、市民使節団

の相互派遣などの記念事業を実施いたします。

市民同士の交流を通じて、お互いの都市の認知

度向上や幅広い分野での交流につながるよう、
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積極的に取組を進めてまいります。 

 また、多文化共生社会の実現に向けては、増

加傾向にある外国人市民と相互理解を進めるた

め、やつしろ国際協会を中心に、官民が一体と

なり、日本人、外国人の相互交流や文化理解に

取り組みます。 

 さらに、言葉の壁を取り除き、円滑な意思疎

通が図られるよう、市役所の手続や相談等にお

ける多言語通訳システムの活用や、外国人との

コミュニケーションにおいて有効なツールであ

るやさしい日本語の普及、情報発信などに取り

組み、引き続き、日本人市民と外国人市民が共

に安心して暮らせるまちづくりの推進を図って

まいります。 

 このように、市長公室では、市政の見える化

の推進や市職員の意識改革と能力開発への取組、

国際交流や多文化共生の推進と、それぞれが継

続した対応を要する課題ではありますが、本市

の将来像の実現に向けて、一つ一つ確実に取組

を進めてまいりたいと考えております。 

 以上、総務費における市長公室の総括とさせ

ていただきます。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務企

画部、田中でございます。よろしくお願いいた

します。着座にて説明をさせていただきたいと

思います。 

 それでは、総務費のうち、総務企画部関係事

業の総括を申し上げます。 

 まず、総合計画策定事業についてでございま

すが、本市における最上位計画である現在の第

２次八代市総合計画は、令和７年度をもって計

画期間が終了となることから、本年度から令和

７年度において、新たに次期総合計画を策定す

ることとしております。 

 また、本市には、この総合計画のほか、第２

期八代市まち・ひと・しごと総合戦略や第三次

八代市行財政改革大綱、八代市デジタル化推進

基本計画といった、市政全般に関係する計画が

ございますが、いずれも令和７年度をもって計

画期間が終了いたしますことから、次期総合計

画の策定に当たりましては、これらの計画を第

３次八代市総合計画と第３期八代市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略の２つの計画に整理、

統合する予定といたしております。 

 次に、移住定住対策といたしましては、定住

促進対策事業及び移住体験住宅事業において、

本市に移住し、就職や起業等を行う方を支援す

る移住支援金制度や、住宅を取得または賃借さ

れた若者世代を支援する移住・定住促進補助金

制度の取組に加え、令和７年度は、移住に興味

を持つ方に本市を知っていただくことを目的と

したパンフレットの作成や、ショート動画コン

テストの開催のほか、移住を検討しておられる

方に、実際に本市での生活を体験していただく

ための移住体験住宅の整備や、移住体験メニュ

ーの策定などに取り組み、移住先として選んで

いただけるよう、本市の魅力を最大限アピール

してまいります。 

 また、生活交通確保維持事業では、本年度に

引き続き、地域交通のマスタープランとなる第

２次八代市地域公共交通計画の策定を進めると

ともに、市民の日常生活を支える路線バスや乗

合タクシー等の運行経費の補助を行うことによ

り、地域の特性や移動ニーズに応じた公共交通

の確保維持、利便性の向上に取り組んでまいり

ます。 

 次に、文書管理事務事業では、県が調達した

文書管理・電子決裁システムの共同運用に、本

市も参加することといたしております。これに

伴い、事務文書を電子化し、文書の発生から廃

棄までを一元管理することで、文書管理を効率

化するとともに、併せて、電子決裁システムを

活用することで、業務の効率化とペーパーレス

化を図ることとしております。 

 令和７年度におきましては、令和８年７月の
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運用開始に向け、システムの構築と導入に向け

た準備作業を行うこととしております。 

 また、国勢調査事業では、５年ごとの国によ

る本事業が、令和７年１０月１日を調査基準日

として、市内にお住まいの全ての方を対象に実

施されますことから、調査に対し、市民の皆様

の協力が得られるよう、丁寧に周知を図りなが

ら進めてまいります。 

 次に、基幹システム運用事業としまして、地

方公共団体情報システムの標準化に関する法律

に基づき、住民記録、税、福祉などの国が指定

する対象業務を全国共通の標準準拠システムに

移行することとしており、順次、国が示す手順

書に基づき、システム移行に向けた作業を進め

てまいります。 

 次に、地域情報化事業では、坂本・東陽・泉

地域における難視聴対策として市が実施してお

りますケーブルテレビ事業について、民間放送

事業者が行う施設整備や事業の運営費に対し、

市が応分の負担を行い、光回線を使用した民間

による新テレビ放送サービスを開始しておりま

す。 

 現在、テレビやつしろ株式会社が坂本地域か

ら順次移行を進めており、令和７年度は、引き

続き、坂本地域に加え、泉地域の一部を予定し、

令和８年度末までに、東陽地域を含む全地域を

完了する予定といたしております。 

 次に、地域おこし協力隊事業では、現在、令

和２年７月豪雨災害で被災した坂本町におきま

して、まちづくりにおける地域活動を支援する

ため、地域おこし協力隊を任用しておりますが、

新たに泉町におきましても、令和７年度から地

域おこし協力隊を任用し、地域資源を活用した

特産品の開発や、昨年４月に開駅しました道の

駅・秘境の郷いずみを中心とした生産・流通・

販売ルートの確立、運営支援などに取り組んで

まいります。 

 最後に、任期満了に伴う参議院議員選挙事業、

市長選挙及び市議会議員一般選挙事業では、選

挙事務の的確かつ迅速な管理執行はもとより、

有権者が投票しやすい環境づくりへの継続的な

取組と投票機会の確保のため、啓発活動の推進

に、より一層努めてまいります。 

 以上が、総務企画部関係の総括となります。 

 今後も引き続き、市の各部はもとより、国・

県など様々な関係機関と連携し、市政の総合的

な推進を図ってまいりますので、何とぞよろし

くお願い申し上げます。 

○財務部長（松川由美君） 財務部の松川でご

ざいます。 

 財務部が所管いたします令和７年度当初予算

関連の主な事業、取組につきまして、総括を申

し上げます。失礼ながら着座にて述べさせてい

ただきます。 

 財務部の分掌事務は、市有財産や財務に関す

ること、また、入札・契約事務などに関するこ

となどでございます。その事務内容ごとに申し

上げます。 

 まず、市有財産関係でございますが、公用車

の管理運用におきまして、これまで各課で管理

してきておりましたが、令和７年４月１日から

公用車管理システムの本格運用を開始し、集中

管理に移行をいたします。 

 システムでは、公用車の予約から鍵の持ち出

し状況まで確認できるとともに、運行記録など

を一元的に管理し、時間ごとの稼働状況も把握

できることから、効率的な管理運用が図られ、

今後、公用車の適正台数の検討や台数削減に向

けて取り組むこととしております。 

 また、市有施設全体におけるファシリティマ

ネジメントの取組としましては、引き続き、市

の公共施設等総合管理計画に基づき、未利用財

産の売却や貸付けなど有効活用を図るとともに、

既存施設については、長寿命化に向けまして、

効率的かつ効果的な予防保全に努めてまいりま

す。 
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 次、入札・契約・検査事務関係でございます

が、入札・契約事務の効率化のため、令和５年

度に導入しました契約管理システムについては、

当初、物品・役務関係業務で導入を開始したと

ころでございましたが、今年度は工事関係業務

の競争入札参加者資格審査申請にも活用を広げ、

本格運用を始めておりまして、令和７年度は、

システム操作面のさらなる向上を図ってまいり

ます。 

 今後も引き続き、入札制度等の調査・研究を

進め、公正公明な業務に努めてまいります。 

 次、財務関係でございます。 

 まず、税関係についてでございますが、歳入

につきましては、先ほど加来次長のほうから説

明申し上げ、審議いただいたところでございま

すけれども、まず市税につきましては、物価高

騰の状況と同様とまではいかないまでも、賃金

上昇や定年延長の定着により、給与所得の増加

などによりまして、個人住民税の税収増を見込

んでおります。 

 また、固定資産税におきましては、宅地の地

価は下落傾向ではありますものの、その下落幅

は縮小しており、農地等の宅地化や家屋の新築

等により増収を見込んでおります。 

 なお、本市では、令和７年度は９月２９日か

ら標準化システムに切り替わりますことから、

事務に遺漏なきよう準備を進め、引き続き公正

公平な課税に努めてまいります。 

 税の徴収につきましては、引き続き滞納整理

の早期着手を行い、現年度課税分の収納率向上

と翌年度への滞納繰越の抑制を図ります。 

 また、財産調査の徹底により差押え等の滞納

処分を強化し、税負担の公平性を確保するとと

もに、滞納案件の分析、検討を行い、回収不能

案件の整理を進め、累積滞納額の縮減に努めて

まいります。 

 最後に、総合的な予算関係でございますが、

今回の予算編成に当たりましては、昨年度に引

き続き、坂本町の創造的復興を最優先課題とす

る中で、第２次八代市総合計画の総仕上げとし

て、長引く物価高騰など社会情勢の変化へも対

応しながら、５つの重点戦略を進めていくほか、

八代の未来を切り拓くための施策として、新八

代駅周辺開発や、県と一体となって取り組む工

業団地整備に関連する経費に加えまして、ＴＳ

ＭＣの本社が存在する台湾・新竹市と様々な分

野で連携を深化させていく経費などを盛り込ん

でおります。 

 予算規模については、新たな基金設置のほか、

（仮称）新南部学校給食センターの施設整備、

学校施設トイレや博物館の改修などもあり、過

去最大となりました。 

 議員や市民の皆様の中には、今後の本市の財

政運営について御心配なさる方がいらっしゃる

ことを承知しております。大きな経費を伴う事

業実施に際しましては、これまで同様、将来の

財政見通しを立てて検討してまいりますし、加

えまして、事務の効率化や経費削減を心がける

とともに、新たな財源の確保にも努め、国・県

の補助制度や交付税の措置率が高い有利な市債

などを活用することで、将来にも持続可能な財

政運営に努めてまいります。 

 以上、財務部からの総括でございます。よろ

しくお願いいたします。 

○市民環境部長（濱田浩介君） 市民環境部の

濱田でございます。よろしくお願いいたします。

着座にて説明させていただきます。 

 それでは、市民環境部が所管いたします当初

予算の主な事業につきまして、総括を申し上げ

ます。 

 初めに、住民自治推進事業では、住民自治に

よるまちづくりの実現に向け、地域協議会が主

体的に行うまちづくり活動を支援するとともに、

地域協議会活動交付金や地域みらいづくり補助

金などの財政的支援をはじめ、地域活動並びに

地域協議会の運営に対する人的支援を行ってま
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いります。 

 次に、コミュニティセンター施設整備事業で

は、地域活動の拠点としてはもとより、防災拠

点としても機能の充実を図り、安全で安心な誰

もが利用しやすい施設となるよう、計画的に整

備を進めてまいります。また、金剛コミュニテ

ィセンターの建て替えにつきましては、令和７

年度は、基本・実施設計等を進めてまいります。 

 次に、市政協力員関係事業では、市政協力員

の皆様には、市民と行政をつなぐ重要な役割を

担っていただいておりますが、近年、コミュニ

ティの希薄化や地域住民の高齢化、また、多岐

にわたる業務の負担などもあり、市政協力員の

成り手不足が懸念されておりますので、引き続

き業務の見直しに取り組んでまいります。 

 次に、令和７年度から新たに始まる犯罪被害

者等支援事業では、昨年１２月に制定しました

八代市犯罪被害者等支援条例に基づき、犯罪被

害者等見舞金制度を創設し、犯罪被害者等の経

済的負担の軽減を図ってまいります。 

 次に、人権センター事業では、市民の人権に

関する意識や関心、施策のニーズ等を把握し、

今後の人権施策の推進に向けた資料とするため、

人権に関する市民意識調査を実施いたします。 

 次に、男女共同参画啓発及び推進事業では、

あらゆる分野において、男女が共に活躍できる

社会づくりに向け、第３次八代市男女共同参画

計画に基づき、市民、事業者、市民団体と協働

して、いっそＤＥフェスタや男女共同参画推進

セミナーの開催など様々な取組を、引き続き進

めてまいります。 

 次に、青少年健全育成事業では、新たに策定

しました八代市再犯防止推進計画に基づき、再

犯を防止し、安全・安心な地域づくりのため、

様々な支援等を行うとともに、八代地区保護司

会等と連携した社会を明るくする運動などを通

して、今後も青少年の健全育成及び再犯防止に

対する啓発活動を実施してまいります。 

 次に、戸籍住民台帳事務事業では、本年１月

から市民課窓口業務の一部を民間事業者に委託

したところでありますが、引き続き民間事業者

の専門的知識と創意工夫を最大限活用し、市民

サービスの充実と効率的な業務運営を図るとと

もに、窓口業務のデジタル化にも取り組んでま

いります。 

 また、戸籍法の一部改正により、戸籍に氏名

の振り仮名を記載する制度が本年５月末から開

始されますことから、振り仮名通知の発送など

一連の事務手続について、適切に対応してまい

ります。 

 最後に、番号制度導入事業では、今年度は、

マイナ保険証移行に伴う駆け込み申請に対応す

るため、申請サポート業務を委託するなど窓口

体制を整備してまいりましたが、来年度もマイ

ナンバーカードの１０年目更新やマイナ免許証

の導入により申請が増加することが想定されま

すことから、円滑な対応ができるよう、引き続

き窓口体制の整備に努めてまいります。 

 このように、市民環境部では、市民生活に直

結した事業を多く担っております。そのため、

今後も市民の皆様の御意見を伺いながら、地域

課題等の解決や市民サービスの向上に向け、着

実な事業の遂行に努めてまいります。 

 以上が、市民環境部の総括となります。よろ

しくお願いいたします。 

○財務部次長（加来康弘君） 財務部の加来で

ございます。よろしくお願いいたします。失礼

しまして、着座にて説明させていただきます。 

 それでは、お手元の予算書にて、議案第７

号・令和７年度八代市一般会計予算をお願いい

たします。 

 総務委員会付託分のうち、款２・総務費、款

１１・公債費、款１２・諸支出金、款１３・予

備費について説明いたします。 

 説明に当たりましては、職員給与経費はおお

むね省略し、新規の取組や事業費の大きいもの
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を中心に説明させていただきます。 

 それでは、５２ページをお願いします。 

 下段の表、款２・総務費でございます。 

 項１・総務管理費、目１・一般管理費は３９

億４７０９万７０００円を計上しております。

前年度と比較して、４億２７３９万９０００円

の増加で、主な要因は、ふるさと納税事業の拡

大に伴う関連経費の増加によるものでございま

す。まず、説明欄１つ目のうち、一般職の人件

費は、定年延長に伴う退職手当の減少が令和６

年度の人事院勧告影響額を上回り、前年度比で

約２億円の減額となっております。 

 ５３ページへ続きまして、説明欄下から８つ

目の職員研修事業９８５万７０００円は、新た

な階層別研修として、監督職員等を対象とした

説明力向上研修や、新任係長を対象とした係長

級マネジメントスキル向上研修を実施し、監督

職職員のスキルアップを図るほか、希望職員を

対象としたカスタマーハラスメント研修を実施

し、悪質なクレームや不当要求への対処法、心

構えの習得を図ることとしております。 

 その下のふるさと納税事業１７億１２２２万

４０００円は、当初予算の歳入の際、申し上げ

ましたように、令和７年度のふるさと元気づく

り応援寄附金は、前年度より約８億円増の３０

億１０５０万円の寄附を見込んでおりますので、

返礼品代などのふるさと納税謝礼に１１億１０

５５万円、ポータルサイト利用料に２億９７０

１万８０００円、ふるさと納税業務委託料に２

億２５４２万６０００円などを計上しておりま

す。 

 次に、その下のふるさと納税ＰＲ事業４２２

３万９０００円は、ふるさと納税ＰＲのため、

雑誌・広告掲載、パンフレット作成等の委託費、

各種イベント出展経費などを計上しております。

なお、令和７年度より、ゆるバース２０２４で

グランプリを獲得した、ちくワンを活用したＰ

Ｒを展開していく予定としております。 

 ５４ページをお願いします。 

 上段の目１、説明欄１つ目の台湾友好交流事

業７１０万９０００円は、令和６年９月に台

湾・新竹市と友好交流協定を締結したことから、

新竹市との交流に係る経費を計上し、従来の事

業名の台湾基隆市友好交流事業から台湾友好交

流事業に変更しております。これまでの基隆市

との交流に加え、新竹市友好交流協定締結１周

年記念事業として、新竹市からの市民使節団の

受入れや、本市からの新竹市への市民使節団派

遣のほか、新竹市の概要などを紹介するパネル

展の開催を予定しております。 

 下から２つ目の八代亜紀さんメモリアル事業

４３００万円は、クラウドファンディングによ

る、ふるさと元気づくり応援基金を活用する新

規事業で、記念碑の設置や衣装等の展示、メロ

ディの活用等の事業を実施する、八代亜紀さん

メモリアル事業実行委員会への負担金でござい

ます。 

 その下の合併２０周年記念式典事業９７万１

０００円は、合併２０周年を迎えるに当たり、

記念式典を行うもので、司会やオープニングア

トラクションへの謝礼のほか、案内状等の印刷

製本費、会場使用料などを計上しております。 

 続きまして、中段の目２・文書広報費は２億

１６４万３０００円を計上しております。前年

度と比較しまして、１８０５万８０００円の増

でございます。主な要因は、令和６年１０月の

郵便料金の引上げの影響などでございます。 

 主な事業としましては、説明欄２つ目の文書

管理事務事業（本庁）分の新たな取組としまし

て、熊本県内で共同運用する電子決裁機能を有

する文書管理システムの構築に係る経費を計上

しております。 

 説明欄下から２つ目の広報広聴活動事業５０

７３万６０００円は、広報やつしろの印刷製本

費が主なものでございます。 

 次の目３・会計管理費は５３２０万７０００
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円を計上しております。前年度比４０８万円の

増でございます。これは、令和６年１０月から

新たに発生した公金支払いに係る振込手数料が

通年ベースの計上となるためでございます。 

 ５５ページをお願いします。 

 目４・財産管理費は４億４５４３万５０００

円を計上しております。前年度比１億８４０５

万８０００円の減でございますが、鏡支所施設

整備事業が令和６年度で終了したことが主な要

因でございます。 

 主な事業は、説明欄２つ目の市庁舎管理運営

事業のうち、本庁分の２億４４５１万２０００

円で、本庁舎の維持管理に係る経費として、施

設の常駐管理や保安警備、受付業務などの包括

委託を行う総合管理業務委託のほか、電気料、

ガス代、電話料、坂本支所仮設庁舎リース料な

どでございます。 

 次に、説明欄中ほどの市有財産管理事業（本

庁）分の２８２２万４０００円では、新たに令

和７年度当初から運用開始する公用車管理シス

テムの使用料を計上しております。 

 次に、下段の目５・企画費は７億８８７万７

０００円を計上しております。前年度比４億２

４０１万７０００円の増で、その主な要因は、

５６ページになりますが、説明欄下から３つ目

の復興推進事業で、坂本町における復興工事の

進捗等によるものでございますが、令和２年７

月豪雨に関する特別委員会の付託事項となりま

すので、内容の説明は省略いたします。 

 そのほかの主な事業としまして、５５ページ

に戻っていただきまして、説明欄下から４つ目

の定住促進対策事業では、新たな取組として、

移住促進ショート動画コンテストや、本市オリ

ジナルの移住体験メニューの策定など、移住者

の増加に向けた八代の魅力を伝える取組の経費

を計上しております。 

 ５６ページをお願いします。 

 説明欄１つ目の住民自治推進事業７３１４万

円は、住民自治組織である２１か所の地域協議

会の運営を支援するための地域協議会活動交付

金や地域みらいづくり補助金などで、その５つ

下の総合計画策定事業７９１万３０００円は、

令和８年度を計画初年度とする第３次八代市総

合計画を新たに策定するための支援業務委託な

ど、その１つ下の地域おこし協力隊事業のうち、

泉支所地域振興課分は新規事業で、特産品づく

りや山村活性化事業などを行い、泉地域の活性

化を図るものでございます。 

 その２つ下の新八代駅周辺大規模集客施設等

整備基本計画策定事業は、企業誘致用地及び新

八代駅周辺整備に関する調査特別委員会の付託

事項となりますので、内容の説明は省略いたし

ます。 

 次に、２つ下の移住体験住宅事業７０５万５

０００円は新規事業で、県から譲り受けた市民

球場仮設住宅を移住体験住宅と、その談話室と

して利活用するための改修工事費などでござい

ます。 

 次に、目６・情報推進費は７億６２８１万３

０００円を計上しております。説明欄１つ目の

基幹システム運用事業は、全国的に進められる

自治体システムを標準化するための業務委託や

システム使用料でございます。また、下から２

つ目の地域情報化事業は、令和５年度から８年

度まで、総事業費４億１３４０万円の事業で、

テレビ難視聴地域において、光ファイバーを活

用したテレビ放送設備構築事業を実施する民間

事業者への補助が主なものでございます。 

 ５７ページに移りまして、目７・交通防犯対

策費は２億２７９３万３０００円を計上してお

ります。前年度比６９５９万２０００円の増で、

説明欄３つ目の市営駐車場管理事業における新

八代駅東口駐車場の改修工事費の追加などが主

な要因でございます。 

 主な事業としましては、説明欄下から４つ目

の生活交通確保維持事業１億２０５８万９００
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０円は、中山間地域からの交通移動手段確保の

一環として、乗合タクシー運行事業補助金や五

家荘地域自家用有償旅客運送事業補助金などで、

１つ下の防犯カメラ設置支援事業は、重点交付

金を活用した新規事業でございまして、市民の

安全・安心を確保するため、地域団体などによ

る防犯カメラ設置に係る費用の一部を補助する

もの、説明欄最後の五家荘地域自家用有償旅客

運送支援事業は、こちらも重点交付金を活用し

た新規事業で、五家荘地域の自家用有償旅客運

送ごかぐるまの運行において、物価・エネルギ

ー価格高騰に伴う人件費及び燃料費の上昇分を

補助するものでございます。 

 次に、目８・人権啓発費は１億１０８１万８

０００円を計上しております。 

 ５８ページをお願いします。 

 説明欄１つ目の犯罪被害者等支援事業８５万

１０００円は新規事業であり、令和６年１２月

に制定しました八代市犯罪被害者等支援条例に

基づき、犯罪被害者等の支援を総合的に推進す

るため、相談及び情報の提供、犯罪被害者等見

舞金の支給などを行うものでございます。 

 次に、目９・コミュニティセンター費は２億

７９４５万５０００円を計上しております。説

明欄２つ目のコミュニティセンター施設整備事

業１億３６０７万３０００円は、金剛コミュニ

ティセンター建替工事の基本・実施・造成設計

委託、麦島コミュニティセンター屋上防水等工

事、鏡コミュニティセンターの改修工事などで

ございます。 

 次に、目１０・公平委員会費では、事務事業

費として１２１万８０００円を計上しておりま

す。 

 次に、目１１・諸費は６２５１万９０００円

を計上しております。主なものとして、５９ペ

ージに移りまして、説明欄２つ目の国県支出金

等返還金事業１０００万円は、過年度の国県支

出金の精算に伴う準備金として、説明欄下から

２つ目の市税還付金事業５０００万円は、前年

度の法人市民税などの精算に伴う還付金の準備

金として計上しております。 

 次の目１２・支所建設費は、坂本支所等建設

工事でございまして、令和２年７月豪雨に関す

る特別委員会の付託事項となりますので、内容

の説明は省略いたします。 

 次に、下段の表、項２・徴税費、目１・税務

総務費は５億６９３万１０００円を計上いたし

ております。主に市民税、資産税の事務事業経

費でございます。 

 ６０ページをお願いします。 

 目２・賦課徴収費は１億３４９１万５０００

円を計上しております。説明欄１つ目の市民税

賦課徴収事務事業４３３１万７０００円は、納

付書の印刷・印字・封緘業務委託、地方税共同

機構負担金など、次の説明欄２つ目、資産税賦

課徴収事務事業５２６２万９０００円は、地番

現況図等作成業務委託、不動産鑑定業務委託、

納税通知書作成等業務委託、標準化に伴う家屋

評価システム改修委託などでございます。 

 なお、令和８年度の市県民税、軽自動車税、

固定資産税の納税通知書につきましては、令和

７年度から８年度までの債務負担行為を設定し

ております。 

 次の下段表になります。 

 項３、目１・戸籍住民基本台帳費は３億９８

３７万７０００円を計上しております。主な事

業としましては、説明欄２つ目の戸籍住民基本

台帳事務事業１億１９３７万７０００円は、市

民課窓口業務委託、戸籍法改正に伴う振り仮名

確認通知関係経費などでございます。説明欄３

つ目の番号制度導入事業８７１６万９０００円

は、各支所でのマイナンバーカード関係業務に

係る事務補助員経費、マイナンバー対応機器の

リース料、郵便料などでございます。 

 ６１ページをお願いします。 

 下段の表、項４・選挙費、目１・選挙管理委
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員会費は５２２５万９０００円を計上しており

ます。説明欄の選挙管理委員会事務事業２８４

万３０００円は、選挙管理委員４名分の報酬１

３３万円が主なものでございます。 

 ６２ページをお願いいたします。 

 上段の表、目２・参議院議員選挙費では９８

７４万８０００円、目３・市長選挙及び市議会

議員一般選挙費では１億４９７９万３０００円

を計上しております。いずれも、投票立会人、

投票管理者及び投票事務補助員などの報酬や、

ポスター掲示板の作成、設置、維持、撤去など

の業務委託のほか、市長市議選では、選挙運動

費用公費負担も計上しております。 

 なお、参議院議員選挙は令和７年７月２８日

の任期満了、次の市長選挙及び市議会議員一般

選挙は令和７年９月３日の任期満了に伴い執行

されるものでございます。 

 ６３ページをお願いします。 

 上段の表、項５・統計調査費、目１・統計調

査総務費では２５９７万６０００円を、次の目

２・基幹統計費は７０６１万３０００円を計上

しております。前年度比５８４１万９０００円

の増でございますが、説明欄一番下の国勢調査

事業６５９４万９０００円によるものでござい

ます。 

 次に、下段の表、項６、目１・監査委員費は

５３５５万７０００円を計上しております。常

勤監査委員や一般職の職員給与費のほか、説明

欄２つ目の監査事務事業２１６万８０００円は、

非常勤監査委員２名分の報酬１５９万２０００

円が主なものでございます。 

 以上が総務費でございます。 

 続きまして、大きく飛びまして、１０８ペー

ジをお願いします。 

 下段の表、款１１・公債費でございます。 

 項１・公債費、目１・元金は７２億４７７１

万８０００円を計上しております。前年度比３

億２１３９万４０００円の増でございますが、

説明欄の長期債償還元金事業のうち、新庁舎建

設及び令和２年７月豪雨災害に係る償還額の増

などによるものでございます。 

 次の目２・利子は３億６３８１万９０００円

を計上しております。説明欄の長期債償還利子

事業３億６３８０万７０００円が主なものでご

ざいます。 

 １０９ページをお願いします。 

 上段の表、款１２・諸支出金でございます。 

 項１・基金費で、目１・財政調整基金費１０

５１万７０００円、目２・市有施設整備基金費

５３２万３０００円、目３・減債基金費７８７

万２０００円は、いずれも基金の運用で生じた

利子を基金に積み立てるものでございます。 

 次の目４・ふるさと八代元気づくり応援基金

費１２億５０８８万５０００円は、本市へのふ

るさと納税寄附金から、返礼品等に係るふるさ

と納税事業及びふるさと納税ＰＲ事業に充当し

た残りと基金運用利子を積み立てるものでござ

います。 

 ３つ飛びまして、目８・地域振興基金費４０

億円は、令和７年度にまちづくり交流基金の残

高がなくなる見込みであり、その後の地域振興

の対応に備えるため、合併特例債を財源とした

地域振興基金を設置し、４０億円の基金積立て

を行うものでございます。 

 最後に、一番下の表、款１３、項１、目１・

予備費でございます。予算執行における緊急対

応分として、予備費２０００万円を計上してお

ります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（太田広則君） ５７ページの防犯カメ

ラ設置支援事業、早速予算をつけていただいて

ありがたいなと思っているんですが、１団体１
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０万円、２００万円ということで、２０団体、

もうちょっとつけてもらいたかったなという思

いがあるんですが、この２００万円という根拠

を、ちょっと説明いただければなというふうに

思います。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）危機管理課の竹井でございます。 

 今の予算２００万円の根拠になりますが、こ

ちらのほう、他市の状況とか踏まえまして、あ

と、市内の２０の校区それぞれ平均的に１台は

設置したいということで２０台というようなと

ころで、そういう設定で設けた基準でございま

す。 

 以上、お答えとなります。 

○委員（太田広則君） はい、分かりました。

後で、またお尋ねします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 先ほどの議会費のとこ

ろでもあった旅費の件なんですけど、規定で宿

泊費が幾らに、今なっているかということを教

えていただいていいですか。 

○人事課長（田中博之君） 人事課の田中でご

ざいます。 

 職員のほうの旅費の規定ということでお答え

すればよろしいですか。（山本敬晃君「ほかに

何か議員とか何か決まっていれば」と呼ぶ）宿

泊の分でお答えしたいと思いますけども、現行

の規定で一応基準のほうを設けておりまして、

その中でなんですけども、今回物価等の高騰で

すね、そういったときにどういった対応をする

のかということでございますが、職員のです

ね、旅費等の規定に関する条例、こちらの第２

２条第２項に特別の事情がある場合、それか

ら、当該旅行の性質上困難であるというもの、

市長と協議しまして、旅費を支給することがで

きるという旨がありまして、例えばなんですけ

ども、旅行先のホテルとかが、近隣を探して

も、そこしかないようなケースであったりと

か、そういった明確な理由が確認されれば、そ

の旅費を支給できるような運用によって対応し

ようというふうに考えております。 

○委員（山本敬晃君） となると、毎回市長と

協議をされるということですか。 

○人事課長（田中博之君） 一応、その役職に

応じた額で金額の設定を、まずもってされてお

ります。その基準を超えることが原則あるかと

いうことですけども、会計課と協議したことが

あるんですけども、今のところ、ほぼほぼその

範疇内に収まっているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） その基準が、今後物価

高でホテルの料金も上がっていく中で、それ、

今のうちに何か引上げとかは、もう検討されな

いということなんですか。 

○人事課長（田中博之君） 旅費の基準等につ

きましては、国公準拠、国家公務員の規定に準

拠するような形で、本市のほうも条例のほうを

整備をしておるところでございます。 

 今般なんですけども、国家公務員の旅費の規

定のほうが見直されたばかりで、その中で一部

課題といいますか、その内容がまだ本市の部分

にそぐわない部分とか、あと、旅費のシステ

ム、財務会計上で旅費を管理するんですけど、

そのシステムを改修する必要性もあるというこ

とで、現行の、来年度の分に関しましては、先

ほど申し上げましたとおり、運用のほうでカバ

ーできるものというふうに考えております。 

 それ以降、基準を見直しまして条例を改正し

ていきたいというふうに捉えております。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） ふるさと納税事業です

けど、ふるさと納税の委託、一括で２億２５４

２万６０００円というのがありますけれども、

これの根拠と、委託する会社についてはどうな



 

－34－

ってますか。 

○委員長（中村和美君） 今の質問は分かった

かな。しばらくお待ちください。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）経済文化交流部の緒方でございます。よろ

しくお願いします。 

 野﨑委員御質問の中間業者の委託ということ

でよろしいでしょうか。 

○委員（野﨑伸也君） ふるさと納税委託、一

括で２億２５４２万６０００円というのがあっ

たんですけど。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） 委託事

業者、令和５年度から委託しておりますユース

タイルという会社にですね、運営を委託してお

ります。 

 残りは、ＤＭＯやつしろですね、の２社に、

主に委託しておるところでございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） その委託している根拠

が何なのかということと、どやんふうにして選

んだのかということと、そうですね、この金額

の根拠ですね。 

○観光振興課ふるさと納税推進係長（園田高士

君） 観光振興課、園田と申します。 

 今、委員御質問の点で、まず中間事業者、ユ

ースタイルの分ですけれども、まずユースタイ

ルの選定につきましては、市内に本社を構えて

あるという部分と、ふるさと納税事業の地元の

事業者さんですとか、そういった方々との連携

とかを密接に取っていただく部分も多くて、令

和５年以前からですね、令和５年度からの契約

以前から、そういったノウハウを持って、令和

５年度から契約をさせていただいておりまし

て、今年度も、令和６年度も契約させていただ

いて、御存じのとおり、寄附も大変伸びている

ところもございまして、そのノウハウを今後も

継承していく必要がありますので、ユースタイ

ルさんを選定しているというところで、事業費

につきましては、寄附額の７％というところで

事業費を算出しております。 

 それから、ＤＭＯやつしろのほうですけれど

も、ＤＭＯのほうは物産振興ですとか、こちら

も地元のほうの事業者の支援とかの必要がござ

いますので、そういった部分でＤＭＯさんのほ

うを選定して、委託しているという部分で、予

算の算出としましては、寄附額の一応０.５％

というところで積算をさせていただいておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 ただ、寄附額が伸びているから、今年もお願

いしますという話だろうというふうに、今聞こ

えたんですけれども、ユースタイルさんです

ね。寄附額の７％という話なんですけど、選び

方として、それが適切かどうかというのは、ち

ょっと疑問視するところがあります。 

 あと７％というのが、よその自治体と比べて

どうですか。 

○観光振興課ふるさと納税推進係長（園田高士

君） ７％というところにつきましては、全国

的にその辺、そういった数字が妥当といいます

か、そういった水準ではないかというところ

で、定めさせてもらっております。 

○委員（野﨑伸也君） 取りあえず、一旦分か

りました。 

 もう１点よろしいですか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） ふるさと納税のＰＲ事

業で、こちらも委託で１８１７万円というのが

出てますけど、こちらの内訳というか、これは

どこに委託するんですか。 

○観光振興課ふるさと納税推進係長（園田高士

君） ふるさと納税ＰＲ事業の納税ＰＲ委託の

１８００万円のところにつきましては、まず雑

誌広報掲載依頼につきます、本市でいくと、現
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在、令和６年度でいきますと、やつしろの風で

すとか、それからふるさと納税に関するＰＲに

特化したパンフレットも作成しております。 

 それから、ちょっと新規で、先ほどありまし

た新規で、ちくワンを活用した、そういったＰ

Ｒイベントの委託費も、その中に算出されてお

ります。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） それぞれに委託会社が

違うということですか。どこに委託されている

んですか。 

○観光振興課ふるさと納税推進係長（園田高士

君） 作成の委託につきましては、それぞれ違

いまして、プロポーザルですとか、そういった

のを実施して選定させていただいております。 

○委員（野﨑伸也君） こちらはプロポーザル

で委託を決めるということなんですね。分かり

ました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 台湾友好交流事業の新

竹市に関してなんですけど、まず、受入れのほ

うで、レセプション写真撮影等で３０万３００

０円ですかね、こちら、写真撮影だけで３０万

円、ちょっとこの内訳が、何か、もしあれば教

えていただきたいのと、派遣のほうで議員旅費

があるんですが、こちらは議員は、何か役職の

方が行かれるということでよろしいんですか。 

○国際課長（秋田大助君） こんにちは。国際

課の秋田でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 山本委員お尋ねの新竹市民使節団の受入れに

係る写真撮影の委託費の件でございますが、こ

ちらは、歓迎レセプションの際に集合写真をみ

んなで撮っていただいて、アルバムを作成し

て、皆さんにお配りするという経費でございま

す。 

 基隆市の市民使節団が、令和５年度に来られ

た際も同様の対応をさせていただいているとこ

ろでございます。 

 八代市民使節団を新竹市に派遣する、議会の

ほうですけれども、今のところ議長を想定して

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 今議員のほうでです

ね、議会費のほうで海外行政視察の予算がです

ね、結構確保してあると思うんですけど、こう

いった市が、こういった事業で台湾とか行かれ

る件に関して、議員の海外行政視察で、議員の

方が希望すれば、そこに同行することというの

は可能なんですか。 

 議長は行かれるということなんですけど、そ

れに議員が、議会費の予算である海外行政視察

の予算を使っていくことは可能なんですか。 

○国際課長（秋田大助君） 山本委員お尋ねの

八代市民使節団が新竹市に行くときに、今のと

ころ、国際課としては議長を想定しているんで

すけども、それに、議会費である海外視察旅費

を使って同行してもいいかというお尋ねです

か。 

 私ども国際課としては、今のところ議長だけ

を想定しているところでございまして、全体で

バス２台分を予定しておりますので、今後市民

の募集なども予定しておりますので、その市民

の募集の数によっては、ちょっと同行していた

だくことは、ちょっと今のところ考えていない

というところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） ５６ページの予算書の

移住体験住宅事業のふるさと八代元気づくり応

援基金を使っての体験住宅施設改修工事、こ

れ、県から譲り受けられて、市民球場そばの仮

設住宅を改築されるというのは聞いているんで

すけども、具体的に体験住宅にどういった改修

工事を検討されているんでしょうか。ちょっと

教えていただければなというふうに思います。 

○地域政策課長（松本 亨君） 改修工事とし
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まして、まず、建築工事のほうですけれども、

今回体験住宅として活用します２戸分の床のフ

ローリングの研磨、それから玄関シートの張り

替え、そして市民球場の駐車場との境に接しま

すフェンスの設置、これを建築工事ということ

で行います。 

 また、電気設備工事としまして、低圧の引込

み設備一式、それから機械設備としまして、給

排水管の設置一式というようなものを考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） これは、定住促進対策

事業とかにリンクしてくる改修住宅だというふ

うに思います。 

 そこで、体験住宅ですから、総務企画部長

も、この総務委員会のメンバーも管外視察に行

ったばかりで、移住・定住については詳しいか

というふうに思いますが、地域体験住宅の中

に、地域の住民との交流という部分があって、

非常にそこがハードルが高かったなあというふ

うに思ってます。 

 そこで、この体験住宅に入居した方の地域と

の交流というのはあるのかも含めて、ちょっと

教えていただければなというふうに思います。 

○地域政策課長（松本 亨君） ただいまの御

質問ですけれども、この体験住宅整備と併せま

して、移住体験メニューの策定というのも、来

年度新規に予定をしております。 

 この体験メニューの中で今想定してますの

は、例えば子育て支援の施設を回るような体験

ですとか、また仕事の体験ですとか、また農業

の体験ですとか、こういったメニューを今想定

をしておりますけれども、そういった中での地

域の皆さんとの交流というのはあるのかもしれ

ませんけれども、この体験住宅での、何かしら

周辺の皆さんとの交流というのは、今のところ

想定はしておりません。 

○委員（太田広則君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） この前も聞いたんです

けども、北海市の交流事業なんですが、国際交

流の面で、ちょっと逆行する一因かと思います

けども、現在中国辺りが非常に社会情勢、厳し

い状態でございます、国際情勢の中でですね。

いろんな日本人の社員が向こうに行ってどうこ

うというふうな話もございますけども、北海市

と、こういった場で言っていいのか分かりませ

んけども、北海市と今後の交流については、積

極的に行くべきものなのか、どうなのか。ちょ

っとその辺りは、市としては、今どのような、

ちょっと言えないでしょうけど、いかがでしょ

うか。 

○国際課長（秋田大助君） 髙山委員お尋ねの

北海市の交流についてということでございます

が、北海市との交流につきましては、昨年１２

月に久しぶりにですね、北海市のほうに行政訪

問団として、３名で訪問してまいりました。 

 コロナ以降ですね、交流が途絶えておりまし

たので、今後の交流について協議をしてきたと

ころでございます。 

 北海市とは、令和８年度友好都市協定締結３

０周年を迎えますことから、その実施について

協議をしましたし、また、併せまして、北海市

からも、今後の交流について提案を受けました

ので、今後中国・北海市とはですね、その提案

を受けた内容と、令和８年度の３０周年記念事

業の実施に向けて積極的に協議を進めてまいり

たいと思います。 

 台湾との関係につきましては、市としては、

もう市民同士の交流というところを目的にして

おりますので、同じように今後交流を続けてい

きたいと考えているところです。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 定住促進対策事業につ
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いてなんですけども、今回新規でいろんなこと

をされると思うんですけど、今までの実績と、

また新規事業をすることによって、目標といい

ますか、何名とか、そういうのが、もしあれば

教えていただきたいんですけども。 

○地域政策課長（松本 亨君） まず、これま

での実績というところでございますけれども、

まず主な補助金といたしまして、移住・定住促

進補助金というのがございます。こちらが、県

外から本市へ移住された方で、若者世代を対象

に住宅取得、または賃借された方に補助金を執

行するというものでございます。 

 こちらに関しましては、直近３年を申します

と、実績といたしましては、令和４年度が交付

件数が４件、移住者数が１１人、それから令和

５年度が交付数１４件、移住者数３５人、令和

６年度が交付数１６件、移住者数４５人という

ことで、年々増加をしております。 

 もう一つが、今度は東京周辺から移住された

方が就職、起業、またテレワークを行う方、こ

ういった方々への支援金としまして、こちらも

直近３年申し上げますと、令和４年度が５件の

８人、それから令和５年度が１件の１人、それ

から令和６年度が３件の６人ということで、こ

ちらは多少ばらつきがあるところでございます

けども、合計しますと、いずれも増加傾向にあ

るというところでございます。 

 それから、新規事業につきましてですけれど

も、令和７年度につきましては、まずは移住に

興味を持っている方、それから移住を本格的に

検討されている方、いろいろな方いらっしゃい

ますので、まずはですね、そういう方々に向け

まして、八代の魅力を積極的にアピールしてい

くというところで、パンフレットの作成ですと

か、八代の魅力をアピールするためのショート

動画、これを一般から公募して、コンテスト形

式で動画を募集するというようなこと、それか

ら先ほど申し上げました移住体験メニューの策

定等などを行うことといたしております。 

 まずは、八代市の認知度を上げるということ

で、いろいろ積極的にやっていきたいというこ

とで、東京、大阪等の移住相談会にも積極的に

参加をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 市営駐車場の管理事業

なんですけど、中央というのは場所的にどこな

のかというのを、ちょっと教えてください。 

 新八代駅の東口のほうですよね、今回舗装工

事が入ってて、その分が、主立ったこの予算に

使われていると思うんですけれども、あそこが

ですね、多分かなり利用があって、好調なんじ

ゃないかなと思いますけれども、利用率という

か、収支の関係を、ちょっと教えてほしいとい

うのがあります。 

 この舗装工事なんですけども、どれぐらい前

にやって、今回やるのかというような、何年ぶ

りなのかというのを、ちょっと教えてくださ

い。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） 危機管理課の竹井でございます。 

 新八代駅東口駐車場の、まず収支のほうか

ら、ちょっと説明させていただきますと、今年

度の収入見込みが１７６３万７０００円を見込

んでおります。ちなみに昨年度の実績としまし

ては１７４７万６０００円でございます。 

 支出が、今年度４１３万４０００円の見込み

ですので、差引きの１３５０万３０００円のプ

ラスとなっておるところでございます。 

 それと、前回の舗装からというところでござ

いますが、こちらにつきましては、前回は、新

八代駅、九州新幹線のほうが部分開業いたしま

した平成１６年に行っておりますので、２０年

ぶりというところになります。 

 以上になります。（｢それとついでに、中央
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駐車場の場所」と呼ぶ者あり）中央駐車場の場

所につきましては、市役所の南西側ですね、何

といいますか、写真館の隣になるんですが、そ

ちらのほうになります。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 中央駐車場のほうが非

常に、そっちの収支は聞いてないんですけれど

も、何かあまり使ってないかなというようなイ

メージがあるんですが、そちらはどうでしょ

う。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） 中央駐車場につきましては、料金徴収の

ほうは行っておりません。ここの新庁舎建て替

え前に、こちらの駐車場が不足しているという

ところで、今、公用車駐車場と職員駐車場を兼

ねて利用しているところでございます。土日に

つきましては、一般の方の無料駐車も可能とな

っております。こういった利用の仕方をしてお

ります。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 中央駐車場については、少し何か利用の仕方

をちょっと考え直したほうがいいかもしれませ

んね。 

 あと、東口のほうなんですけど、かなりもう

けているなというのがあって、もう少し、やっ

ぱり市民の皆さんというか、止める方に対する

この還元というのは、もう少し考えたほうがい

いのかなというふうには思うんですけれども、

一応意見です、今のは。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 先ほど太田委員のほう

から防犯カメラの件があったんですけども、こ

れ、支援事業という形なんで、大体どのような

手順になるのかですね、校区単位でやっていく

のか、どうなのか、その辺りを教えてくださ

い。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） 防犯カメラの補助の流れとしましては、

まだ、具体的なスケジュールははっきりとは決

まっておりませんが、大まかなところで申しま

すと、先ほど太田委員さんからも予算のこと、

質問ありましたが、事前に要望調査とかを行っ

たわけではございませんので、予算を超えるよ

うな要望があるかもしれません。そういったこ

ともありまして、申請前に事前の要望調査を行

いたいというふうに考えております。 

 こちらの要望調査の締切りを、ゴールデンウ

イーク明けの５月中旬頃をめどに考えておりま

す。 

 その後、５月末ぐらいまでにですね、――予

算額を超える要望がありましたら、設置目的で

あったり、設置場所であったり、あと機器の仕

様ですね、そういったところから判断して、市

のほうで２０か所選考させていただきます。そ

ちらのほうに申請書を出していただきまして、

こっちの申請書の提出の期限を７月末頃を予定

しているところです。 

 申請者の事業としましては、１１月末頃まで

に事業を完了していただいて、実績報告のほう

を１２月１日までに出していただきたいという

ふうに考えているところです。 

 以上になります。 

○委員（髙山正夫君） その要望調査は、町単

位、まち協とか、町内会とかありますけど、ど

っちですか。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） 補助の対象者でございますが、市内の自

治会が対象となります。こちらのほうは町内

会、あと区ですね、そういったところになりま

して、防犯灯と同じ対象と考えてもらって構い

ません。それと、地域協議会が対象となりま

す。 

 もう一つは、防犯ボランティア団体、こちら

のほうは八代地区防犯協会連合会のほうに登録
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されております八代市内の団体でありまして、

現在６１団体ほどございます。 

 この３団体が対象となります。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（髙山正夫君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） ちょっと私、よく分か

らないんで教えていただきたいんですけど、交

通安全運動事業と交通安全指導員関係事業とい

うのがあるんですけど、こっち、何か子供たち

の登校とかのときに、横断歩道とかに立って指

導していただける件ですかね。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） 大まかに申しますと、交通安全運動事業

のほうにつきましては、小学校であったり、幼

稚園のほうに教育指導員のほうが行きまして、

自転車の乗り方であったり、横断歩道の渡り

方、交通安全協会と一緒に行うこともございま

すが、そういったことを行っている啓発事業に

なります。 

 交通指導員関係の事業につきましては、朝か

ら立っていただいている交通指導員さんへの対

応している事業となります。 

 市のイベントですね、花火大会であったり、

スリーデーマーチであったり、そういったイベ

ントにもですね、交通指導員さんとして協力し

ていただいているところでございます。 

 以上になります。 

○委員（山本敬晃君） その交通安全指導員さ

んの件で、経費とかも、謝礼とかを渡されてい

るということなんですけど、それは何か、子供

たちの登校のときの指導とかっていうのは、何

日間は出てくださいとか、そういう決まりとか

はあるんですか。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） 実際にどれだけ出てくださいというよう

な規定は設けてはおりません。もう良心に任せ

ているところはございますが、大体のところが

年間２００日近く出ていただいて、平日の場合

は出ていただいておりますので、多くのところ

がそういった形で協力していただいているとこ

ろでございます。 

 ただ全員ではないというところではございま

す。 

○委員（山本敬晃君） その各校区にいらっし

ゃって、何名ぐらいとかというのは、ちゃんと

あるんですよね。全体の数字だけでいいんです

けど、ちょっと。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） 旧八代市が、定員３９名に対して３２名

いらっしゃいます。坂本支部につきましては、

定員９名に対しまして５名、４名欠員の状態で

す。千丁町は定員６名、東陽町も６名、泉町も

８名の定員で、こちらは定員どおりの人数いら

っしゃいます。鏡町が定員１０名に対して９名

で、１名減という状態で、全体で言いますと、

定員７８名に対しまして６６名の、今在籍で、

１２名定員に満たない状態でございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 募集とか、そういう啓

発とかは、そういうのをされているんですか。 

○危機管理課長補佐兼交通防犯係長（竹井公一

君） 募集につきましては、地域からの推薦と

いうような形を取らせていただいておりますの

で、地域協議会ですね、そういったところから

の推薦をしていただいて、あと、八代警察署の

ほうに身分のほうを照会しまして、認められま

したら採用という形でさせていただきまして、

広く一般的に募集しているようなところではご

ざいません。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） ５３ページ、職員研修
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事業、先ほど冒頭に宮川公室長のほうから、職

員の能力啓発については、非常に力強い決意の

籠もったお話を聞きました。 

 それで、確認です。聞き損じとったらすみま

せん。 

 今回新規でカスタマーハラスメント研修とい

うことで、ハラスメントにはたくさん種類があ

りますが、カスハラと、ちょっと省略しますけ

ども、カスハラの研修とかというのは、もっと

昔からやってたんじゃないかなというふうな思

いがあります。 

 ですから、これまでの何かハラスメントの研

修、受講してきたものがあれば教えていただき

たいというのと、カスハラのほかにもメニュー

が、ハラスメントでメニューがあるのかも含め

て、それから、何か希望制度って、ちらっと聞

いたんですけど、これ、希望者制度なのか、自

己申請なのかどうか、聞き損じとったらすみま

せん。そこの確認だけさせてください。 

○人事課長（田中博之君） 人事課の田中でご

ざいます。 

 まず、今回新規ということで、カスタマーハ

ラスメント研修のほうを計画させていただいた

わけですけども、こちらのほうが、昨今のカス

ハラということ、よく社会的に問題化されてお

りますので、改めて設定したところでありまし

て、２年前に一度、カスハラメニューというこ

とで行っております。 

 それで、まず受講を希望する職員ということ

で、これは全庁的に集めようということで、そ

の辺を明記したところで、参加者を募集を募る

ところで、各所属から推薦された職員と、今回

窓口とかで想定が考えられます会計年度任用職

員さんも含めたところで対象としております。 

 それから、ほかのメニューはないかなという

ことでございますけども、これまでもほかのメ

ニューとして、ハラスメント全般の研修をほぼ

毎年のところで行うこととしております。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） 今の、その希望者には

人数制限がありますか。 

○人事課長（田中博之君） 会議室で行います

ので、一応キャパがありますので、各課１から

２名程度というぐらいで制限をかけていきたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） その研修室に制限があ

るのは分かるんですが、繰り返し、例えばでき

るとは思うんですが、費用がかかるんですが、

その辺はどうなんでしょう。 

○人事課長（田中博之君） あくまでも集合研

修ということの位置づけでおりますので、この

ような研修スタイルは動画研修とかでもできる

かと思いますので、そういったのも検討してま

いりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） 分かりました。ありが

とうございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 参議院選挙と市長選及

び市議会議員選挙の件で、執行期日がどちらも

想定になってますけど、これ、何かいつぐらい

に確定するのかというのと、あと、今まで、た

しかＭａａＳ車両とかで移動投票をですね、さ

れてたかと思うんですけど、それは実施される

んですか。その予定とか、もし決まってれば教

えていただきたいんですけど。 

○選挙管理委員会事務局事務局長（公平委員会

事務局長併任）（橋口伸一君） 選管事務局長

の橋口でございます。 

 委員御質問の、まず参議院選挙、八代市議選

挙の執行経費の確定でございますか。（委員山

本敬晃君「執行期日」と呼ぶ）すみません、執

行期日ですね。 

 ３月１８日の選挙管理委員会にて決定する見

込みでございます、期日につきましては。 
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 それと、移動期日前投票でございますか。こ

れにつきましては、今現在、坂本町と泉町のほ

うで、実際行っております。 

 次の選挙につきましても、行うところで進め

てまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（谷川 登君） 地域おこし協力隊の件

なんですが、今年新規で地域おこし協力隊とい

うのが発足しますけれども、坂本地区のほう

で、何人かおられます。これには３人というこ

とで、確認の意味と、今後新規に泉のほうで協

力隊ができますので、お互いのいろんな、今ま

での経験とか、そういったやり取りをされるの

か、ちょっと確認したいんですが。 

○地域政策課長（松本 亨君） まず、坂本地

域でございますけれども、議員おっしゃいまし

たように、来年度３名になるということでござ

います。 

 泉のほうが１名でございます。 

 それぞれの交流等についてでございますけれ

ども、これ、八代市に限らず、県内の地域おこ

し協力隊の研修会ですとか、交流会ですとか、

こういったものも開催されておりますので、こ

ういった情報につきましては、随時各協力隊員

のほうにお知らせしておりますので、そういっ

た場を通じて交流等が行われているものと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○委員（谷川 登君） ありがとうございまし

た。 

 契約のほうは２年間だったと、満期が来てい

るということで、１人福岡のほうに帰られると

いうようなお話の中で、採用３人というのは、

辞められたという話もあったんですが、契約継

続ですかね。 

○地域政策課長（松本 亨君） ３人のうち１

名は、もう今年度から採用されて、引き続き勤

められます。 

 あとのお二人については、お一人は一身上の

都合でお戻りになられたと。もう一人の方は任

期満了ということで、任期満了になられて、令

和６年度で退職はされるんですが、本人の意向

としては、引き続き居住したいという意向を持

っておられますので、地域おこし協力隊という

形ではなくて、定住をしたいというふうに考え

ておられますということで、今欠員となります

２名につきましては、現在募集を進めていると

ころでございます。 

○委員（谷川 登君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（太田広則君） まずもって、防犯カメ

ラ設置事業については、先ほど、前に聞き取り

調査を行うということで安心をしております

が、１校区１件では絶対足りないと、皆さん思

っていると思いますし、私もそう思いますの

で、ぜひとも補正を組んでいただけるものだろ

うと思いますが、非常に反響を呼んでおりま

す、市民の皆さんからですね。期待もされてお

りますので、よろしくお願いしときます。 

 それから、質問しましたけど、定住促進と移

住体験住宅事業、これはもう、先ほども言いま

したように、本当に体験して、そこに住まわれ

たというのが、なかなかハードルが高いという

ですね、他市の事例があります。ですから、八

代に住んで、何が売りなのかというところを明

確にしていただいて、しっかりとした促進対策

事業で、いろんなパンフレット作成であった

り、ショート動画とかされてますので、すごい

なと、八代に住みたいなと思えるようなです
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ね、体験事業の展開をしっかり頑張っていただ

きたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 先ほど海外派遣という

ことでちょっと申しましたけども、要は、どこ

の国に行くに、そういった友好都市とか、いろ

いろあるにしろ、職員の方々は常に危機管理を

持って行動していただきたいという、それだけ

でございますので、改めてお伝えしておきま

す。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 先ほど質問させていた

だいた交通安全指導員の件で、ちょっと今定員

に満たってないというところで、募集に、ぜひ

力を入れていただきたいのと、あと、採用に当

たっては、ちょっと何か様々なハードルといい

ますか、そういう何かあるそうなんで、ちょっ

とそこを緩和じゃないですけども、何かです

ね、しっかり定員満たせるような形で、何か考

えていただければなというふうに思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） さっき質問でもちょっ

とお願いしたんですけれども、駐車場の件、市

営駐車場の件なんですけど、東口のほうは、本

当もうけてるなというのがあったんで、やっぱ

り還元するというのを、ちょっと考えてほしい

なというふうに思いますし、中央については、

一等地がですね、多分一等地だと思うんですけ

れども、結構な面積があって、非常にもったい

ないなというふうに思います。今後の、何でし

ょう、整備の仕方とか、そういうのを含めて、

あと市民への還元というのも含めてですね、ち

ょっと検討するべきだなというふうに思います

ので、よろしくお願いしたいというふうに思い

ます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で第２款・総務

費、第１１款・公債費、第１２款・諸支出金及

び第１３款予備費についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後２時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３７分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費について、総務企画部

から説明願います。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務

企画部、田中でございます。よろしくお願いし

ます。着座にて説明させていただきたいと思い

ます。 

 それでは、令和７年度一般会計予算、第８

款・消防費につきまして、総括を申し上げま

す。 

 初めに、避難所等設備整備事業についてでご

ざいますが、毎年のように全国各地で自然災害

が頻発し、甚大な被害が発生しております。 

 そのような中、昨年１月に発生した能登半島

地震では、多くの方が長期間避難所での生活を

余儀なくされているところであり、このような

大規模な災害を想定し、避難所の機能強化など

を推し進める必要があると再認識したところで

ございます。 

 本市におきましては、地域住民の緊急避難所

場所として重要な役割を果たしている小・中学

校体育館への空調設備等の整備を、令和５年度

から計画的に行っております。 

 令和７年度における設置場所としては、麦島

小学校をはじめ６校を予定しており、令和７年

度にて整備を完了することとなります。 

 次に、災害時用備蓄資材整備事業につきまし

ては、発災時における被災者への早期支援を実

施するため、これまで計画的な備蓄品の購入及

び大型防災備蓄倉庫の整備を進めてまいりまし
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た。 

 令和７年度におきましては、本市の地域防災

計画に掲げる避難所収容人数の１日相当分の備

蓄品の目標数値を達成することとしておりま

す。 

 次に、消防団についてでございますが、消防

団員確保による消防団の強化・充実は非常に重

要であると認識しておりますが、近年入団者が

減少しており、団員の確保は大きな課題の一つ

となっております。 

 そこで、今後さらに市民や市職員、女性、学

生に向けた加入への呼びかけや退団予定者等へ

の限定活動団員としての入団案内を行っていく

とともに、令和６年度に実施しました消防団員

へのアンケート結果を踏まえ、消防団員の負担

感の軽減や消防団員が活動しやすい環境づくり

に向けて協議・調整を行いながら、消防団組織

の維持・強化に努めてまいります。 

 次に、防災対策事業では、逃げ遅れゼロの実

現に向けた取組として、各校区の防災マップの

情報を更新し、本市の災害リスクや避難場所、

河川情報等の周知を行ってまいります。 

 さらに、自助・共助による地域防災力向上の

取組についてでございますが、自主防災組織等

の活動活性化を図るため、引き続き講演会や研

修会の開催、訓練等の支援に取り組んでまいり

ます。 

 今後とも災害に強く、安全・安心なまちづく

りに向け、各関係機関との連携強化の下、防災

基盤や防災体制の充実に取り組んでまいります

ので、御理解、御協力をいただきますようよろ

しくお願いいたします。 

 以上、消防費の総括といたします。 

 詳細につきましては、豊田危機管理監が説明

いたします。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○総務企画部危機管理監（豊田正樹君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）総務企画部の豊田でございます。 

 議案第７号・令和７年度八代市一般会計予算

のうち、歳出の消防費分について、失礼いたし

まして、着座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○総務企画部危機管理監（豊田正樹君） それ

では、予算書の９３ページをお願いいたしま

す。 

 下段の表、款８・消防費、項１・消防費、目

１・常備消防費として２０億６０５３万１００

０円を計上いたしております。これは、広域行

政事務組合負担金事業で、八代広域行政事務組

合消防本部通常消防負担金１９億７５３８万

円、新開分署に代わり、新たに建設したみなと

消防署に係る負担金７９５０万８０００円、坂

本分署復旧に係る負担金５５９万４０００円、

権限移譲事務負担金４万９０００円となってお

ります。 

 なお、前年度に比べ２億４４０６万８０００

円の減となっておりますが、これはみなと消防

署の本体工事に係る負担金の減が主な要因でご

ざいます。 

 特定財源といたしまして、権限移譲委託金な

ど県支出金２３万５０００円、合併特例債７５

５０万円、火薬類取締事務申請手数料７万円が

あります。 

 次に、目２・非常備消防費で２億７０４８万

１０００円を計上いたしております。前年度に

比べ１９３万３０００円の増となっております

が、これは、前年度に比べ消防団員退職金の平

均支給額の減と、消防ポンプ購入台数の増との

差額によるものが主な要因でございます。 

 特定財源といたしまして、熊本県電源立地地

域対策交付金及び球磨川水系防災・減災ソフト

対策等補助金の県支出金、合計１１８５万円、

地方債といたしまして、緊急防災・減災事業債

２９２０万円、消防団員退職報償金などその他

の財源４８２２万９０００円となっておりま
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す。 

 説明欄を御覧ください。 

 消防操法大会等事業９６万６０００円は、毎

年開催いたしております消防出初め式のテン

ト、椅子等の設置委託料４０万６０００円、令

和７年度に八代市で開催される熊本県女性操法

大会に係る食糧費などの諸経費５１万６０００

円が主なものでございます。 

 次の消防団育成及び消防団員教育事業６５８

万８０００円は、消防団幹部先進地研修旅費９

４万８０００円、市内の消防団７３個分団の運

営補助金１９４万２０００円、消防団本部運営

補助金５３万２０００円、年末警戒補助金２３

４万円が主なものでございます。 

 次の消防団活動事業２億１１２５万２０００

円は、消防団員２１００名の報酬８１８６万６

０００円、退職報償金掛金４８００万円、退職

報償金４７１２万円、出動手当１８７０万円が

主なものでございます。 

 次の消防団整備事業５１６７万５０００円

は、小型動力ポンプ軽積載車３台１７１７万８

０００円、小型動力ポンプ７台２０２９万３０

００円、消防車両車検代３６０万円、小型動力

ポンプ等の修繕料２００万円が主なものでござ

います。 

 ９４ページをお願いいたします。 

 次に、目３・消防施設費で９８５２万６００

０円を計上いたしております。前年度に比べ７

７９１万３０００円の増となっておりますが、

これは、坂本町の宅地かさ上げに伴い、撤去い

たしました防火水槽、消防ポンプ格納庫を再建

するための工事費の増が主な要因でございま

す。 

 特定財源として、緊急防災・減災事業債１１

９０万円、その他の財源として、坂本町宅地か

さ上げに伴う補償金７１７３万１０００円とな

っております。 

 説明欄をお願いいたします。 

 １行目の消防施設整備事業２６７９万５００

０円は、積載車格納庫２か所の新築工事１１９

７万９０００円、消火栓負担金１０５２万３０

００円、防火水槽等の消防施設の修繕料１５８

万２０００円が主なものでございます。 

 次に、目４・防災管理費で４億９７８万２０

００円を計上いたしております。前年度に比べ

１９７７万２０００円の減となっております

が、これは、みなと消防署敷地内の備蓄倉庫が

令和６年度に完成したことにより、その工事費

が不要となったことが主な要因でございます。 

 特定財源は、球磨川水系防災・減災ソフト対

策等補助金の県支出金２８１１万円、地方債と

いたしまして、緊急防災・減災事業債３億５５

０万円、その他の財源といたしまして、平成２

８年熊本地震復興基金繰入金、ふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金及び地域福祉基金繰入

金で、合計４４０４万９０００円となっており

ます。 

 説明欄の上から２つ目、防災行政情報通信シ

ステム管理運営事業４７３４万１０００円は、

システム運用保守業務委託料１０１６万７００

０円、システム機器の更新委託料３１４５万４

０００円、電話回線使用料３６２万９０００円

が主なものでございます。 

 次の防災訓練事業１８４万７０００円は、本

市総合防災訓練会場のテント、椅子、訓練用の

仮設堤防・倒壊家屋の設置委託１７２万７００

０円が主なものでございます。 

 次の防災対策事業４０８９万４０００円は、

地域防災マップの更新委託料２２００万円、ス

マート避難所システムの保守業務委託３６１万

３０００円、衛星携帯電話用のアンテナ工事４

４５万５０００円、ウェブ版八代市ハザードマ

ップ更新業務委託２３１万円が主なものでござ

います。 

 次の避難行動要支援者関係事業の健康福祉政

策課４０万９０００円は、高齢者や障害者の方
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など、災害時の避難において支援を必要とする

方の名簿でございます、避難行動要支援者名簿

の作成・管理を行う経費でございます。 

 また、危機管理課１３９万７０００円は、避

難行動要支援者システムの保守及びシステムの

標準化に係る経費でございます。 

 次の災害時用備蓄資材整備事業１４０９万７

０００円は、食料や飲料水などの備蓄品の購入

１３９８万２０００円が主なものでございま

す。 

 説明欄最後の避難所等設備整備事業３億３０

万円は、学校施設体育館への空調設備工事とし

て、令和７年度実施予定６校分２億８９５１万

９０００円、空調工事監理業務委託１０４８万

１０００円が主なものでございます。 

 説明は以上でございます。御審議よろしくお

願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（百田 隆君） ９４ページの災害時の

備蓄品のことですが、これは、大体備蓄と言え

ば何年ぐらい置いとく予定ですか。倉庫にどの

ぐらい、何年ぐらい置いて、そして、その期限

が来たのはどうされるんですか。 

○危機管理課長補佐（西田昌博君） こんにち

は。危機管理課の西田と申します。どうぞよろ

しくお願いします。 

 備蓄品の保存年数でございますけども、それ

ぞれの品目によって備蓄の保存期間は異なって

まいりますけども、水であれば５年、今であり

ますと、１０年保存ができるものもございま

す。 

 短いものですと、やっぱり１年半の分がちょ

っとありまして、その管理につきましては、保

存年数に応じて、それぞれその保存期限の前に

訓練であったりとか、いろんな各種行事に配布

するなり処理をさせていただいているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） 避難行動要支援者シス

テム標準化対応更新業務委託とか、避難行動要

支援者システム保守業務委託ということで、本

市には、職員さんも研修されたことがある被災

者支援システムというのが、そもそも無償であ

ったかと思いますが、この業務、先ほど高齢者

の名簿云々も含まっとったかと思うんですが、

被災者支援システムに、その中にあったかと思

うんですが、これとの関係性というのはどうな

っているのかという、それから、今被災者支援

システムの活用状況はどうなっていますか。そ

のことをちょっと確認させてください。 

○危機管理課主幹兼危機管理係長（瀬戸口渉

君） 危機管理課、瀬戸口でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 委員御質問のですね、まず被災者支援システ

ムと災害時支援システムの関連性についてでご

ざいますけれども、被災者支援システムにつき

ましては、あくまでも要配慮者を含めて被災者

全員のその後のケアとか、そういったものを管

理するシステムということになっております。 

 それと、要配慮者支援システムにつきまして

は、高齢者、障害者と、避難支援の実災害が発

生したときに、避難支援が必要な方々、そうい

った方の名簿情報を取りまとめた情報というふ

うになっておりますので、直接的に全システム

間の連携というものは図られておりませんけれ

ども、住基情報のやり取りとか、そういったも

のは共通した作業になってくるかというふうに

考えているところでございます。 

 あと、要配慮者支援システム、災害時支援シ

ステムの活用状況でございますけれども、先ほ

ど委員さんからも御紹介ありましたとおり、令

和６年度に災害時支援システムにつきまして

は、職員研修等を実施させていただいておりま
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す。 

 今後も有事の際に、いざ使えないとどうしよ

うもありませんので、定期的にシステム研修等

を開催しながら、システムに対する職員の操作

技術の向上等図ってまいりたいというふうに考

えております。 

 以上とさせていただきます。 

○委員（太田広則君） もう意見になるんです

けど、あんまり帳簿、重ならないようにです

ね、たしか避難者も、高齢者支援も、被災者支

援システムにはメニューとしてあったと思いま

す。ですから、こっちで名簿が２つあったりと

か、重複しないように、使う側が簡単明瞭な名

簿を、意見で終わります。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（谷川 登君） 確認ですが、令和７年

の３月で、各校区、本当に消防団員としてこら

れた団員の退職者というとは、大体人数的に、

今年は、３月末で分かりますか。 

○危機管理課消防係長（上村圭介君） 危機管

理課、上村でございます。 

 今委員御質問の令和７年３月をもっての退団

者数でございますが、現在取りまとめ中でござ

いまして、数値としては、手元にまだない状況

でございます。 

 一応ですね、一応といいますか、本日が入退

団等を含めたところの届出の一応提出日という

ふうに、――失礼いたしました。今取りまとめ

中でございます。 

○委員（谷川 登君） ありがとうございまし

た。 

 消防団は八代の本当に大切な組織でございま

して、退職者があまり増えると団員数が減っ

て、いろんな面にあれが出てきますので、でき

ればもう、この将来の退職者より加入のほうが

多くなるように、市としても取り組んでいただ

きたいというふうに思いますので、よろしくお

願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） １つ教えてください。 

 概要のほうから、ちょっとお話をさせてくだ

さい。 

 消防団活動事業ということで、細かく書いて

あるんですけれども、消防団員の退職報償金掛

金、これ２５００人で４８００万円というふう

になっています。 

 消防団員の退職報償金が１５０人、４７１２

万円というふうになってますけれども、この報

償金の掛金というのは、共済組合か何かに掛け

てるんだと思うんですけど、これ掛ける意味が

あるんですか。 

 ちょっと、システムがちょっとよく分からな

いんで、うちで報償金というのは準備している

のが４７００万円あるのに、また別で掛けると

いうのが、ちょっと意味がよく分からないんで

すけど。 

○危機管理課消防係長（上村圭介君） 委員御

質問の掛金についてでございますけれども、一

旦八代市のほうで予算化をしておきまして、後

ほど基金のほうから八代市のほうに報償費です

とか、退職報償金が入ってくるというふうな仕

組みになっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 退職報償金を掛けるん

ですよね。共済に掛けるんですよね。そこから

入ってくるんですよね、申請したら。（｢は

い」と呼ぶ者あり）ですよね。 

 それと別で、この退職報償金１５０人分とい

うのが４７００万円あるんですけど、何でなん

ですか。 

○委員長（中村和美君） 小会します。 

（午後２時５７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０１分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

○危機管理課長補佐（西田昌博君） 危機管理
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課の西田と申します。 

 先ほど委員お尋ねの退職報償金の４８００万

円のことでございますけども、掛金のほうは２

５００人分で一応掛けまして、実際その退職さ

れた分のほうを協会のほうに報告をいたしまし

て、その後、その分の差引きの分をまたこちら

のほうに歳入として入ってまいります。 

 ですので、実際のところ、退職した分の歳入

分は、一旦はちょっと定数分の２５００人分で

掛けるものの、後の分を歳入として受け入れる

ということになっておりますので、実際は１０

０％の予算ということになります。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 非常に分かりにくいシ

ステムだというのが分かったんで、後ほどまた

ちょっと教えていただければ助かります。 

○委員長（中村和美君） ちょっとそれは、答

弁統一しておいて、野﨑委員のほうにですね、

お願いします。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了

し、意見がありましたらお願いします。 

○委員（谷川 登君） 先ほど消防団の退職が

多いということで、先ほどお話ししましたが、

そういう中で、１つは機能別団員という組織

が、辞めてもいろんな保険も保障されるような

機能別団員というのがありますので、市として

も機能別団員の推進をお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７号・令和７年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後３時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１４分 本会） 

◎議案第１１号・令和７年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計予算 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１１号・令和７年度八代市ケー

ブルテレビ事業特別会計予算を議題とし、説明

を求めます。 

○総務企画部長（田中 孝君） 引き続き、総

務企画部、田中でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。それでは、着座にて説明さ

せていただきます。 

 それでは、令和７年度八代市ケーブルテレビ

事業についての総括を申し上げます。 

 まず、本市のケーブルテレビ事業におきまし

ては、坂本、東陽、泉地域におけるテレビの難

視聴対策及び地域間の情報格差是正を目的とし

て、平成１６年度から平成１８年度にかけて順

次整備を行い、令和７年度、サービス開始から

２２年目を迎えます。 

 現在、本事業の運営につきましては、平成２

８年度から指定管理者制度へ移行し、テレビや

つしろ株式会社に業務の委託を行っておりま

す。 

 そのような中、近年施設や設備、ケーブルテ

レビの伝送路等に老朽化が目立ち、更新時期を

迎えていることから、先ほど総務費の総括の中

でも申し上げましたが、令和６年１０月から３

年間で、テレビやつしろ株式会社による光回線

を活用した新放送サービスへの移行を進めてお

ります。 

 また、移行が完了した地域におきましては、

既存のケーブルテレビの伝送路設備は不要とな
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りますことから、順次撤去を行うこととしてお

り、令和７年度には坂本地域の撤去工事を実施

する予定といたしております。 

 今後もケーブルテレビ事業につきましては、

引き続き地域住民の皆様に対し丁寧な説明を行

いながら事業を着実に進めてまいります。 

 以上、ケーブルテレビ事業の総括といたしま

す。 

 詳細につきましては、上野課長が説明いたし

ます。よろしくお願いします。 

○デジタル推進課長（上野 信君） 皆様、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）デ

ジタル推進課、上野でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。失礼して、着座にて説

明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○デジタル推進課長（上野 信君） それで

は、議案第１１号・令和７年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算について説明させてい

ただきます。 

 まず、令和７年度八代市ケーブルテレビ事業

特別会計予算の１ページをお願いいたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２

億６１６４万８０００円といたしております。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算事項別明細書、１、総括のそれ

ぞれの表の比較欄にございますとおり、前年比

２億１０８万３０００円の増額となっておりま

す。 

 内容につきましては、歳出予算から御説明い

たします。 

 恐れ入りますが、ページ飛びまして、７ペー

ジを御覧ください。 

 ３、歳出の上段の表、款１、項１・ケーブル

テレビ事業費、目１・一般管理費は６万５００

０円で、前年比８０００円の増額となっており

ます。これは、右側の説明欄にございますケー

ブルテレビ事務事業に要する経費で、主なもの

といたしまして、放送番組審議会の委員報酬４

万８０００円のほか、令和６年度の特別会計に

係る消費税として、公課費１万３０００円でご

ざいます。 

 次の目２・施設維持管理費は２億２０６５万

９０００円で、前年比１億９２５２万６０００

円の増額となっております。これは、右側の説

明欄にございますケーブルテレビ維持管理事業

に要する経費で、主なものといたしまして、令

和６年１０月から順次民間事業者による新放送

サービスへ移行することに伴い、不要となるケ

ーブルテレビ伝送路等を撤去するための費用で

１億９０４４万３０００円でございます。 

 令和７年度は坂本地域、令和８年度、９年度

は泉地域及び東陽地域での撤去を予定いたして

おります。 

 増額の理由といたしましては、今年度から伝

送路等の撤去に着手することによるものでござ

います。 

 なお、財源といたしましては、全額市債とし

ております。 

 また、その他の経費といたしましては、セン

ター放送機器及び伝送路等の修繕費５００万

円、指定管理者でありますテレビやつしろ株式

会社への指定管理委託料２４９５万円、また、

同じく指定管理者に最低賃金上昇に伴う人件費

の差額補償１７万２０００円でございます。 

 次に、目３・施設整備費は２９１４万８００

０円で、前年比８５５万円の増額となっており

ます。これは、右側の説明欄にございますケー

ブルテレビ施設整備事業（豪雨災害）に要する

経費で、坂本地域において、令和２年７月豪雨

災害の復旧工事として、国・県が実施する宅地

や道路のかさ上げ等に伴い、既設の電柱の移設

の必要性が生じたことによるケーブルテレビ伝

送路の移転に係る費用でございます。 

 増額の理由といたしましては、国・県の工事

規模が拡大されたことに伴い、伝送路の支障移
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転範囲も増加したことによるものでございま

す。 

 財源は国・県の補償金としております。 

 次に、下段の表、款２、項１・公債費、目

１・元金１１５８万９０００円、目２・利子１

８万７０００円は、平成２６年度に実施したイ

ンターネットの高度化に必要な設備の改修や、

平成２７年度の台風及び令和２年７月豪雨によ

り被害を受けた設備の復旧費用等で借り入れた

起債の償還金となっております。 

 続きまして、歳入予算の御説明をいたしま

す。 

 お戻りいただきまして、５ページをお願いい

たします。 

 ２、歳入の上段の表、款１・財産収入、項

１・財産運用収入、目１・財産貸付収入は５９

万８０００円で、前年比１０万１０００円の減

額となっております。これは、ケーブルテレビ

の伝送路の貸付料で、市所有の伝送路の空き芯

を携帯電話事業者に貸し付けているものでござ

います。 

 減額の理由といたしましては、令和６年度に

泉地域の１か所を、市所有の伝送路からＮＴＴ

光回線に切り替えたことによるものでございま

す。 

 次に、中段の表、款２・繰入金、項１、目

１・一般会計繰入金は４１５０万１０００円

で、前年比２２３万４０００円の増額となって

おります。これは、歳出予算に対する不足分を

一般会計から繰り入れるものでございます。 

 続きまして、６ページをお願いいたします。 

 上段の表、款４・諸収入の項１、目１・雑入

２９１４万８０００円で、８５５万円の増額と

なっております。これは、歳出で御説明しまし

た坂本地域における国・県のかさ上げ工事に伴

い、ケーブルテレビ伝送路の移転に対する補償

金でございます。 

 最後に、下段の表、款５、項１・市債、目

１・ケーブルテレビ事業債は１億９０４０万円

で、前年比１億９０４０万円の増額となってお

ります。これは、歳出で御説明いたしました新

放送サービス移行に伴い、ケーブルテレビ伝送

路等の設備撤去に係る費用に充当するものでご

ざいます。 

 以上で令和７年度八代市ケーブルテレビ事業

特別会計予算の説明とさせていただきます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１号・令和７年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計予算については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第２９号・八代市個人番号の利用及び特

定個人情報の提供に関する条例の一部改正につ

いて 

○委員長（中村和美君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第２９号・八代市個人番号の利用

及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○デジタル推進課長（上野 信君） 引き続き

まして、説明させていただきます。どうぞよろ

しくお願いします。着座にて説明させていただ
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きます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○デジタル推進課長（上野 信君） 議案第２

９号・八代市個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関する条例の一部改正について御説明

させていただきます。 

 議案書は５１ページからになりますが、右肩

に議案第２９号関係資料と記載した資料に沿っ

て説明いたします。 

 それでは、まず１点目の改正は、行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律、以下、法と申します。一部改

正に伴い、引用事項を整理するもので、マイナ

ンバーカードを持ち歩かなくても、スマートフ

ォンで本人確認を行うことができるようにする

ため、法が一部改正され、これにより生じた条

項のずれを整理いたします。 

 施行期日は、法の施行に合わせ、令和７年４

月１日といたします。 

 次に、２点目の改正は、条例を根拠として、

個人番号の利用等を行う事務、いわゆる独自利

用事務に関する事項を追加するもので、デジタ

ル庁からの通知に基づき、法において定める個

人番号の利用事務を行う事務等について、本市

で利用する住登外者宛名番号管理機能におい

て、住登外者のマイナンバーに係る情報を管理

し、住登外者宛名情報の利用及び提供を行うに

当たり、所要の規定の整備を行うものでござい

ます。 

 この住登外者宛名番号管理機能は、市外にお

住まいの方で、本市に固定資産をお持ちの方な

ど、本市と関わりのある方の情報、住登外者情

報を自治体内で一元的に登録・管理をするもの

でございます。 

 内容につきましては、条例別表第１に、独自

利用事務として、個人番号の利用範囲に住登外

者宛名番号管理機能による住登外者の情報の管

理に関する事務を追加するとともに、条例別表

第２及び第３に、市長または教育委員会が事務

を処理するために、庁内連携により利用し、ま

たは提供を行う特定個人情報として、住登外者

宛名番号管理機能により管理する住登外者の情

報を追加いたします。 

 ２ページ以降に新旧対照表を添付しておりま

す。 

 施行期日は公布の日からといたします。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。意見あり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２９号・八代市個人番号の利用及び特

定個人情報の提供に関する条例の一部改正につ

いては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３０分 本会） 

◎議案第２５号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例等の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２５号・八代市一般職の職員の

給与に関する条例等の一部改正についてを議題

とし、説明を求めます。 
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○人事課長（田中博之君） 人事課の田中でご

ざいます。 

 それでは、議案第２５号・八代市一般職の職

員に関する条例等の一部改正について御説明を

させていただきます。失礼しまして、着座にて

説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○人事課長（田中博之君） それでは、議案書

は１５ページでございます。説明は、右肩に議

案第２５号関係資料と記載されております資料

を用いて説明をさせていただきます。 

 それでは、資料の１ページのほうをお願いし

たいと思います。 

 まず、改正の趣旨でございますが、人事院勧

告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準

じ、一般職の職員の給与表及び諸手当を改定す

るため、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、改正の概要を説明させていただきま

す。 

 まず、（１）八代市一般職の職員の給与に関

する条例、八代市技能労務職員の給与の種類及

び基準を定める条例、八代市企業職員の給与の

種類及び基準に関する条例及び職員の定年引上

げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の一部

改正についてでございます。 

 初めに、①扶養手当の見直しにつきまして

は、配偶者に係る手当を廃止し、子に係る手当

額を引き上げるものでございます。 

 令和７年度から８年度までの２年間で段階的

に実施することとしており、配偶者について

は、現在の月額６５００円から、令和８年度に

は廃止をいたしまして、子については、現在の

１万円から、令和８年度には１万３０００円と

しております。 

 次の②地域手当の見直しにつきましては、ま

ず、地域手当とは勤務地や地域ごとの物価や生

活費の格差を是正するために支給される手当で

ありまして、今回支給地域の単位を広域化し、

都道府県を単位としまして、現在の７級地から

５級地へと改定するものでございます。なお、

本市は地域手当の支給地域ではないため、直接

的な影響はございません。 

 次の③通勤手当の見直しにつきましては、電

車等の交通機関を利用する際の１か月の支給限

度額を、現在の５万５０００円から１５万円に

引き上げ、人事交流等で県外などへの勤務先へ

の異動等に伴い通勤距離が長くなる職員に対

し、これまで別途支給する上限２万円の特急料

金の上限を廃止しまして、１５万円の範囲内で

支給することを可能とするものでございます。 

 次の④管理職員特別勤務手当の支給対象時間

の見直しにつきましては、この手当は、管理職

手当を支給されている職員が、勤務時間外に災

害関連の業務など通常業務とは異なる業務に対

応した後、振替休日を取得できなかった場合に

支給されるもので、今回平日の対象時間を午後

１０時からへと見直すものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ⑤再任用職員への手当の見直しについては、

現在再任用職員は支給対象外となっております

住居手当について、常勤職員に準じて支給を行

うものでございます。 

 次の⑥給与表の改定については、行政職給与

表の３級から７級及び医療職給与表の２級から

４級において、それぞれの初号の号給額を引き

上げることで、給与水準の底上げを図り、対象

となる号給の給与改善を実施するものでござい

ます。 

 次に、（２）八代市一般職の任期付職員の採

用等に関する条例の一部改正についてでござい

ます。 

 特定任期付職員に対して期末手当に加えて、

顕著な業績を収めた場合に支給される業績手当

を廃止しまして、代わりに勤勉手当を支給する

ものでございます。これは、常勤職員との均衡

を踏まえ、制度の見直しを行うものでございま
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す。 

 次に、（３）八代市会計年度任用職員の給与

等に関する条例の一部改正についてでございま

す。 

 会計年度任用職員の行政職給与表について

も、常勤職員と同様に、３級の初号の号給額を

引き上げ、給与水準の底上げを図り、給与改善

を行うものでございます。 

 最後に、施行期日につきましては、令和７年

４月１日としております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどどう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 影響額とかっていうの

はどぎゃんですか。 

○人事課長（田中博之君） まず、扶養額のほ

うでの御回答をさせていただきたいと思いま

す。 

 現在配偶者の手当、こちらが１４６名と、子

の手当、扶養手当が７１４人おりまして、それ

を来年度の場合で計算しますと、６７２万円の

増加ということになります。 

 その後、令和８年度の概算を同様の数で行い

ますと、それから７５９万６０００円の増加と

いうことを見込んでおります。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２５号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例等の一部改正については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第２６号・八代市職員退職手当支給条例

の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第２６

号・八代市職員退職手当支給条例の一部改正に

ついてを議題とし説明を求めます。 

○人事課長（田中博之君） 引き続き、議案第

２６号・八代市職員退職手当支給条例の一部改

正について御説明をさせていただきます。着座

にて失礼いたします。 

 議案書は３７ページでございます。説明は、

右肩に議案第２６号関係資料と記載のある資料

を用いて説明をさせていただきます。 

 まず、１、改正の趣旨でございますが、雇用

保険法等の一部を改正する法律により、国家公

務員退職手当法及び同法施行令が一部改正され

たことを受け、国家公務員に準じた措置が必要

となることから、所要の改正を行うものでござ

います。 

 次に、２、改正の概要でございますが、ま

ず、（１）就業手当の廃止について御説明をい

たします。 

 雇用保険法の改正によりまして、失業給付の

受給資格者が早期に再就職した場合に支給され

る就業促進手当のうち、就業手当が廃止される

こととなりました。 

 この就業手当は、所定給付日数の３分の１以

上かつ４５日以上残して再就職した人に支給さ

れていましたが、これまで受給者数が少ないこ

とと、より安定した雇用への再就職を促進する

必要があるということで廃止に至ったもので、

これらの改正に準じ、本条例において就業手当

に関する条文を削除するものでございます。 
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 次に、（２）特例給付措置期間の延長、暫定

措置の延長について御説明いたします。 

 こちらは、雇用保険の特例給付措置で、災害

などで雇用機会が少ない地域の失業給付日数を

延長するもので、同措置が令和９年３月３１日

まで延長されたことにより、本条例においても

同様に改正するものでございます。 

 最後に、施行期日につきましては、令和７年

４月１日としております。 

 また、経過措置としまして、施行日前までに

職業に就いた者に対する就業促進手当について

は、従前どおりというふうにしております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、質疑を終

了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２６号・八代市職員退職手当支給条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４０号・八代市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例及び八代市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第４０

号・八代市職員の勤務時間、休暇等に関する条

例及び八代市職員の育児休業等に関する条例の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○人事課長（田中博之君） 引き続き、議案第

４０号・八代市職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例及び八代市職員の育児休業等に関する条

例の一部改正について御説明させていただきま

す。着座にて失礼いたします。 

 議案書は３ページでございます。説明は、右

肩に議案第４０号関係資料と記載のある資料を

用いて説明をさせていただきます。 

 まず、１、改正の趣旨でございますが、育児

休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働

者の福祉に関する法律及び人事院規則の改正を

踏まえ、仕事と育児・介護を両立できる職場環

境を整備するため、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

 次に、２、改正の概要でございますが、

（１）第１条関係、八代市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例については、主に２つ改正を

行います。 

 １つ目は、①超過勤務の免除の対象となる子

の範囲の拡大でございます。 

 改正内容といたしましては、職員が請求した

場合に、超過勤務を免除する制度について、こ

の制度の対象となる子供の範囲を、現行の３歳

未満から小学校就学前までに拡大するものでご

ざいます。 

 ２つ目は、②仕事と介護の両立支援制度を利

用しやすい環境の整備についてでございます。

こちらは新たに規定するものでございます。 

 この内容につきましては、介護を必要とする

状況を申し入れた職員に対し、制度説明や意向

確認のための面談等を実施するもので、また介

護両立支援制度等の利用が円滑に行われるよ

う、制度の周知、研修の実施、相談体制の整備

等を行うこととしております。 

 次に、（２）第２条関係、八代市職員の育児

休業等に関する条例については、育児休業、介

護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉
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に関する法律の一部改正に伴い、本条例におい

て引用しております同法の条項を改めるもので

ございます。 

 最後に、施行期日につきましては、令和７年

４月１日としております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４０号・八代市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例及び八代市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

（人事課長田中博之君「訂正をお願いしたいで

す」と呼ぶ） 

○人事課長（田中博之君） 先ほど議案第２５

号関係で、野﨑委員のほうから、どれくらいの

影響があるかということで、私、もしかした

ら、単位のほうを間違えて説明したかと思いま

すので、もう一度説明させていただきます。 

 扶養手当の部分で説明をしたかと思います

が、令和６年度から令和７年度までの影響額で

すね、こちらのほうが増額となっておりますの

が６７２万円に訂正をさせていただきたいと思

います。よろしかったでしょうか。 

 その次が、７から８年度の分が７５９万６０

００円の増加ということになります。失礼しま

した。 

○委員長（中村和美君） それでは、小会しま

す。 

（午後３時４４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４５分 本会） 

◎議案第２７号・八代市非常勤消防団員に係る

退職報償金の支給に関する条例の一部改正につ

いて 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２７号・八代市非常勤消防団員

に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○危機管理課長補佐（西田昌博君） 危機管理

課、西田でございます。説明につきましては、

失礼いたしまして、着座にて行わせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 議案第２７号・八代市非常勤消防団員に係る

退職報償金の支給に関する条例の一部改正につ

いて御説明をいたします。 

 議案書は３９ページからになりますので、３

９ページを御覧いただきますようお願いしま

す。 

 あわせて、新旧対照表も追加で資料として提

出しておりますので、御覧いただきますようお

願いいたします。 

 説明につきましては、議案第２７号の関係資

料を使って説明させていただきます。 

 まず、改正の趣旨と内容でございますが、消

防団員等公務災害補償等責任共済に関する法律

施行令の一部を改正する政令に基づきまして、

非常勤消防団員に支給する消防団員退職報償金

の勤務年数区分に、新たに３５年以上区分が追

加されるという改正がありましたので、それに

基づいて改正するものでございます。 

 施行期日につきましては、令和７年４月１日

からの施行としております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ
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しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２７号・八代市非常勤消防団員に係る

退職報償金の支給に関する条例の一部改正につ

いては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４１号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第４１

号・八代市消防団員等公務災害補償条例の一部

改正についてを議題とし、説明を求めます。 

○危機管理課長補佐（西田昌博君） 改めまし

て、危機管理課、西田と申します。失礼いたし

まして、着座にて説明させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 議案第４１号・八代市消防団員公務災害補償

条例の一部改正について説明いたします。 

 タブレット内の議案書７ページを御覧いただ

きますようお願いします。 

 まず、改正の趣旨でございますが、非常勤消

防団員等が公務上の災害を受けた場合に、市町

村等が非常勤消防団員等、またはその遺族に対

しまして、その災害によって生じた損害を補償

し、併せて被災団員の社会復帰の促進、遺族の

援護等を図るために必要な福祉事業として、公

務災害補償制度が設けられております。 

 このたび非常勤消防団員等に係る損害補償の

基準を定める政令の一部改正により、非常勤消

防団員等に対する損害補償に係る補償基礎額の

引上げ、また扶養親族のある非常勤消防団員等

における補償基礎額の加算額が改正されるた

め、本市で定められている関係条例についても

改正が必要なものでございます。 

 次に、改正の内容といたしましては、先ほど

申し上げました算定の基礎となる補償基礎額に

おきまして、階級が団長及び副団長で勤続年数

が１０年未満の場合、１万２５００円から１万

２９００円に引き上げ、１０年以上２０年未満

の場合、１万３３５０円から１万３７００円に

引き上げられております。 

 続きまして、階級が分団長及び副分団長で勤

続年数が１０年未満の場合、１万８００円から

１万１３００円に引き上げ、１０年以上２０年

未満の場合、１万１６５０円から１万２１００

円に引き上げ、２０年以上の場合、１万２５０

０円から１万２９００円に引き上げられており

ます。 

 続いて、階級が部長・班長及び団員で勤続年

数が１０年未満の場合、９１００円から９７０

０円に引き上げ、１０年以上２０年未満の場

合、９９５０円から１万５００円に引き上げ、

２０年以上の場合、１万８００円から１万１３

００円に引き上げられております。 

 また、消防作業従事等に対します損害補償に

係る基礎額が、最低額９１００円から９２００

円に、最高額１万４２００円から１万４５００

円に引き上げられております。 

 続きまして、扶養に係る補償基礎額の加算額

につきまして、今回人事院の勧告に基づく公務

員の給与改定がなされたことに伴いまして、扶

養手当支給等を参考に、第１号の配偶者の場

合、２１７円から１００円に引き下げ、第２号

の２２歳の子供の場合、３３３円から３８３円



 

－56－

に引き上げております。 

 最後に、施行期日におきましては、令和７年

４月１日から施行としております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、質疑を終

了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４１号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時５２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５３分 本会） 

◎議案第２８号・八代市公民館条例等の一部改

正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２８号・八代市公民館条例等の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○文書統計課長（福田裕之君） 文書統計課の

福田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 議案第２８号の八代市公民館条例等の一部改

正につきまして御説明いたします。失礼して、

着座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○文書統計課長（福田裕之君） 議案書のほう

は４１ページから５０ページでございますが、

別に配付をしております、右肩に令和７年３月

定例会、総務委員会資料（文書統計課）と記載

されている資料に沿って御説明いたします。 

 資料上段の１、改正の趣旨を御覧ください。 

 改正の趣旨でございますが、下に掲げており

ます（１）から（３）までの事由により、公の

施設の休館日等と開館時間等につきましては、

条例において規定することが適当でありますこ

とから、これら休館日等、開館時間等に関する

規定を条例で定めるに当たって、所要の改正を

行うものでございます。 

 その事由の１つ目の（１）ですが、公の施設

全般につきまして、地方自治法第２４４条の２

第１項に、公の施設の設置及びその管理に関す

る事項は、条例でこれを定めなければならない

と規定されており、また地方自治法逐条解説に

おいて、その管理に関する事項には、公の施設

の使用に関する事項を含むとされておりますこ

とから、休館日等、開館時間等のこれら使用に

関連する事項は、条例で定めることが適当であ

ること。 

 次に、２つ目の（２）の事由としましては、

指定管理者を導入する施設について、地方自治

法第２４４条の２第４項に、条例には指定管理

者の指定の手続、指定管理者が行う管理の基準

及び業務の範囲、その他必要な事項を定めるも

のとすると規定をされており、その管理の基準

としては、住民が当該公の施設を利用するに当

たっての休館日、開館時間などの基本的な条件

のほか、当該公の施設の適正な管理の観点から

必要不可欠である業務運営の基本的事項を定め

るものであることとする、総務省自治行政局長

通知が発出されておりますことから、指定管理

者導入施設では、休館日等、開館時間等を必須

で、条例で規定する必要があること。 

 また、３つ目の（３）の事由としましては、

先ほどの（２）の事由により、指定管理者導入
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施設では、休館日等、開館時間等を必須で、条

例で規定することとなりますことから、指定管

理者を導入していない施設におきましても、こ

れら休館日等、開館時間等を条例で規定するこ

ととしなければ、指定管理者の導入、未導入に

よって、条例での規定のありなしが生じてしま

うこととなります。 

 これらの事由により、休館日等、開館時間等

については、条例において規定をすることが適

当でありますことから、所要の改正を行うとい

うものでございます。 

 次に、２項目めの改正の内容ですが、資料１

ページ下段から２ページにかけまして掲げてお

ります１０本の条例、公の施設条例につきまし

て、それぞれの条例の施行規則などで規定をし

ております休館日等や開館時間等を条例に移管

する形で規定の整備を行います。 

 また、そのほか休館日等や開館時間等の条項

の追加により、条ずれが生じますことから、こ

れらに伴う引用条項の整理などを行うものでご

ざいます。 

 なお、今回の改正は規定の整備などを行うも

ので、公の施設の休館日等や開館時間等そのも

のに変更はございません。 

 最後に、施行期日は公布の日としておりま

す。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２８号・八代市公民館条例等の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時５７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５８分 本会） 

◎議案第３０号・八代市地域振興基金条例の制

定について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３０号・八代市地域振興基金条

例の制定についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） こんにち

は。財政課、吉永でございます。よろしくお願

いいたします。それでは、座りまして説明させ

ていただきます。 

 では、議案書５７ページ、お願いいたしま

す。 

 議案第３０号・八代市地域振興基金条例の制

定につきまして御説明をいたします。 

 提案理由でございますが、市民の連携の強化

及び地域振興等に要する費用に充てるため、基

金を設置するに当たり条例の制定が必要という

ことで提案するものです。 

 説明につきましては、別途配付をいたしてお

ります１枚紙の資料により説明をいたします。 

 まず１点目、制定の趣旨でございます。これ

まで本市の各種イベント補助や住民自治推進事

業などの地域振興事業につきましては、経済の

活性化及び地域の交流を図ることをもって地域

振興に資することを目的として、平成２４年度

に設置しておりましたまちづくり交流基金を活

用して実施してまいりました。 

 しかしながら、当基金は令和７年度末で基金
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残高がなくなる見込みであり、今後も継続して

地域振興を図っていくためには、新たな財源の

確保が必要な状況でございます。 

 そこで、今回予定している合併特例事業に基

づく基金の設置は、市町村の一体感の醸成に資

する事業や旧市町村単位の地域振興事業への活

用が可能となっておりますことから、これまで

まちづくり交流基金を活用して実施してきた事

業の継続や新たな地域振興事業への対応に備え

るため、合併特例債を財源とする八代市地域振

興基金を設置することとしたものです。 

 その下の表は、まちづくり交流基金残高の推

移を示しております。設置年度の平成２４年度

が８億８０００万円でスタートし、毎年スリー

デーマーチや各支所の祭り事業などに活用して

きており、表には、令和３年度から直近５か年

の推移も示しております。 

 その下には、本市の合併特例債の発行可能額

を示しております。合併特例債には大きく２種

類がございます。 

 １つ目が、標準全体事業費４２２億８１５０

万円に対する充当率９５％の４０１億６７４０

万円で、これは、本市がこれまで建設事業へ充

当し、活用してきているところのものです。 

 ２つ目が、標準基金規模４０億円に対する充

当率９５％、３８億円で、これが今回新たに基

金を設置するための財源として充当することに

なります。 

 次に、２点目、制定の内容です。第１条が設

置目的、こちらは市民の連携の強化及び地域振

興等に要する費用に充てるため設置するという

ことにしております。 

 第２条が積立てということで、予算で定める

額としておりまして、今般の令和７年度当初予

算において４０億円の積立てを提案しており、

これは合併特例債活用の標準基金規模の上限額

であり、財源は、第１条に規定する合併特例債

３８億円と、一般財源２億円を予定しておりま

す。 

 第６条の処分、処分というのは、いわゆる基

金からの取崩しによる基金の活用のことです

が、それにつきましては、第１条に規定する目

的達成のための経費に充てる場合に限り活用す

ることができますが、第６条の第２項におい

て、合併特例債を起こして積み立てた額の取崩

し処分については、当該処分を実施する年度の

前年度までに合併特例債の償還を終えた額の範

囲内で使うことができるとなっております。 

 最後に、３点目、施行期日は令和７年４月１

日を予定しております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 今までのやつで、表が

あるんですけれども、毎年大体７０００万円ぐ

らい使っているというのがありましたけれど

も、これの使う事業の内訳というのは、先ほど

ありましたスリーデーマーチとか、各種支所の

祭り事業というようなことでしたけど、それ以

外にも何かありましたか。 

 あと、その償還のやつで、前年度償還分しか

使えないんですよというような話だったですけ

ども、７０００万ぐらい使えるんですか、毎

年。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） まず１点目

のこれまでの活用の主なやつですけれども、今

言いましたスリーデーマーチが大体１０００万

円ですね、毎年ですね。 

 あと、各支所祭り、１支所４００万円の５支

所で２０００万円、その辺りにも使ってきてい

まして、あと、住民自治推進事業で６３０万

円、毎年３０万円の２１協議会に補助を出して

いると。ああいうのにも、これを使ってきてお

りました。 
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 中にはちょっと突発的なものとしては、令和

元年ぐらいに女子世界ハンドの大会がありまし

た。あれにも活用はしております。そういうと

ころのものが主なものです。 

 あと、２点目の７０００万円ぐらいずつ使っ

ている部分が、償還済みで活用できるのかとい

うお尋ねですけれども、先ほど予算の審議のと

きにも言いましたとおり、一応３８億円は２０

年償還で考えておりますので、１億９０００万

円ずつぐらいは返していくということになりま

すので、その翌年に７０００万円程度とかでし

たら、十分毎年活用できるという形になりま

す。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ハード事業には使えな

いっちゅうことですよね。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） こちらの基

金設置の分は、ソフト事業という形に限られて

おります。 

○委員長（中村和美君） いいですか。よろし

いですね。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、質疑を終

了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３０号・八代地域振興基金条例の制定

については、原案のとおり決するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会します。 

（午後４時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０６分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、本委員会に付託となっている請願、陳

情はありませんが、郵送等にて届いております

要望書等につきまして、タブレット端末にて御

確認願います。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午後４時０６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０７分 本会） 

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 執行部より、行財政の運営に関する諸問題の

調査に関連して５件、発言の申出があっており

ますので、これを許します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（令和７年度組織機構再編の概要について） 

○委員長（中村和美君） それでは、まず、令

和７年度組織機構再編の概要について説明願い

ます。 

○人事課長（田中博之君） 人事課、田中でご

ざいます。 

 令和７年度組織機構再編の概要につきまして

説明をさせていただきます。失礼しまして、着
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座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○人事課長（田中博之君） それでは、資料、

令和７年度組織機構再編の概要を御覧いただけ

ればと思います。こちらに沿って説明をさせて

いただきます。 

 まず、令和７年度の組織再編でございます

が、新たな行政課題や市民ニーズに対応すると

ともに、効率かつ効果的な組織機構を構築する

ため、課、室、係の新設及び室、係の廃止を予

定しております。 

 最初の健康福祉部におきましては、こども未

来課とこども家庭支援課、２課への再編を行い

ます。 

 こちらは、公立保育園の民営化の推進、放課

後児童クラブの整備や婚活事業等、結婚、子育

て支援に係る取組を総合的に調整・企画するた

め、また令和６年４月に設置したこども家庭セ

ンターにおける支援が必要な妊産婦、子供、子

育て家庭への迅速な支援を行うため、こども未

来課をこども未来課及びこども家庭支援課に再

編するものでございます。 

 この再編に伴い、こども家庭センターの設置

場所をこども家庭支援課と健康推進課に変更す

ることとしております。 

 次に、２、室等の新設、廃止でございます。

市民環境部において、市で所有しております環

境施設の維持管理を一元化し、業務の効率化を

図るため、環境センターの維持管理を環境施設

課に移管し、循環社会推進課の環境センター管

理係を廃止するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 健康福祉部において重点支援給付金事業推進

室の廃止を行います。こちらは、重点支援給付

金事業推進室を廃止し、給付金事務を健康福祉

政策課に移管することとしております。 

 次の経済文化交流部においては、ふるさと納

税推進室の新設を行います。こちらは、ふるさ

と納税のさらなる推進を図るため、観光振興課

ふるさと納税推進係を廃止し、経済文化交流部

にふるさと納税推進室を設置するものでござい

ます。 

 次のページをお願いいたします。 

 農林水産部においては、い業振興室の新設を

行います。こちらは、イグサ・畳表産地の存続

に向け、生産中止が相次いでおります専用機械

の再生産や販路開拓など、生産から流通に係る

推進体制を強化するため、農業振興課にい業振

興室を新設するものでございます。 

 次に、フードバレー推進課の係再編を行いま

す。こちらは、フードバレーやつしろ基本戦略

構想の農林水産物の高付加価値化、食関連事業

の集積及び雇用の創出を効率的、効果的に推進

するため、流通企画係と輸出促進係を販路拡大

推進係に、マーケティング戦略係を地域ブラン

ド推進係に再編するものでございます。 

 以上で令和７年度の組織機構再編の説明とさ

せていただきます。 

○委員長（中村和美君） それでは、まず、本

件について、何か質疑、御意見等はありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろ、何か推進し

たいというようなことで、新しく新設とかとい

うのがあるんですけれども、今、企業誘致の関

係ですね、非常に重要な部分じゃないかなと思

うんですけど、そこら辺のですね、推進室と

か、別係で特別につくってやるというのは、考

えはなかったんですか。 

○人事課主幹兼人事係長（松永智秋君） 人事

課の松永でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 委員御質問の企業誘致の組織が必要ではない

かという御提案なんですけれども、昨年度です

ね、商工政策課のほうを再編しておりまして、

その中で工業振興係を２係に分けまして、企業

立地推進係というのを、新たに昨年度、――本
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年度ですね、失礼しました。本年度の４月に設

置をさせていただいております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、私が知ら

なくて申し訳ございません。頑張っていただけ

ればと思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありません。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で令

和７年度組織機構再編の概要についてを終了し

ます。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後４時１２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１３分 本会） 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（八代亜紀さんメモリアル事業について） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、八代亜紀さんメモリアル事業について

説明願います。 

○秘書広報課長（中川順一君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）秘書広

報課の中川でございます。 

 秘書広報課からは、八代亜紀さんメモリアル

事業につきまして御説明させていただきます。

恐れ入りますが、着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○秘書広報課長（中川順一君） おととしの年

末にお亡くなりになられました八代亜紀さんに

つきましては、ふるさと八代へ多大な御貢献を

いただいたことに対しまして、昨年２月に市か

ら名誉市民の称号を贈呈いたしましたが、市民

の方やファンの方からは、記念碑や銅像、歌碑

などをといったモニュメントをつくってほし

い、国民栄誉賞を授与してほしい、また駅で八

代さんの曲のメロディーを流してほしいなどの

声が寄せられていたところでございます。 

 市といたしましては、このような市内外から

の御意見、御要望などを踏まえまして、八代さ

んのふるさと八代への多大なる御貢献やこれま

での御功績を、何かしらの形で後世に残してい

くことができないかという思いから、今回の八

代亜紀さんメモリアル事業の検討を開始したと

ころでございます。 

 検討に当たりましては、八代亜紀と共に明日

の八代をつくる会事務局の八代商工会議所をは

じめとする関係団体の皆様と共に、昨年９月に

実行委員会を立ち上げまして、記念碑設置や八

代さんの衣装の展示、また八代さんのメロディ

ーの活用などの事業について、これまで会議を

３回開催しながら検討を重ねてきたところでご

ざいます。 

 また、これらの事業を実施するため、昨年１

１月１４日から今年の１月末までクラウドファ

ンディング型のふるさと納税や、市民の皆様か

らの寄附金の募集を行ったところでございま

す。 

 本日は、その寄附金の募集結果及び実行委員

会で承認されました事業の主な取組内容につき

まして御報告、御説明させていただきます。 

 資料の１ページを御覧ください。 

 まず、１の寄附金の募集結果についてでござ

いますが、寄附金の募集につきましては、令和

６年１１月１４日から令和７年１月３１日まで

の約２か月半にわたりクラウドファンディング

型のふるさと納税と、市役所の窓口受付による

一般寄附の２種類で実施したところでございま

す。 

 その結果でございますが、表に記載のとお

り、寄附件数はふるさと納税によるものが６８

４０件、一般寄附が２４件、合わせて６８６４

件、寄附金の総額といたしましては、ふるさと

納税が１億４３万３９２０円、一般寄附が７６

万８８円で、合計して１億１１９万４００８円
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でございました。 

 その表中、横の欄、事業充当可能額と記載し

てございますが、これはふるさと納税の返礼品

や事務経費を除いた額、つまり本事業費として

充てることができる額でございまして、ふるさ

と納税分が４２３４万９９１２円、一般寄附が

７６万８８円、合わせまして４３１１万円とい

う結果でございました。 

 次に、主な事業内容につきまして御説明いた

します。 

 まず、１点目、２の（１）でございますが、

記念碑等製作及び設置でございますが、八代さ

んの写真や功績等を掘り込んだ石碑を設置し、

これと併せて八代さんの写真等を記したベンチ

アートを併設するものでございまして、八代さ

んの功績をたたえるにふさわしいモニュメント

として製作したいというふうに考えておりま

す。 

 また、記念碑を設置するお祭りでんでん館を

起点といたしまして、堀端通からお城通に沿っ

て、この後説明いたします八代さんのステージ

衣装等を展示する八代市役所までをつなぐ通り

を八代亜紀さんの最後の楽曲タイトル、想い出

通りにちなんで、八代亜紀想い出通りと称し、

その通りを演出するための事業といたしまし

て、八代亜紀さんに関するパネルの設置や街路

灯を活用したシルエットオブジェ、そしてプロ

ジェクションロゴライトを製作、設置しようと

するものでございます。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 ２点目のメロディー製作及び活用に関してで

ございますが、八代さんの代表曲でございます

舟唄を、新八代駅の新幹線ホーム発着メロディ

ーとして、また市役所の電話保留音として流そ

うというものでございます。 

 また、先ほど説明いたしました八代さんに関

するパネルにおきまして、八代さんのＡＩ音声

メッセージを聞くことができる仕組みづくりを

行いたいというふうに考えております。 

 次に、３点目の衣装等の展示でございます

が、八代さんが所属されておられた所属事務所

のほうから寄贈されますステージ衣装、それか

らトロフィー等を市役所本庁舎や新八代駅構内

に展示いたしますとともに、八代さんの絵画の

ジークレー版画、また寄附金をいただきました

皆様に写真の提供をお願いいたしまして、その

写真を組み合わせて、八代さんのモザイクアー

トを制作、展示したいというふうに考えており

ます。 

 なお、本庁舎での展示場所につきましては、

１階のホール３と言われますエフエムやつしろ

と会議室の間のスペースを活用したいというふ

うに考えております。 

 最後に、４点目でございますが、肥薩おれん

じ鉄道の車両１両を、八代さんの写真等でラッ

ピングし、広くＰＲしたいというふうに考えて

おります。 

 説明は以上となりますが、この事業は全国か

ら多くの方に応援いただきまして事業を進める

ことになります。いただきました御寄附を大切

に活用し、八代さんのこれまでの御功績に恥じ

ない事業となるよう関係団体と協力しながら進

めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 八代亜紀さんの舟唄を

発着メロディーということなんですけど、新幹

線だけですか。在来線のほうはない。 

○秘書広報課長（中川順一君） 新幹線のほう

だけでございます。今考えておりますのは、新

幹線のほうだけです。 

○委員（山本敬晃君） 結構在来線の駅でも、

そういう何か、そこにちなんだですね、楽曲と

か流されていると思うんですけど、その在来線

の検討をされなかったんでしょうか。 
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○秘書広報課長（中川順一君） 在来線のほう

も検討させていただきまして、結構機材の改修

とかに、かなり高額になるというのもございま

すけれども、まずは新駅のほう、新幹線の、県

外から来られる、市外から来られる方が乗降さ

れる、まず新八代駅のホームというところで、

今回新八代駅の発着メロディーというところで

考えたところでございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） まだベンチイメージだ

けなんで、あれなんですが、これ、一般の観光

客も座れるベンチですか。 

○秘書広報課長（中川順一君） ベンチアート

と申しましたけれども、ベンチ、椅子でござい

ますので、座ることはできます。 

○委員（太田広則君） 例えば観光客がここに

座ろうとしたら、この状態で座ろうとしたら、

全部隠れてしまうたいな。だから、できれば座

ったときに、八代亜紀さんと、今書いてあるの

が分からんけれども、記念撮影できるような、

これ座ったら、全部消えていく、隠れてしまう

と思います。だから、もしあれやったら、もっ

と上に上げて、座ってもちゃんと八代亜紀さん

とか、何か書いてあるのが映れるようにしたら

どうかなというふうに思いました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 新駅のメロディー製作

とかですね、こういった石碑、非常に、それと

何ですか、プロジェクションロゴライト等を製

作、設置するとか、いいアイデアだと思うんで

すけど、これはどちらのほうで考えられたです

かね、この内容を。八代市のほうで。 

○秘書広報課長（中川順一君） 事務局、秘書

広報課のほうで行っておりますけれども、我々

のほうで、いろいろ事例を勉強いたしまして、

実行委員会のほうで諮って、また実行委員会の

ほうからも御意見いただきながら、最終的にこ

の事業を決定したところでございます。 

○委員（髙山正夫君） 実行委員会って、ある

わけですね。 

○秘書広報課長（中川順一君） 実行委員会は

ございます。実行委員会のほうには、先ほど申

し上げましたけれども、八代亜紀と共に明日の

八代をつくる会事務局であります八代商工会議

所、経済開発同友会、それから青年会議所、そ

れ以外に八代商工会、ＤＭＯやつしろ、またオ

ブザーバーとして熊本県の県南広域本部、また

アドバイザーとして八代亜紀さんが所属されて

いた事務所の社長のほうにも参画いただいて、

その中で検討してまいりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） ちょっと教えてくださ

い。 

 でんでん館から市役所を結ぶ道路というの

が、ちょっといまいち分からないんで、そこを

教えてほしいのと、プロジェクションロゴライ

トというのが何なのかが分からないというのが

あります。 

 あと、ジークレー版画というのが、またそれ

も分からないんで教えてください。 

 あと、さっき山本委員からも言われたんです

けど、せっかくこの肥薩おれんじ鉄道のラッピ

ング車両というのをつくるのであれば、やっぱ

り在来線のところで、やっぱり舟唄を流したほ

うがいいんじゃないかなというふうに思いまし

た。そちらもちょっと。 

○秘書広報課長（中川順一君） まず、お祭り

でんでん館から市役所を結ぶ道路でございます

が、でんでん館とお堀に挟まれた通り、こちら

堀端通と呼ばれておりますけれども、堀端通を

南下いたしまして、それから、ちょうどお堀の

角のところから市役所方面に曲がるＬ字に、そ

こ、お城通と呼ばれておりますけれども、その

お堀通からＬ字にお城通に入っていただいて、
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市役所までを通るルートでございます。 

 次に、プロジェクションロゴライトでござい

ますが、これ、主に夜間になるんですけれど

も、地面を照らすような通常のライトではなく

て、地面に投射されたときに、その投射された

路面の上で、例えばいろいろな絵を投射するこ

とができるものでございます。例えばそこに八

代さんのシルエット画像とか、そういったもの

を、例えば歩道に投射するとか、そういったこ

とができるものでございます。 

 それから、ジークレー版画でございますけれ

ども、ジークレーとは吹きつけという意味であ

るようで、版を必要としない、吹きつけの超高

性能なインクジェットといいますか、インクジ

ェットの吹きつけでつくられた版画でございま

して、保存性、耐久性に非常に優れているとい

うふうに言われているものでございます。 

 それから、最後の在来線というところでござ

いますが、今回新八代駅の新幹線の発着メロデ

ィーというところで、１つ大きかったのが、ち

ょうどメロディーの改修を、発着メロディーの

ですね、改修の時期に合わせられるというとこ

ろがありましたもんですから、そこで、ちょう

ど我々がやろうとしている、ちょうど工事とい

いますか、改修工事も時期を合わせることがで

きるというところがあったのが一つでございま

す。 

 それと、あとは在来線も、先ほど申し上げま

したけども、検討する中で、例えばそのほかに

出た案といたしましては、肥薩おれんじ鉄道の

車両の中で流せないかとか、いろいろありまし

たけれども、いろいろ音楽関係につきまして

は、ＪＡＳＲＡＣ等々の権利関係も出てまいり

ます。 

 新八代駅のＪＡＳＲＡＣの使用料といたしま

しては、年間２万円程度で済むというのも一つ

ございましたので、そういった後年度のことも

考えてですね、まずは、ここに、新八代駅とい

うところで考えたところでございます。 

 事業費がかなり多ければそういったところも

できましたけど、そういう新八代駅でのメロデ

ィー発着というところで、予算を考えて承認い

ただいたというところでございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 あと、でんでん館から市役所を結ぶ道路とい

うのが、堀端通からお城通という話が、これが

八代亜紀想い出通りというふうに変わるという

ようなことですよね。 

○秘書広報課長（中川順一君） 堀端通、それ

からお城通の名称を変えて、想い出通りとする

ことは考えておりません。それぞれ旧八代市時

代の市制５０周年を記念して、それぞれ名前を

つけられておりますので、その中でつなぐとこ

ろを、言わば愛称としてですね、想い出通りと

して、我々装飾をしていきたいというふうに考

えております。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（百田 隆君） 今説明があったんです

けども、大変いいことだと思います。 

 ただ心配しますとは、出展してあるものに対

してですね、ガードは大丈夫かなというか、そ

の辺り、何か。いろいろとありますけんね。 

○秘書広報課長（中川順一君） 盗難防止やい

たずら防止だと思います。そこは、実行委員会

の中でも御意見いただいておりまして、例えば

市役所の中でも、言わば１階のオープンな場所

に衣裳等を展示することになりますので、そこ

は防犯カメラ等を設置したいというふうに考え

ております。 

○委員（百田 隆君） はい、分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 先ほど、このベンチで

すね、何か新しい新技術で投射する、削るとい

う話だったですけど、私が一番心配するのは、
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日本製紙にガメさんの絵が描いてあって、あれ

も新しい技術でという話で聞いとったんですけ

ど、結果的には、もうえらい劣化してしまって

る。その辺りのですね、やはりやる前に、一番

いいのは彫るのが一番いいんでしょうけど、し

っかり確認してやられたがいいかなというふう

に思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で八代亜紀さん

メモリアル事業については終了いたします。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後４時３１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３２分 本会） 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（泉支所移転スケジュールについて） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、泉支所移転スケジュールについて説明

願います。 

○泉支所長（田島功一郎君） 泉支所の田島で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 泉支所の移転工事につきましては、昨年末か

ら本格的な工事に着手いたしておりまして、現

在施工業者との定期的な工事打合せ等を行いな

がら、進捗管理を行っているところでございま

す。 

 工事期間につきましては、本年６月末までを

予定しておりまして、本日は、現在の工事の進

捗状況及び今後の予定につきまして御報告させ

ていただきます。 

 詳細につきましては、岩田地域振興課長よ

り、資料に沿って御説明させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

○泉支所地域振興課長（岩田 剛君） 泉支所

地域振興課の岩田でございます。 

 泉支所移転に向けた工事進捗及びスケジュー

ルについて説明させていただきます。 

 説明は、泉支所移転スケジュールについてと

表題を掲げている資料により進めさせていただ

きます。それでは、着座にて説明をさせていた

だきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○泉支所地域振興課長（岩田 剛君） 資料の

２ページをお願いします。 

 支所移転を進めることとなった背景、目的及

び移転先の概要につきましては、令和５年１２

月定例会の所管事務調査において説明させてい

ただいたところでございますが、現在工事も進

んでまいりましたことから、改めまして、工事

の進捗及び移転スケジュールについて説明させ

ていただきます。 

 資料の３ページをお願いいたします。 

 振興センターいずみを支所として業務が行え

るようにするため、令和５年度末より施設改修

工事に係る設計業務委託を行い、工事費の算

出、令和６年度６月補正予算への工事費の計上

を経て、工事に係る入札から契約と進めてまい

りました。 

 なお、令和５年１２月定例会の所管事務調査

におきましては、支所移転時期を令和７年４月

と説明しておりましたが、令和６年度６月補正

予算において、工事費を計上する際に、工事資

材や設備の仕入れにかかる期間を考慮した工期

確保のため、年度内の工事完了が困難となるこ

とから、繰越明許費を設定させていただいてお

ります。 

 それでは、工事の進捗でございますが、現在

建築工事、電気工事、機械工事の３つの工事が

発注されており、それぞれ連携しながら工事を

進めているところでございます。 

 建築工事の主な内容としましては、これまで

屋外での足場工事や外壁改修工事をはじめ、屋

内工事として、２階フロア改修のための壁や天

井の撤去工事などに取りかかっているところで

ございます。 
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 今後の工事内容としましては、屋外において

引き続き外壁改修工事を行うほか、屋上防水工

事などを行ってまいります。 

 屋内工事では、１階管理事務所及び休憩室の

改修や、２階部分の内装工事を行い、業務可能

なスペース確保を進めてまいります。 

 続きまして、電気設備工事の主な内容としま

しては、これまでに屋外工事として、アスファ

ルト解体掘削や空調機電源撤去を行っており、

屋内工事として、１階壁の貫通や２階の電気設

備の撤去などを行っています。 

 今後の工事内容としましては、屋外において

非常用発電機や燃料タンクなどの基礎工事や受

変電盤設置などを行い、屋内工事では、天井配

線や電気設備取付け、調整を行うこととしてお

ります。 

 最後に、機械設備工事の主な内容としまして

は、これまで屋外において室外機の撤去や基礎

の増し打ちを行っており、屋内では各階の点検

口取付け、３階ではトイレ配管を行っていま

す。 

 今後の工事内容としましては、屋外では配

管、配線を行い、室外機の取付けを、屋内では

エアコン及び便器の取付けなどを行うこととし

ております。 

 ３件の工事ともに、現場完了後は試運転、調

整などを行い、６月末には竣工する予定として

おります。 

 地域への対応としましては、これまでと同様

に、工事の進捗に合わせ、施設入居団体及びま

ちづくり協議会などへ移転に向けた工事の状況

と今後のスケジュールについて説明と協議を行

ってまいります。 

 また、地域住民の方々につきましても、区長

会を通した説明や、泉支所だよりなどを利用し

て広く周知してまいります。 

 最終的な支所移転の予定としましては、本年

６月末に工事を完了し、７月中に備品搬入及び

引っ越し作業を完了させ、８月初旬より移転先

での業務開始を計画しているところでございま

す。 

 資料の４ページは、振興センターいずみの外

観及び泉支所の執務室となります２階の現況写

真をつけております。 

 参考として、１階玄関ホールと３階ホールの

写真を添付しております。 

 簡単ではございますが、以上で説明を終わら

せていただきます。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で泉支所移転ス

ケジュールについて終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後４時３８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３９分 本会） 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（廃校施設の利活用状況について） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、廃校施設の利活用状況について説明を

願います。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財産経

営課の塩塚でございます。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、廃校施設の利活用状況につきまし

て、失礼して、着座にて御説明申し上げます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） それでは、タ

ブレット端末の資料、右肩に令和７年３月１４

日、総務委員会、所管事務調査資料、財務部財

産経営課と記載のある資料をお願いいたしま

す。 

 表紙の写真でございますが、上段は旧鏡西部

小学校、下段は旧河俣小学校を載せておりま
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す。本日は、この２つの施設につきまして、利

活用状況について御説明申し上げます。 

 表紙を開けていただき、１ページ目をお願い

いたします。 

 こちらは、八代市公共施設等総合管理計画か

ら公共施設における維持管理の基本方針を抜粋

し、記載しております。 

 廃校施設などの利活用につきましては、方針

３に掲げております公共施設等の効率的な管理

運営として、公民連携の考え方を取り入れ、積

極的な民間活力の導入を位置づけております。 

 資料下段に、例としてイラストを掲載してお

りますが、施設総量縮減の手法として、Ａ学校

及びＢ学校の統合、学校以外の用途としての転

用や施設の集約、老朽化による解体のほか、緑

色の枠内のように、普通財産として民間への賃

貸、いわゆる有償での貸付けや売却を行うこと

で、本市の歳入確保及び財政負担の軽減につな

げていくといった手法があり、公共施設の維持

管理において有効な手段の一つであると考えて

おります。 

 次に、２ページ目をお願いいたします。 

 こちらの表は、平成１７年の市町村合併以

降、廃校となった施設の一覧で１２か所ござい

ます。 

 色をつけていない施設は、廃校後におきまし

ても、コミュニティセンターや社会教育センタ

ーとして転用し、引き続き使用しているもの

で、オレンジ色で色づけしている施設につきま

しては、現在民間に利活用を募集している施設

で、５か所ございます。 

 緑色の施設は、今回御説明をいたします旧河

俣小学校と旧鏡西部小学校でございます。 

 次に、３ページ目をお願いいたします。 

 この資料は、廃校施設の位置関係を示すもの

で、前のページにありました廃校施設一覧表の

施設番号を地図に落とし込んだものでございま

す。 

 次の４ページ目をお願いいたします。 

 この資料では、まず、旧鏡西部小学校の利活

用状況について御説明いたします。 

 現在旧鏡西部小では、資料上段の枠囲みの中

に記載しております①から④の４者を相手方と

して貸付けを行っております。 

 資料中段の写真では、一番左側から順に、①

の自主運営避難所、次に、②障害児通所支援事

業の活動風景、③若手就農者で会社を設立され

ました３名の方の写真、最後に、一番右側は、

陸上養殖場の水槽の写真となっております。 

 資料下段の右側に記載しておりますが、貸付

けによる効果といたしましては、本市の歳入と

して賃借料の約２０５万円、これは年間でござ

いますが、に加えまして、施設を保有すること

で発生する維持管理費の一部を貸付先である相

手方にも負担いただくことで、本市の財政負担

が軽減されますことから、それらの額を合計し

たものとして、１年当たり約２３５万円の歳入

の確保及び財政負担が軽減されております。 

 次に、資料５ページ目をお願いいたします。 

 資料上段の表の一番上、緑色の部分は、自主

運営避難所として地元町内会により活用されて

おり、坂本町以外では初めての設置となりま

す。 

 期間は２年更新の無償貸付けとなっており、

令和５年１１月から使用を開始され、避難所の

開設及び運営は地元町内会で行われることにな

っております。 

 場所につきましては、資料下段の右上、教室

棟２階と記載しております緑色の一部屋部分に

なります。 

 次に、表の上から２行目となりますが、オレ

ンジ色の部分は、障害児通所支援事業所とし

て、地元事業者により活用されております。 

 期間は１０年間の有償貸付けで、昨年４月か

ら使用を開始され、貸付料は資料記載のとおり

でございます。 
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 場所につきましては、資料下段の右下、管理

教室棟１階と記載のありますオレンジ色の部分

になります。 

 続きまして、表の上から３行目、ピンク色の

部分は、地元の若手農業者３名で設立されまし

た農業法人の事務所として活用されておりま

す。 

 期間は９年と５か月間の有償貸付けで、昨年

１１月から使用を開始され、貸付料は資料記載

のとおりでございます。 

 場所につきましては、資料下段の右上、管理

教室棟２階と記載のありますピンク色の部分で

ございます。 

 表の最後、４行目、水色の部分は、今回県外

の事業者により、サーモン陸上養殖アクアポニ

ックスセンターとして活用されております。 

 期間は９年４か月間の有償貸付けで、昨年１

２月から使用を開始され、貸付料は資料記載の

とおりでございます。 

 場所につきましては、水色に着色している部

分で、資料下段の右下、教室棟１階及び左側の

給食室などとなっております。 

 なお、自主運営避難所以外の３事業者につき

ましては、施設の活用に伴う改修工事なども必

要なため、貸付期間は１０年間を目安として設

定しております。 

 また、貸付面積などに応じた貸付料や施設の

光熱水費、設備の法定点検に係る経費などの維

持管理費も負担いただくことにしております。 

 次に、６ページ目をお願いいたします。 

 こちらは旧河俣小学校の利活用についてでご

ざいます。 

 現在、本施設では、資料上段の枠囲みの中に

記載しております①及び②の２者を相手方とし

て貸付けを行っております。 

 資料中段の写真では、左側から３つ目までは

校舎内を活用されております①の冷凍加工品製

造工場、それから、一番右側は運動場に設置さ

れておりますが、太陽光発電所の写真となって

おります。 

 資料下段の右側に記載をしておりますが、貸

付けによる効果といたしましては、①の冷凍加

工品製造工場への貸付けでは、１年当たり約１

８３万５０００円の歳入確保及び財政負担軽減

額となっております。 

 また、②の太陽光発電所では、２０年間で約

７００万円、１年当たりに直しますと約３５万

円の歳入確保となっております。 

 ①と②を合わせますと、１年当たり約２１８

万円の歳入が本市に入ってまいりまして、さら

に財政負担が軽減されることとなっておりま

す。 

 次に、７ページをお願いいたします。 

 資料上段の表の一番上、水色の部分は、太陽

光発電所として県外事業者により活用されてお

ります。 

 期間は２０年間の有償貸付けで、平成２６年

４月から使用を開始され、貸付料は資料記載の

とおりでございます。 

 場所でございますが、資料下段の左側配置図

の運動場用地と記載のあります水色の部分でご

ざいます。 

 次に、表の２行目、ピンク色の部分は、冷凍

加工品製造工場として地元事業者により活用さ

れております。 

 期間は１０年間の有償貸付けで、昨年１月か

ら使用を開始され、貸付料は資料記載のとおり

でございます。 

 場所につきましては、資料下段の右下、校舎

１階のピンク色の部分になります。 

 最後に、８ページ目をお願いいたします。 

 廃校施設等の利活用に関する方向性について

を記載しております。 

 冒頭に基本方針といたしまして御説明をいた

しましたが、市総合管理計画において、民間活

力の積極的な活用を推進することとしておりま
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す。 

 利活用につなげる取組としましては、市有施

設等利活用見学会を、令和２年度から年１回開

催をしており、延べ９６名の皆様に御参加をい

ただいたところでございます。 

 また、利活用に関する御提案もいただいてお

るところでございます。 

 今後も引き続き廃校施設等の未利用資産につ

きましては、さらなる活用につなげてまいりた

いと考えております。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で廃

校施設の利活用状況についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午後４時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時５０分 本会） 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（八代市犯罪被害者等見舞金制度について） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、八代市犯罪被害者等見舞金制度につい

て説明願います。 

○市民環境部次長兼人権政策課長（人権啓発セ

ンター所長兼務）（吉井光博君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民環境

部の吉井でございます。よろしくお願いいたし

ます。着座にて説明させていただきます。 

 それでは、八代市犯罪被害者等見舞金制度に

ついて御説明させていただきます。 

 この制度は、令和６年１２月に制定しました

八代市犯罪被害者等支援条例に基づき、犯罪被

害者等の支援の一つとして、殺人や傷害などの

故意の犯罪行為により亡くなられた方の御遺族

や重傷病を負われた方の経済的負担の軽減を目

的とし、令和７年４月１日より実施するもので

ございます。 

 内容の説明につきましては、提出しています

資料、右肩に人権政策課と記載しております資

料で御説明させていただきます。 

 この制度は、犯罪行為により被害に遭われた

御本人やその御遺族に見舞金を支給するもの

で、犯罪被害者等支援条例が施行されました令

和６年１２月１７日以降に起こった犯罪被害が

対象となっております。 

 遺族見舞金の給付額は３０万円、給付対象者

は、犯罪行為に遭われた日において、八代市に

住所を有する第１順位の遺族の方で、犯罪行為

により亡くなられた方の配偶者、事実婚を含み

ます、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹となり

ます。 

 第１順位の遺族が見舞金の申請をしない場合

には、第２順位以降の遺族は見舞金の申請はで

きません。 

 同じ順位の方が複数人いた場合には、代表の

方１人が申請できます。 

 重傷病見舞金の給付額は１０万円、給付対象

者は犯罪行為に遭われた日において、八代市に

住所を有し、犯罪被害によって重傷病を負われ

た御本人で、療養期間が１か月以上、かつ３日

以上の入院を要すると医師に診断された方、精

神疾患の場合は３日以上労務に服することがで

きないと医師に診断された方となります。 

 遺族見舞金、重傷病見舞金ともに、他の市町

村で同種の見舞金を受けられた方、受ける予定

のある方は給付の対象外となります。 

 対象となる犯罪は、国内における刑法等に規

定する人の生命または身体を害する罪に当たる

行為が対象となり、過失によるもの及び国外の

ものを除きます。 

 支給の対象外となる場合は、警察などの捜査

機関に犯罪被害の届出がなされていない場合

や、被害者または第１順位遺族が、犯罪行為が



 

－70－

発生したことに対して責められる理由がある場

合、犯罪行為を誘発した場合、暴力団員である

場合、暴力団員または暴力団員と密接な関係に

ある場合などとなります。 

 説明につきましては、以上でございます。ど

うぞよろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 最後の対象外となる場

合の、上２つの責められる理由がある場合と誘

発した場合というのは、何か具体的な例がある

んですかね。それはどなたが判断されるのです

か。 

○人権政策課主幹兼人権同和政策係長（稲崎敬

文君） 具体的なケースというのは、はっきり

とはですね、分からないところではあるんです

が、例えば犯罪被害者または第１順位遺族が、

加害者に対し暴力行為や金銭的な詐欺、そうい

う行為、加害行為を行ったと、警察に認定され

た場合というところで、基本的には警察の判断

が重くなるのかなというふうには、こちらとし

ては考えているところです。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） 見舞金制度について、

これのつくろうとなった、その背景、多分恐ら

くいろんな通り魔殺人とか多いので、そういう

見舞金制度をつくろうというふうに思われたん

だろうと思いますが、その背景と今後について

教えてください。 

○人権政策課主幹兼人権同和政策係長（稲崎敬

文君） 熊本県におかれましても、このような

犯罪被害者等支援条例というのが、令和４年で

したか、ちょっと分からない、ちょっと確認し

なければ分からないんですが、それを契機にで

きまして、あと、熊本市も昨年度、あと、荒尾

市と芦北町が今年度の４月１日からというとこ

ろになりますので、委員おっしゃられたとお

り、このような凶悪犯罪、通り魔殺人、いろい

ろ多いというところを背景に、どこもそういう

形で制定するような状況になっているのかなと

思っております。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） 何か、議会に諮るとか

何か。 

○人権政策課主幹兼人権同和政策係長（稲崎敬

文君） 先ほど言いました熊本県の条例、令和

４年ではなく、令和２年度に制定されまして、

令和４年度から熊本県の県警本部から、各警察

署長を通して各市町村へ条例制定の働きかけの

文書等いろいろ来ておりました関係で、そうい

う流れになっているというところでございま

す。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） 最後は、条例制定まで

行く、本市も。（市民環境部次長兼人権政策課

長（人権啓発センター所長兼務）吉井光博君

「制定は、もう１２月にしております。条例に

基づいて」と呼ぶ）いや、もう今ので理解した

んですけど。 

 本市も条例制定のことをですね、了解しまし

た。 

○委員長（中村和美君） いいですね。吉井課

長、いいですね。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で八

代市犯罪被害者等見舞金制度についてを終了い

たします。 

 小会します。 

（午後４時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時５８分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（中村和美君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了いたしま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議のため、小会いたします。 

（午後４時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時０９分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の派遣承認要求の件につ

いてお諮りいたします。 

 本委員会は、行財政の運営に関する諸問題の

調査のため、管外行政視察を行うこととし、議

長宛て派遣承認要求の手続を取らせていただき

たいと思いますが、これに御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 なお、日程調査事項につきましては、書記ま

で御連絡いただきますればと思います。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって総務委員会を散会いたします。 

（午後５時０９分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和７年３月１４日 

総務委員会 

委 員 長 
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